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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『アナタの名前と性別を教えてください』

「ダイキ。男です」

　機械音声に従い、予あらかじめ決めておいた名前を伝える。名前が被かぶると承認されないみたいだが、サービス開始日だからかすんなりパスできたようだった。





　　　＊　＊　＊






　仕事が落ち着く二月の末、俺おれは休日を利用し、友人と長ちよう蛇だの列に並んでいた。

　上から見ればコイルのようにうねった何かに見えるだろう。全国各地のゲームショップで同時発売される《これ》を求め、大人達が大金を手に心を躍おどらせている。




　──買わなければ時代に取り残される。




　まるで煽あおるような友人の言葉に乗せられここまで来てしまった。

　ゲーム一つに大おお袈げ裟さな連中だな──と、思う反面、職場でも度々話題になれば否いやが応おうでも調べたくもなる。




　発売前から大きな話題となっているソフト、Frontierフロンテイア Worldワールド。

　海外の会社が製作した大規模多人数同時参加型ＲＰＧ。海外でも多くのサーバーが設けられ、一つのサーバーだけでも相当な許キ容ヤ量パを有しているらしい。

　何がそこまでの話題を生んでいるのか。




　──それは《ＶＲ技術》の導入だった。




「軍事技術に医い療りよう。来るぞ来るぞとは思っていたけど、よくぞ完成させてくれましたって感じだよな！」

　俺の一つ前に並ぶ友人、荻おぎ野の謙けん也やは寒さに震ふるえながらも無む邪じや気きに笑う。

　周りの人々もそれに同調するかのように顔を緩ゆるませていた。

「これよりFrontierフロンテイア Worldワールドの先行販売を開始致します。代金と番号札を持って係員の指示に従ってください。尚、場内は────」





　　　＊　＊　＊






『種しゆ族ぞくを教えてください』

「ん、そういえば猫耳から人外まで色々あるんだったな」

　──思考を戻す。

　目の前に出現したＡ４サイズの半透明のパネルをスライドさせていく。

　初期状態デフオの《人族》をはじめ、獣けもののような特とく徴ちようを引き継ぐ獣じゆう人じん族ぞく、ヒレや水かきのある魚ぎよ人じん族、ツノや爬は虫ちゆう類るいを彷ほう彿ふつとさせる尻尾しつぽを持つ竜りゆう人じん族、九十センチ足らずの体を持つ小こ人びと族、三メートル以上ある体を持つ巨きよ人じん族、機械の体を持つ機き人じん族など、幅広いカスタマイズができるようだ。

　種族毎ごとにステータスやスキル、就ける職業に変化があるみたいだが……折せつ角かくだし、俺は俺として冒険したい。

　無難に《人族》を選択し、決定ボタンをタップ。

　アバターの体は俺自身の体が基本ベースとなるが、あまり大きくいじると自分が自分じゃ無くなっていくような錯さつ覚かくに……。

　やろうとすれば容姿変更から性別変更まで自由に行う事ができるとあるが、その手のセンスがない俺としては、永遠にその顔でプレイすると考えると怖くて弄いじれない。

　大人しく髪かみの色を変える程度に留とどめておこう。

　黒だった髪をグレーに染そめる。

　あぁ、年取ったらこんな感じの髪色がいいな。シックでカッコ良い。髪色を変えるだけでも、一気に印象が変わるな……などと考えながら、決定。

　動作確認。手をグーパーさせたり、声を出しながら口の動きを確認したり。

　……うん、特に問題は無さそうだ。

　ともあれ、本当に自分がどこか別の世界に居るようなリアリティには脱だつ帽ぼうだな。手や足、指先までの神経に違い和わ感かんも無い。何か壮そう大だいな規模のアトラクションに迷い込んだ気分だ。

　──天てん候こうによる明度、温度、湿度の変化。

　これらはゲーム内の環境によって日々変化する。

　プレイヤーの生活サイクルを考こう慮りよしてか、朝から夜の時間は現実世界とリンクしていない。聞けば朝にだけ、夜にだけしか出ない敵もいるとかなんとか。

　細部まで非常に凝こっているらしい。

　──食事で生じる嗅きゆう覚かくと味み覚かくへの刺し激げき。

　空腹が満たされる事はないが、物を食べれば『旨うまい』『不ま味ずい』『辛からい』『苦い』など、脳のうを介して感じる事ができるのだという。料理の温度も然しかりだ。

　医療で既すでに実用化されているとなれば怯おびえる意味もないが、人類は遂ついにこの領域まで来たのかと他ひ人と事ごとのように感心してしまう。

『職業を教えてください』

　それはもう決めてある……というより、このために俺はFrontierフロンテイア Worldワールドを買ったと言える。

　機械ガイダンスの言葉に耳を傾かたむけつつ、出現したパネルに並ぶ、またまた膨ぼう大だいな量の一覧をスライドさせていき、目当ての職業を見つける。




《召しよう喚かん士し》

　力ある存在を呼び出し使役する。




　旅のパートナーを呼び出す事ができる職業、召喚士。犬猫のような獣型は勿もち論ろん、人型やモンスターのようなものまで幅広く召喚できるらしい。

　これらにはゲーム世界の住人ＮＰＣにも組み込まれている『ＡＩ人工知能』が使われ、『喜び』『悲しみ』『怒り』など、つまり『心』を持っている。

　心を通わせた召喚獣と連れん携けいして戦うなんて最高のロマンだし、なにより……いや、こっちはどうなるか分からない。

　職業については職種ごとにステータスに補正がかかる他、職業専用のスキルを習得する事ができる。これにより、召喚獣は召喚士にしか呼び出す事ができない仕様になっている。

　仕事の関係でプレイ時間が不規則になるだろうし、正直パーティプレイは難しい。

　その点、召喚獣となら問題はない。

『転送を開始します。貴方あなたに世界神の祝福があらんことを。Welcome to Frontier World……』





　　　＊　＊　＊






　──ここが冒険の町か……、流石さすがに人が多いな。

　転送された先は、冒険者が産み落とされる中央ポータル前。そして、そのポータルをぐるっと囲うように賑にぎわう石造りの町、それが冒険の町だった。

　ファンタジーの舞台によく起用される中世ヨーロッパの町並みに近い、ゲーム好きの心を擽くすぐる風景に思わず見み惚ほれてしまう。

　道行く人は皆、戦せん士しさながらの鎧よろいだったり、魔ま法ほう使つかいさながらのローブを纏まとっている。

　そしてやはりと言うべきか、既にログインしているプレイヤーで町は溢あふれかえっていた。皆が皆、ＶＲが生み出す、言葉では表しきれない風景に魅み了りようされているようだ。

　すれ違った何人かは、既に強そうな防具や武器を装備している。

　スタートダッシュでフィールドに出たか、所持金で買ったか……。

　なんにせよ、こうしちゃいられない。早速フィールドに出てみよう。

　視界右下に表示されているミニマップを頼りに町を歩く。

　ミニマップは、周囲何十メートルかを円状に確認し、建物のマークや敵である『赤点』を教えてくれるらしい。

　次々と表示される建物には鶏にわとりのマークやパンのマーク、交差した剣や巾きん着ちやく袋ぶくろのマークがあり、それぞれが店の場所と意味を教えてくれる。

「剣は武器屋だろうな。パンと鶏は料理屋として一ひと括くくりに出来ないのか？　それとも何か別の意味が……」

　まだまだ知らない事が多い。試したい事が全すべて終わったら一軒ずつ回ってみよう。今後必要な知識になるはずだ──と、あれこれ考えつつ、足を進めていく。

　しばらく行くと、ミニマップに門のマークが見え、視線を町の奥へ向けると、そこにはどっしりと厚みのある木の門が佇たたずんでいた。

　門の前には中央のポータルの半分ほどの大きさのポータルが設置されており、先行くカップルらしき男女が手を添そえると、二人は光の塵ちりとなりポータルに吸い込まれていった。

　──なるほど、ポータルの役目は《プレイヤーの転送》か。

　カップルに倣ならいポータルに近付き、そのエメラルドグリーンに手を添える。

【南みなみナット平へい原げんへ移動します】

　俺の意思が伝わったのか、ポータルが淡あわい光を放ち、転移を始める。と、瞬まばたきする間に平原へと転送が完了していた。

　先程まで目の前にあった巨大な門が俺の後ろにそびえ立っている。

　サーバーのパンクを防ぐために町とフィールドを隔かく離りしてるようだが……門の存在意義がわからん。全て壁で覆おおうと確かに外観を損なうとは思うが……。

　ともあれ、念願のフィールド、そして初の戦闘だ。なんとしても勝利を収めたい。

　まだぎこちない動きだが、なんとかメニュー画面を呼び出し、アイテム欄らんから見習いの剣を取り出し装備した。

　──右の掌てのひらに光が集まると、それは剣の形を形成していく。

　光が弾はじけ、剣が現れた。

　初心者が使うための簡素な剣ではあるものの、その質感や重みは本物のそれだ。

　柄つかを握にぎる手に、思わず力が入る。

　二、三度振って具合を確かめた後のち、俺はフィールドに向け歩き出した。

　南ナット平原には多くのプレイヤーの姿が見える。

　召喚士である俺には現在、召喚に必要な最低限のステータスしか振られておらず、残りのポイントは自分好みに振る事ができる。

　戦士スタイル、魔法使いスタイル。

　どちらも捨てがたいから、とりあえず何も振らないまま戦闘してみて、スタイルを決めようと思う。故に戦闘で役立つ技能スキル、武器技や魔法技などのアーツも覚えていない。

　俺は近くに湧わいた鼠ネズミ型モンスターに剣を向けた。

　──いくぞ。





　　　＊　＊　＊






「参ったな、思ったより苦戦したぞ」

　初の戦闘を終えた俺は、出もしない汗あせを拭ぬぐい溜ため息いきを吐ついた。

　相手は最弱の敵とはいえ、こちらもまだレベルが一なのもあって、五分もの時間、格かく闘とうを繰り広げてしまった。

　それもそのはず、召喚士は本来魔法職寄りの職業だ、初期ステータスも魔法職寄りに振られている。その上、一番弱い剣で技能スキルも使わず戦闘に挑めば、この結果になるのも無理はない。

　俺はメニュー画面を呼び出し、自身のステータスを改めて確認した。

　名前　ダイキ

　Lv．　　１

　種族　人族

　職業　召喚士

　筋力─５

　耐久値─８

　敏びん捷しよう値─８

　器き用よう値─８

　魔力─12

　残り29ポイント

　筋力とは物理攻撃力や装備の重量制限に関係するステータス、耐久値は防御力やＬライフＰポイントに関係するステータスだ。戦士職は主にこの二つのステータスを伸ばし、強くなっていく。

　敏捷値や器用値も絡めると、自分独自の戦闘スタイルが確立できるともあった。軽剣士などは敏捷値も上げるといいだろう。

　今の俺は職業の影響か、魔力の値が突出している。

　魔力は魔法攻撃やＭマジツクＰポイントに関係するステータスであり、魔法職の強さに直結するステータス。これが高くても剣を使った物理攻撃には影響しない。

　が、剣での戦闘のやり方は、さっきの戦闘でなんとなく摑つかめた。後は手助けになる技能スキルを確認しておこう。




　技能スキル

【召喚術 Lv．１】【調ちよう教きよう術じゆつ Lv．１】

　残り８枠




　召喚術、調教術、は召喚士に必要とされる技能スキルらしく、最初から組み込まれていた。

　となると残りの技能スキルだが……。

　数万種あるという、取得できる技能スキル一覧を見ていくと、《火属性魔法》の技能スキルを発見した。

　無限ともいえる技能スキルではあるが、出現条件というものがあり、中には種族や職業限定で取得可能なものまで存在するらしく、これ等ら全ての条件を調べ、一覧表にするだけでどれほどの時間がかかるのか見当もつかない。

　逸それていた思考を戻す。

　火属性魔法は文字通り火属性の魔法が使えるようになる技能スキル。技能スキルを取得することで、そのレベルに応じた魔法が欄に出現するらしい。

　とりあえず火属性魔法の技能スキルを選択し取得。同時に魔ア法ー技ツを覚えた。

「次は魔法で倒してみるか」

　剣での戦闘は男なら誰もが夢見るもの。そして、魔法での戦闘にも同等の憧あこがれがあった。

　メニューから見習いの杖つえを取り出し装備。杖による物理攻撃に加え、魔法の威力に補正がかかる。

　近場にいた鼠ネズミ型モンスター。名前をナットラットと言うらしいが、それに照準を合わせて魔法を発動する。

「『火弾フアイアボール』」

　左下の青いバーが減少し、杖の先からバレーボール程の炎の球体が出現。ナットラットめがけて杖を突き出すと、勢いよく飛び出した火炎弾はナットラットに直撃、爆発を引き起こす。

　甲かん高だかい悲ひ鳴めいと共に、ナットラットのＬＰが目に見えて減少。一撃で１／４ほどまで削りとった。

「まだまだ。『火弾フアイアボール』」

　火傷状態になっていたのか、継続ダメージＤｏＴを受けながら此方こちらへ反撃にでるナットラットだったが、向かってくる火弾フアイアボールに直撃し、後方へと吹き飛ばされる。

「なかなかの威力だな。魔法の追尾性も高いから当てやすい」




　その後、危なげなくナットラットの討とう伐ばつに成功した俺は、剣を取るか魔法で行くかで悩んでいた。

　どちらも非常に魅力的だ。剣での戦闘は戦士職じゃないから完全にＰプレイヤーＳスキルありきとなる。火力も本職には劣おとる。

　順当に考えれば魔法だが、召喚士はＭＰを使って戦うような印象もあるし、攻撃にも、となれば、シビアなＭＰ管理が要求されそうだ。かなり気を回さないと、ＭＰ切れで棒立ちになる危険性もあるが……。







　ＭＰが尽つきるよりも先に待望のレベルアップが起こった。レベル一では、ナットラット五匹分程度の経験値でレベルが上がるようだ。レベルが上がると減ったＬＰ・ＭＰ・ＳＰは全回復するらしい。

　レベルアップ時にはボーナスの他に全てに一ずつポイントが入る。

　ボーナスの割り振りは一いつ旦たん保留とし、アイテムボックスを開き、項目をスライドさせていく。

　実は召喚に必要な魔ま石せきは既に所持品の中に存在している。運営からの配はい慮りよにより、やろうとすればスタート直後に召喚獣を呼び出す事ができるらしい。

　俺は万が一に備え、周りの迷惑にならないように人が少ない場所を選んで移動し、魔石を取り出した。




【魔石】

　魔力が宿った石。




　ゴルフボール程の大きさの、青みがかった石が手に収まった。河か原わらに落ちてそうな石だ。召喚士専用とは書いてないみたいだが、他にも用途があるのだろうか？

　最初はアイテム欄にあるこの魔石を使用して召喚しようと考えていたが、火属性魔法技能スキルを選択する際に見つけた技能スキル達の組み合わせを、思い切って試してみようと思う。謙也が言っていた問題点に、何か変化が生じる可能性があると思ったからだ。

　俺は空いている技能スキル枠わくを使い《魔石生成》という技能スキルを習得した。

　魔石生成を発動すると、視界の端に魔石に必要なアイテムが表示される。

　一つは魔ま鉱こう石せきという鉱石で、洞どう窟くつなどに多く埋まっているらしい。もう一つは魔ま法ほう水すい。これはショップなどにも売っている。

　俺は他に魔鉱石を採さい掘くつするために《採掘術》と、魔法水の生成に活用できる《錬れん成せい術じゆつ》を取得。

　──これで準備は整ったな。




　技能スキル

【召喚術 Lv．１】【調教術 Lv．１】【火属性魔法 Lv．１】【魔石生成 Lv．１】【採掘術 Lv．１】【錬成術Lv．１】

　残り４枠













　冒険の町へ着くと、出発時よりもプレイヤーの数が増えている事に気がつく。俺おれや謙けん也やはゲームを最速で始めているが、後のちに購入した人達、一度仮眠を取った人達がログインしだしたのだろう。

　冒険の町は敷しき詰つめられた石の道が見えない程、プレイヤーに埋め尽くされていた。全すべてのプレイヤーがこの町から冒険を始めるわけだから、仕方ないといえば仕方ない。




　時刻は午前九時五十分。

　予あらかじめ指定しておいた集合場所へ向かう。

　朝一の市場のような賑にぎわいをみせる様々な出店を覗のぞきながら、集合場所である時計台の前に辿たどり着ついた。

　多くのプレイヤーが楽しそうに雑談しているその中に、強そうな装備に身を包んだ友人の姿を見つける。

「よ。待たせたな」

「お、来たな。……って、やっぱり召しよう喚かん士しにしたのね」

　素早く俺を鑑かん定ていしたのか、謙也がコケそうな勢いでよろける。ヘルメット型の茶色い兜かぶとがズレた。

　銅どう板ばんで急所を覆おおった革かわ製せいの胸むね当あてに、同じ革で作られたアームガードとグリーブ。腰に下げた片手斧おのと、背中に背負った大盾ウツドシールド。

　プレイヤーネーム《ケンヤ》は以前言っていた通り、盾役タンクとしてスタートしたみたいだ。

「当たり前だろ。俺はロマンに生きる」

「ロマンねぇ。骨ほねが折れるぞ召喚士。βベータテスターの俺が言うんだから間違いない」

　以前よりケンヤには召喚士になるのを止められていたが、俺は一向に意見を曲げなかった。結果ステ振りに悩んでいるわけだが……。

　そこでふと、ケンヤの横に立つ見知らぬ女性が会話に入りたそうにしていることに気づく。

　ゲームなので珍めずらしくはないが、なかなかの美人さんだ。健康的な褐かつ色しよく肌はだのショートカットの女の子。見た目でいうと歳としは俺たちより三つくらい下か、二十歳くらいか？　もっと幼いかもしれない。

　獣人族だろうか、頭のてっぺんには可か愛わいらしい猫の耳が生えていた。

「ん、あぁ。この人は俺のパーティメンバーのライラさんで職しよく業ぎようは剣けん士し。結構強いぜ？」

「そんな事ないですって！　……初めまして、ライラです」

　俺の視線に気がついたのか、ヒソヒソ声で言うケンヤの言葉に慌てて手を振るライラさん。どうやら揶揄からかえるだけの仲ではあるらしい。

　感情とリンクしているのか、猫のしっぽが激しく動く。

　腰に鉄の直剣を携たずさえた身軽な装備の彼女。ケンヤが盾役タンクなら彼女は攻撃役アタツカーだろうか。

　魔法職でも仲間にできれば非常に安定したパーティになりそうだ。

「初めまして。ケンヤの友人のダイキです。まだステ振り迷ってますが、とりあえず召喚士やってます」

「へぇー！　私も迷ったんですよ、召喚士。猫とか犬とか一緒に冒険出来たら楽しいだろうなーって！」

　うん。俺もその気持ちすごいわかる。

　モフモフに囲まれた旅で仕事の疲れも取れそう。

　目を爛らん々らんと輝かせながら語るライラさんだが、ケンヤが厳きびしい声でピシャリと言い放つ。

「いやいや、召喚士ってのはそんな温ぬるい職業じゃないんだよ。確かに、目の保養や戦力になるのは間違いない。けど、召喚獣はとにかく言う事を聞かない。人型ですらだ、獣タイプなんて尚更酷ひどいぜ」

　曰いわく、親密度を上げるのが非常に難しい。βテストの際、ケンヤは召喚士を選び挫ざ折せつを味わっている。

　その上、召喚獣はパーティメンバーの一枠を埋める。経験値が頭割りとなるパーティにおいて、一人に二人分の経験値が流れるのは不満の元になるという。

「パーティには入れてもらえないわ、召喚獣は言う事を聞かないわ、召喚に必要な魔ま石せきは高いわで散々だったぜ。使し役えきした猫自体は可愛かったんだけどなあ」

　両手を上げて首を振るケンヤ。上う手まく使役できればこれ以上ない強力なパートナーと成り得る召喚獣だが、職業としては上級者向けといえる。

「そ、そうなんですか。じゃあ軌道に乗るまでに時間掛かっちゃうんですね」

「そういう事。まぁ、それでもやるって聞かない奴もいるけどな」

「やりたい事をやってこそのＲＰＧだろうが。……ともあれ、そうだな。ちょっと軌道に乗るための実験に付き合ってくれないか？」

　サービス開始初日の貴重な時間を割いてもらうのは心苦しいが、こっちは本マ気ジなのだ。ライラさんは無理に誘えないが、ケンヤには付き合ってもらおう。

「いいですよ、私は。ダイキさんの召喚獣に興味ありますし」

　お、ライラさんが参加してくれるようだ。有難い。

「後悔してキャラ作り直しても、レベル上げは手伝ってやらねーからな」

　ジロリと睨にらみ、その後吹き出すように笑いながら、ケンヤも参加の意思を見せる。

　さて、そうと決まれば下準備からだな。




　ライラさんを含む三人でパーティを組み、ケンヤ先導の元、俺たちは雑ざつ貨か屋やへと向かっていた。

　ケンヤはβテスターの特権という事で、装備と少々のＧお金を引き継いでいる。やはりスムーズに戦闘をこなしたのか、レベルも既に五まで上がっていた。

　ライラさんは俺と同じ本サービス組で、北にあるナット林りん道どうでケンヤと会い、パーティを組んだらしい。

「この剣、パーティ結成記念って事でケンヤさんに頂いたんですよ」

「へぇー、物で釣るなんて賢いな」

「おいこら、人聞きの悪い事を言うなよ」

　盾役タンクになると決めた際、武器は斧の方が技能スキル的に都合がいいらしく、元々持っていた剣を剣士希望のライラさんに譲ったようだ。

　俺も軌道に乗ったら装備を一新しないとだな。上手くいけばいいんだけど。

「洞どう窟くつに行きたいんだけど……どこにあるかわかる？」

「洞窟なら東門から出れば東ナット洞窟があるな。北と南に比べると少しモンスターが強くなるけど」

　と、ケンヤは追加情報も交えながら説明しつつ、先導するように歩き始めた。

　流石さすがはβテスターといった所か。どうやら大まかなマップも頭に入っているらしい。

　雑貨屋にて空き瓶を買い下準備を進めていく俺と、それを黙って見守るケンヤ。そして、終始楽しそうに付いてくるライラさん。

　やがて談笑しつつ足を進める俺たちの前に、大きな洞窟が現れた。

　名を東ナット洞窟。中は、平原よりもプレイヤーの数が少ないように見える。

　洞窟内はジメジメとした湿度の高い空間になっており、時折聞こえてくる水の滴したたる音と、何かが飛ぶような羽の音が少し不気味だ。

　ケンヤの言う通り、ここは少しレベル帯が高いのか、戦っているプレイヤーの装備の質も高いように見える。俺のステータスではまともに戦闘ができないかもしれない。

「じゃあ二人には俺が採さい掘くつしている間、護衛をお願いします」

「了解です！」

「はいよー」

　二人もレベル帯の高いフィールドに少なからず興こう奮ふんしているようで、ライラさんは既に鉄の剣を抜き身にして辺りを警戒している──と、俺は採掘採掘。

　メニュー画面より見習いピッケルを取り出し、洞窟の表面目掛けて振り下ろす。

　因ちなみにアイテムボックスの中には『見習い』シリーズが一通り揃そろっており、全ての職業に対応できるよう配はい慮りよされている。

　剣を使っていたプレイヤーが路線変更で魔法に変えても、アイテムボックス内には見習いの杖があるため、その場で変更が利く。

　相当便利だな。

　カンッという小気味よい音が一定のリズムで響く。採掘で採れたアイテムは自動的にアイテムボックスに送られていくため、常に採掘作業に専念する事ができるようだ。

　あ、技能スキルのレベル上がった。

　辺りを見渡すと分かるが、洞窟内に見える無数の光が採掘ポイントだ。上手くいけば魔ま鉱こう石せきを掘り出すことができる。

　しかし、場合によっては石ころだったり、ピッケルで叩たたくタイミングが合わずに破壊してしまう事もしばしばあり、思わぬ時間を食っていた。

「ライラさん、攻撃よろしく！　『こっち来い』」

　後ろではケンヤがコウモリ型のモンスター相手に大盾ウツドシールドを構え、斧で盾を叩きながら挑発を入れる。

　挑発とは、ＲＰＧ等によくある敵視ヘイトを集める技アーツ。主に盾役タンクが敵の攻撃対象を自分に向けさせる時に使うもので、防御力の低い味方を守る事ができる。

　挑発を受けたコウモリは、くるりと方向を変え、ケンヤの持つ盾に体当たりを繰り返す。

　その隙すきに後ろへと回ったライラさんは、剣を下段に構えながら駆ける。

　そして──

「『青の閃剣ブルー・ソード』！」

　彼女の持つ剣が青色の閃せん光こうを放ちながら振り上げられ、コウモリの背を穿うがつ。

　Criticalクリテイカル判定が頭上に浮かび、大きなダメージを与える。コウモリのＬライフＰポイントが一気に削れ、隙を突くようにケンヤがすかさず斧を振り下ろす。

　連撃による追加ダメージも相あい俟まって、瞬く間にコウモリは爆散した。

「いい連携だな。役割分担がしっかりしていると、強敵が相手でも戦闘がスムーズだ」

　先程のコウモリ、実はレベル八とケンヤを凌しのぐ高さで強敵の部類に入る。ライラさんはレベル四だし、俺に関しては戦闘に参加していない。

「強い敵はいいな。スイッチや連撃のタイミングを合わせるいい練習になる。贅ぜい沢たくを言うならもう少しＬＰの高い敵でもいいんだけど」

「ケンヤさんが完かん璧ぺきに敵を引きつけてくれてるので、私も安心して攻撃に集中できるんです」

　二人とも、今日会ったとは思えない程、息の合った連携だ。できる事なら俺もステ振りを全て終わらせた後、二人の戦闘に加わりたい。

　その後、数回の戦闘により俺含めた全員のレベルが上がる。これは俺が彼らと同じパーティに入っているからであり、たとえ戦闘に参加せずとも経験値がもらえる。

　寄き生せいみたいで嫌だったが、二人が気にしないと言ってくれたので、経験値は三等分だ。

「二人共、目的の物は集まったよ。護衛、助かった」

「気にすんなよ。俺もレベル上がったしな」

「私も。先程のレベルアップで新しい技アーツを覚えたので満足です」

　ご満まん悦えつの二人に俺も大きく頷うなずく。少し余裕を持った量を採掘しておいたが、これだけあれば十分だろう。

「とりあえず一いつ旦たん町に戻ろう。南みなみナット平へい原げんの適当な所で実験を始めるね」

　頷く二人を連れ、南ナット平原を目指す。

　さて、思った通りにいくだろうか。




　現在地は南ナット平原。時刻は午前十一時、町やフィールドにいるプレイヤーの数も目に見えて増えている。

　プレイヤーもモンスターもいない、小川が流れる木の下に着いた俺たち。

　鉱石やら瓶びんやらを取り出し並べる俺をライラさんは興きよう味み津しん々しんで、ケンヤは胡う散さん臭くさそうに見つめている。

　俺は作業初めに、小川に流れる水を瓶の中に汲くみながら、作業目的を説明していく。

「まず俺がどうしてこんな手間をかけて召喚の準備をしていたのか、理由を説明するね。先に言っておくけど、これは完全に持論だ。総数の少ない召喚士を幅広く一般的な職にしたいから考えてみた。これをするに当たって、俺は三つ、必要ないかもしれない覚悟で技能スキルを取った。それが採掘術、錬れん成せい術じゆつ、魔石生成だ」

　戦闘職である召喚士の俺が、完全に非戦闘職の技能スキルを取得した事に、ケンヤはやれやれと溜ため息いきを吐ついている。

「確かに、強い戦闘職になるには一つでも無駄な技能スキルは取りたくないですもんね」

「その通りだなー。βの時に確認されたボスドロップでのみ技能スキル取得券が与えられる。低確率で。それ以外は最初に決めた十個の技能スキルから変更はできない」

　え、変更できる可能性あるの？　万が一、死に技能スキルを取っちゃった時の救済措置かな？

　なんにせよ、いい事を聞いた。

「……ともかく、俺はこの三つを使い、自作で魔石を生成しようと考えたわけ。理由は二つ。コストの削減、そして愛情」

「一つふざけたのが混じってるけど」

「まずコストだけど、店売り価格八百Ｇの魔石は、序盤のお財布事情から考えると高い。ある程度冒険していればはした金になるかもしれないが、これじゃ序盤、召喚獣を呼び出す度に金欠になってしまう」

　この先、一度に八百Ｇもの消費アイテムを毎回食い続けるとなると燃費が悪い。それに、召喚獣によっては一つじゃ利かない者もいると聞く。

「魔石生成に必要な素材は魔ま法ほう水すいと魔鉱石。魔法水は錬成により俺の魔力と水を混ぜれば作成可能だし、魔鉱石は洞窟に埋まっている。よって量産可能になる」

　ライラさんは何かもやもやが晴れたかのように、目を大きくしながら両手をポンと合わせた。

「なるほど、だから水汲みしたり採掘したりしていたんですね」

「そゆこと」

「……愛情は？」

　さも胡散臭そうに言うケンヤ。

「そう、それ。愛情こそがこの行動のテーマと言える。コスト面はぶっちゃけ雑貨屋で魔石の値段を見るまでは舐なめてた。今は結果オーライだと思ってるけど」

　水の入った瓶を対象に、俺は錬成術を発動する。錬成術では何かと何かを混ぜて新しい何かを生み出す事ができる。即すなわち、水と魔力を混ぜる事も可能。

　ステータスの器き用よう値ちにボーナスポイントを大きく注つぎ込み、錬成成功率と質の底上げを図る。主に生産職やそれに準ずる技能スキルには、この器用値がかなり絡んでくる。

「市販品を買ってもつまらない。自分だけの召喚獣パートナーには自分で作った魔石を与えたい。そして俺はこの実験を考えた」

　水に自分の魔力と共に、ありったけの愛情を注ぎ込む。魔石とは言わば母乳、召喚獣は赤ん坊、そして親ママは俺だ。

「次に完成した魔法水と魔鉱石を錬成する。言い忘れたけど、魔鉱石を掘る際もこの愛情を忘れちゃいけない」

「「……」」

　ついてこれていないようだが、まぁいい。

　魔鉱石を魔法水の入った瓶に落とし、錬成する。

　錬成により電撃が発生し、鉱石と魔石とが分離、俺の愛情がなみなみと詰まった魔石が完成した。

「完成だ！」




【魔石】製作者：ダイキ

　製作者の魔力が宿った石。




　俺の作った魔石はルビーのように紅あかく妖あやしく光っていた。俺の持つ火属性魔法の影響か、愛情の色か……とにもかくにも俺の思惑通り、オリジナルの魔石の作成に成功したわけだ。

「綺き麗れいですね。まるで宝石みたい」

「なんだこれ……怖。俺の知ってる色じゃない」

　ライラさんは素直な女の子っぽいリアクションをとり、ケンヤは得体の知れないものを見たかのような驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　まだ魔法水の効力が残っている内に、俺は採掘してきた魔鉱石を次々に魔石に錬成していく。錬成というよりも、料理を作っているような感覚に近い。

　自分の気持ちを込めた魔石食べ物を召我喚が獣子の喜ぶ顔見たさに作る。ふむ、これが俗に言う母心というやつかな？

　こっちは完全にオマケだが、分離した鉱石も銅や鉄のような輝きを放っている。分離によって不純物が取り除かれたのか、土や石は全くこびり付いていない。

　なにやら売り物になりそうだな。

　結果、十四個の錬成に成功した俺は、二人に分離した鉱石を五個ずつ渡した。

「護衛と経験値のお礼って事で。売ってみないと価値はわからんけど」

　最ハ初ナから有難うだけで済ませる気もなかったので、丁ちよう度どいいお返しの品ができてよかった。元値がタダなのでいくらにもならなそうではあるが……。

「いいのか？　多分、ダイキが思ってるよりも金になるよこれ」

「全然いいよ。俺としては魔石が完成しただけでも十分な収しゆう穫かくだし」

「あ、有難うございます」

　二人共、受け取ったのを確認し、魔石を手のひらで弄もてあそぶ。

　──さて、いよいよ召喚だ。







　召喚術は魔石を消費する。一匹目の召喚獣は完全なランダムとなっており、個体に応じて消費数も変動する。故に魔石の数は多く持っておいたほうがいいらしい。

「で、ダイキは何型の召喚獣を呼ぶんだ？」

　ケンヤが言う《何型》とは、召喚獣のタイプを表している。人間に近い形がよければ《人型》だし、犬や猫に近い形がよければ《獣型》となる。

　ともあれ、一体目の召喚獣は既に決めてある。

「俺は、やっぱ人型かな。会話できるかもしれないし、親密度を高めるにはそっちのほうが都合良さそう」

「モフモフ……」

　合理的な回答に頷くケンヤ。モフモフを期待していたライラさんが膝ひざから崩くずれ落ちていく。

　ごめんねライラさん。召喚獣ならきっと人型でも可愛いと思うんだ。

　──初召喚は戦闘になるというリスクを伴ともなう。

　基本的には温厚であるとされているものの、中には凶きよう暴ぼうな個体も存在するという。

　獣型だけでも猫や犬、狼おおかみや熊くま、形容し難い化け物まで数多あまたのタイプがあるし、ナットラットのような小さい個体からボス級の巨大な個体までその種類は無限大に存在する。

　召喚士を選ぶ際、その無限大に存在するというワクワク感に惹ひかれたのも強かった。俺を選んでくれる召喚獣パートナーの為ために、こうして完璧な環境を整える事もできた。

「……いくぞ」

　戦闘になれば二人を頼る事になるだろう。

　フィールドが緊張した空気に包まれる。

「『来たれ我が僕しもべ、召喚サモンモンスター』！」

　手に持った魔石は当然の事、何な故ぜか地面に転がっていた魔石達も次々に光を放つ。

　ケンヤの話では多くてもその数は二つか三つ。

　それがどうだ？　手の中にある魔石を含めて合計五つの魔石が光っている。

　これは何を意味するのだろう。

「ダイキ。この召喚獣はヤバイ！　普通じゃない！」

　焦る俺以上に焦りを見せるケンヤ。既に斧を抜き取り盾を構えて臨戦態勢を取っている。ただならぬ雰囲気にライラさんも剣を抜き、集結する光を見据えた。

【ランダムスロット開始】

　突如、頭上にぐるぐると回るスロットが出現し、数秒の間を置いた後、左から順々に止まっていく。

【人型：魔族】

【タイプ：魔ア法タ攻ツ撃カ役ー】

　魔石がスロットに吸い込まれ、一つの光が降りてくる。

　魔石のように紅く妖しく揺らぐその光は、俺の足元で魔法陣を形作る。

　複雑で解読不能な文字が並ぶ円状のそれは、脈みやく動どうするかのように淡あわく光を放つ。

　魔法陣が収縮していくと同調するかのように光が強く濃くなり、人の形を成していく。

「……は？」

　知らず、間抜けな声が出た。

　ケンヤもライラさんも、まるで凶暴さとは無縁なソレの姿に、思わず臨戦態勢を解く。












　ダークレッドの髪と目をもつ、二本の小さな角が生えた少女がそこにいた。いや、もはや幼女と言うべきか、申し訳程度に生えた同色の翼つばさと爬は虫ちゆう類るいがもつような尻尾しつぽをしならせながら、俺の顔をジッと見つめている。

「……」

　こうして、俺は遂ついに召喚獣パートナーと出会った。













　目立っていた。途と方ほうもなく目立っていた。

　人の目を惹ひく奇き抜ばつなデザインのプレイヤーも多く存在する冒険の町。召しよう喚かんを終わらせ、ポータルの前に転移した俺おれたちは、その誰よりも好奇の目に晒さらされた。

「じゃあ俺たちはレベル上げに戻るけど……大丈夫か？」

「お、おう。初めから召喚獣を呼び出すまでと思ってたからな」

　ケンヤの視線は俺の頭の上に向けられている。ライラさんも同様だが、こちらは何ど処こか物欲しげだ。

「しかし、喋しやべらないなぁ。……んで、なんでこんなにもう懐なついてんの？」

「俺の魔力を込めて作った魔ま石せきで生まれたんだ、当たり前だろ」

　なにを馬ば鹿かな事を。という口調で言葉を返しつつも、召喚されてすぐに俺の背せ中なかをよじ登り、肩かた車ぐるまされるふてぶてしさは、俺としても予想外である。

「納得できねー。βベータテスト時の俺の苦悩がこんな些さ細さいな事で……」

　召喚獣幼女は未いまだ沈ちん黙もくを続けている。

　ケンヤ曰いわく、召喚したての召喚獣が懐く事はあり得ないらしい。

　そしてこの幼女、服は髪かみと同色のダークレッドのワンピースのみと軽けい装そうだが、実はステータス値は俺やケンヤ達ですら遠く及ばない。

　名前　ダリア

　Lv．　　１

　種族　魔族

　筋力─20

　耐久値─20

　敏びん捷しよう値─20

　器き用よう値─20

　魔力─70

　魔力に関しては純じゆん粋すいな魔法職レベルであり、ステータスに限った話だが、戦闘に参加させられればプレイヤー一人分以上の戦力が期待できるという。装備を整えれば、更に強くなるとの事だ。




　そしてケンヤの危き惧ぐしていた親しん密みつ度どに関しては。




　召喚者　ダイキ

　親密度　12/100




　既に十二となっている。

　何が作用したかは大体俺の予想通りだとは思うが、少し紐ひも解といてみるか。

　まず彼女には、俺が最も愛する花である《ダリア》の名前を付けた。初めての召喚獣であるから、過去に特別な思い出のあるダリアの花から取ったのだが、これが功こうを奏そうしたのか親密度が二つ上昇していた。

　残りの十だが、おそらく原因は愛情を全フ力ルに注そそいだ魔石にある。当初の目もく論ろ見み通り、自作した魔石を与えれば親密度は上がったのだ。

「召喚時に魔石は五個も食うし、その上普通の魔石は食べないときた。暴食でグルメって……いたっ！」

　叩たたかれた、召喚獣に。女の子だからか？　恥はずかしさがあるとでも言うのか？

「ダメですよダイキさん。女の子はそういう所、敏びん感かんなんですから」

　クスクス笑うライラさん。ダリアを見るその目は、まるで園えん児じを見守る保ほ育いく士しさんのようだった。







　時計台前に着き、ここでケンヤ達とお別れとなる。

　ケンヤ達はダリア含めた俺とパーティを継続してもいいと申し出てくれたが、やはり経験値の事を考えると後ろめたさが勝ってしまう。彼らとはフレンド登録を済ませているし、連絡は簡単に取れる。臨時の即席パーティ程度なら喜んで参加する旨むねを伝え、短い間だったが、俺のパーティプレイは終了した。

　また何かあればすぐ会う事になるだろう。
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　時刻は午後一時二十分。

　早朝からぶっ通しでプレイし続けているため、空腹と睡すい魔まが同時に襲おそってきていた。

　Frontierフロンテイア Worldワールドでは現実宛さながらの食事や睡眠を取ることが可能となっているものの、食事に関して言えば根本的な解決にはならない。勿もち論ろんトイレも行きたくなる。

　あくまで娯ご楽らくとして食事を楽しむことができる。ただ、睡眠は現実と同じ効果が得られるらしい。ゲーム外で寝るかゲーム内で寝るかの違いだけだが。

　寝る場所によっては危険も伴うともあるが……好きこのんでフィールドで寝るプレイヤーは少ないだろう。

「そんなわけで物は試しだ。どこかで食事を取って宿やど屋やにでも行ってみるか」

　ダリアは相変わらずノーリアクションだが、食事と聞いて俺の髪を摑つかむ手がピクリと動く。ケンヤから聞き忘れていたが……なるほど、召喚獣も食事という行為が必要なのかもしれない。

　ミニマップでのパンのマーク、実際はレストランや定食屋などの飲食店を指すらしい。勿論、パン以外の料理も出てくる。

　マークを頼りにたどり着いたのは、バイキング形式で食事ができる肉料理の店だった。料金は食べた量に応じて取られるらしいが……カウントは誰がするんだろうか。

　ともあれ、この世界には高度な知能を持つＡＩが存在するから、その辺りも彼らがカウントしてくれるのだろう。

　お勤めご苦労様です……と、心の中でＡＩに敬意を表しておく。




　料理屋の前まで来ると、ゲームとは思えないなんとも美お味いしそうな香りが鼻はなを刺激し、腹の虫が鳴く。キャッチコピーにもあったように、腹を満たせないだけのリアルな食事は偽りないらしいな。

　ダリアは興こう奮ふんした様子で頭をペチペチ叩いて急せかしてくる。

「いらっしゃいませ。二名様でよろしいでしょうか？」

「はい」

「二名様ご来店です！」

「「「いらっしゃいませ!!」」」

　活気があっていいな。

　召喚獣であるダリアを一人としてカウントしていいのかと思ったが、マナーを守ってお金を払えば問題ないだろう。

　店内はプレイヤーとＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターがごちゃ混ぜで座って食事を楽しんでおり、俺たちは窓際のテーブル席に通された。

　プレイヤーとＮＰＣの違いはＬライフＰポイントバーの有無くらいだろうか。一目でわかるが、それさえ無ければ全く見分けがつかなくなる。表情や仕草のどれを取っても、プレイヤーのソレと遜そん色しよくないように見える。

　進んでるなあ、現代の科学は。

「……ダリア。それじゃご飯食べられないだろ」

　未だ肩車から降りようとしないダリア。

　まさかバイキング形式だと理解した上で、自分の好きな料理を取らせようと目論んでいるとでも言うのか？

　なんにせよ、このままでは埒らちがあかないので、とりあえず料理を取りに行く事にした。

　メニューはサラダから始まり肉料理は勿論、パスタやカレーなど俺たちが親しみやすい現実世界の料理から、謎なぞの肉が使われた料理や見た事のない野菜の入ったスープなど豊富な種類に驚いた。

　しっかりキッズメニューみたいな物やデザートも用意してある所に、徹てつ底ていさを感じる。

「適当に取ってるから、食べたいのあったら言えよー」

　俺はやや大きめの皿を手に取り、ゲーム世界の肉料理を中心に盛っていく。時折、ダリアが頭をペチペチ叩くので目の前にある肉料理を盛る。ここで彼女の野菜嫌いが露ろ見けんする。キッズメニューやデザートには興味を示さなかったから、肉料理だけを食べたかったらしい。

　席に戻るとダリアは肩車から降り、俺の横に座った。

　少しテーブルが高いように感じるが、あまり気にしていないようだ。

「ダリア、ナイフも使って食べなきゃダメだぞ」

　フォークで肉を突き刺してムシャムシャ食べはじめるダリア。

　初の食事と考えれば、手づかみで食べてないだけ相当賢かしこいとは思うが……。

　折角の可か愛わいい顔もソースと油まみれなので、膝ひざの上に座らせてフォークとナイフの使い方を教える。理解してるのかしてないのか、ダリアは口に運ばれた肉をただ黙って食べていた。




「合計で、八百六Ｇゴールドになります」

「え」

　提示された合計金額に、思わず間抜けな声が出てしまった。

　あれだけ食べてこの値段なら安い方なのかもしれないが、それにしてもこの出費はでかい。ダリアの底なしの食欲に圧倒され、ついつい食べさせ過ぎてしまった。

「この分の働きはしてもらうからな」

　ケロっとしているダリア。『食べたいだけ、食べただけ』と言いたげな顔である。

　食べ過ぎで重たくなっているので肩車なしだ。大人しく手を繋つないでもらっている。




　続いて宿屋だが、一度ログアウトして現実でも食事を取ってから寝よう。ゲームのために食事を疎おろそかにするレベルにはなりたくないしな。

　ここで問題となるのが、ログアウトしたらダリアは一緒に消えるのか、ここに残るのか。また、再度召喚を必要とするのか、ログイン時に一緒に現れるのか。

　どちらにせよログアウトは宿屋でした方が良さそうだ。その間にケンヤにでも聞いてみるか、掲示板でも覗のぞいてみよう。

「いらっしゃいませ。本日は泊まりですか？」

　ミニマップの鶏にわとりは食事処どころではなく宿屋のマークだと、ケンヤに笑われながら教わった。

　利用料の百Ｇを支払い、大きなベッドが置かれた部屋に着く。

　ダリアをベッドに降ろし、ログアウトボタンを押した。

「いい子にしてろよ」

　眠たそうな目を向けるダリア。

　その風景がゆっくりと暗転し、俺は自室のベッドの上で意識を覚かく醒せいさせた。
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　軽く食事を済ませた俺は、召喚士についての掲けい示じ板ばんに魔石生成、採さい掘くつ、錬れん成せいにより自作の魔石を作成。それを用もちいて呼び出した召喚獣の親密度が十上がった事を書き込んだ。

　ケンヤ曰いわく、親密度を○から一にする作業で挫ざ折せつする召喚士が大半だったらしく、今のダリアの様子からしても十から始めれば、たとえ人型でなくとも相当コミュニケーションが取りやすくなるとの事だ。

　これで召喚士の総人口が増えればな──と、淡あわい期待を抱きつつ、掲示板を閉じた。

　Frontierフロンテイア Worldワールドに再度ログインすると、ワンテンポ遅れてダリアがベッドの上に現れた。

　アイテムボックスにある自作の魔石は減っていなかったことから、一度召喚していれば何らかの理由で召喚獣が消えない限り、常に召喚され続けていると推測できる。

　俺がログアウトしている間、彼女がどんな場所に待機しているのかは不明だが……。

「じゃー寝ますかね」

　このゲーム、睡眠欲だけは満たす事ができる。現実世界では簡素なベッドに寝そべる俺だが、ゲーム世界ではキングサイズのベッドに横になっている。

　少しだけ得した気分だ……と、ベッドの感触を確かめつつ独りごちる。

　ベッドの上に寝転ぶと、ダリアは少し離れた所で小さく丸まっていた。

　──親密度十二だからこの距離感なのだろうか。




　時刻は午後五時十分。

　目を覚ますと、晴れ渡る空が青から赤に変わっていた。まだまだ寝足りない気分だが、レベル不足が否めないので、ダリアを起こしてフィールドに向かおうと思う。

「おーい。おきろー」

　揺ゆすられている事に気がついたのか、のそのそと起き出すダリア。

　ダリアはもっと寝たかったのか、『おこすなよ』と言いたげな顔で俺を見上げている。

　促すように背中を突き出すと幼女ダリアは渋々登っていき、定位置かたぐるまについた所で、早速フィールドに足を進めた。
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　外は相変わらずの賑にぎわいを見せている。プレイヤーの数もピークを過ぎたのか、やや落ち着いたように見える。

　早い人は、もう次の町にたどり着いてるのかもしれないな。

「お。兄ちゃん、可愛い子連れてるな！　妹さんか？」

　露ろ店てんを開いている強こわ面もての男がダリアを見ながら言う。

　プレイヤーネームは、オルとある。

「いえ、俺の召喚獣ですよ」

「召喚獣？　へぇー、獣って言うくらいだから、犬とか鳥みたいな動物だけかと思ってたぜ」

　一般的なイメージは犬や鳥がそれっぽい。が、ここFrontierフロンテイア Worldワールドではアンドロイドや天使といった幅広い召喚獣を使役できるようになっている。

「ここは武器屋ですか？」

「武器屋ってか装備屋だ。まだ鉱こう石せきが流れてないからガラクタみたいな物しか作れないが、見習いシリーズよりは性能はいいはずだ」

　鉱石か、鉱石ねぇ。

　店頭に並ぶ武器に鑑かん定ていを使い性能を見ると、確かに見習いの剣や杖つえよりも性能がいい事がわかる。しかし、彼が言うように、金属でできた装備は並んでいない。

「申し訳ないんですが金欠なんですよね、俺。素材とかの買い取りをして頂けたりは？」

「おう、してるぞ。値段はまぁ物によりけりだが、ナットラットとかの素材は捨てるほどあるから金にならないな」

　供給量が多すぎて需じゆ要ようが下がっているのか。

　俺はアイテムボックスに残っていた鉱石をオルさんに渡し、買い取りをしてもらう事にする。

「こりゃあ……銅や鉄の鉱石じゃねえか。流石さすがにインゴットは滅めつ多たに出回らないが、これでも十分装備に使える。これは？」

「採掘していた時に手に入れた物です。買い取って頂けますか？」

　オルさんは少し考えながらメニュー画面を呼び出し、何かを計算しだした。

　そして換金の計算が終わったのか、トレードの申しん請せいが飛んできた。

　表示された金額は。

　銅鉱石　二百五十Ｇ

　鉄鉱石　三百Ｇ

「いいんですか？　こんなに頂いて」

「ちょっと色を付けさせてもらったが、鉱石とはいえ出回りが少ない。採取職ギヤザラーが増えれば価格は落ちるが、現状、生産職クラフターにとっては必需品だ。問題ないよ」

　ならばと、遠えん慮りよなく頂くことにした。

　占めて千五十Ｇの臨時収入により、食事で痛手を受けた所サ持イ金フが潤うるおう。そして、何かを期待したのか、ダリアがぐしゃりと髪を握にぎってくるのがわかった。

　金があれば飯が食えるのを理解してるのか？

　だとしたら相当賢いぞ。頭に《ずる》が入るけど。

「ありがとうございます」

「それはそうと、何か買っていかないか？」

　これからの戦闘スタイルは、魔法系統のダリアに合わせて近接戦闘にしようと決めている。得物は剣が理想だが、現在この店に良質な剣は置いていない──やはり金属製の物が理想だな。

「でしたら……また鉱石を採ってくるので、それで俺に片手剣を作ってくれませんか？　材料費は俺が持ちます」

「片手剣か。ボロの剣しか無い俺の店には必要な商品だな。一度作ればレシピができるし、材料負担となれば……乗った！　任せておけ！」

　腕うでが鳴るぜ、と、やる気満々のオルさんにフレンド申請を送り、今後の予定を簡単に組み立てる。

　鉱石を掘るには東ひがしナット洞どう窟くつに行かねばならない。東ナット洞窟に行けるようになるには、それなりにダリアと息を合わせて戦えるようにならなければいけない。まあこの辺りはダリアの戦闘力に期待かな。




　北きたナット林りん道どうは名前の通り、幅広な道の両脇に背せ丈たけほどある林が生おい茂しげっていた。先を行くプレイヤー達は林から現れた虫のようなモンスターと戦っている。

　まず初めに、ステータス画面からダリアのステータスを引っ張り出す。彼女は《召喚獣》の括くくりであるから、俺のステータスと共に確認する事ができるようだ。




　技能スキル

【火属性魔法 Lv．１】【闇属性魔法 Lv．１】【魔法強化 Lv．１】【魔力回復 Lv．１】【オーバーマジック Lv．１】




　技能スキルだが、二つの属性魔法が要かなめだろう。ＬＰの回復魔法が無いのはどうにかカバーするとして、このオーバーマジックってなんだ？

【オーバーマジック Lv．１】#Activeアクテイブ

　次に与える魔法攻撃の威力を微量上昇する。消費ＭマジツクＰポイントは元々の二倍となる。

　なんというか、難ありの技能スキルだな。

　恐らくレベルが高くなるにつれ効果が上がっていくタイプの技能スキルだろうとは思うが、育つまでが大変だな。Active能動的とあるから、任意で発動できるんだろうけど……魔力回復の技能スキルでどれだけ消費量を抑おさえられるかだな。

　なんにせよ、なんとなくダリアの方は戦闘スタイルが決まりそうだ。というより、ルーレットでも出たように彼女は攻撃魔法型だという事がわかる。

　召喚獣である彼女の技能スキルは俺の手で消す事も増やす事もできないから、レベルアップによって覚えたりするのかもしれない。

　問題は俺の方だよな……と、今度は自分のステータス画面へと視線を移した。

　ダリアが後方から安心して攻撃できるようにするには前衛として敵の的にならないといけない。となると、攻撃の要である武器系技能スキルは是ぜ非ひとっておきたい。

　大盾術技能スキルもあれば便利だが、耐久値のステータスに大きく振る程、ポイントが余っていない俺はケンヤ盾役のような安定感に欠ける。

「悩むな。どれを取っても付け焼き刃になりそうだ」

　剣術技能スキルを取るにしてもライラさんのような火力は望めない。が、うちの攻撃役ダメージデイーラーは魔力特化のダリアだから、俺にそこまでの火力は必要ない。

「はは……茨いばらの道みちになりそうだ」

　意を決し、俺は余っていたボーナスポイントと技能スキル枠に手を付けた。
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　林から現れたカマキリのような大型モンスターは、死神が持つ鎌かまのような鋭い腕を振り下ろす。

「っ……らぁ！」

　何度か繰り返すうちに様になってきた弾きパリイにより、鎌を弾はじかれたカマキリは大きな隙すきを作る。すかさず放たれた必殺の威力を持つダリアの火弾フアイアボールが炸さく裂れつした。

　ただでさえ魔法職顔負けの威力をもつ上に、ここら一帯のモンスターは火属性魔法が弱点だったらしく、俺たちはサクサクとモンスターを撃破していく。

　名前　ダイキ

　Lv．　　４

　種族　人族

　職業　召喚士

　筋力─25

　耐久値─11

　敏捷値─11

　器用値─26

　魔力─15

　技能スキル

【召喚術 Lv．１】【調教術 Lv．１】【火属性魔法 Lv．１】【魔石生成 Lv．３】【採掘術 Lv．２】【錬成術 Lv．３】【片手剣術 Lv．２】【片手盾術 Lv．２】【鼓こ舞ぶ術じゆつ Lv．２】【技術者の心得 Lv．２】

　まず俺のステータスだが、散々悩んだ挙句器用値に五ポイント、残りを全すべて筋力に注つぎ込んだ。

　俺もダリア同様魔力特化にし、魔法職の二枚看板でも良かったのだがいかんせん戦闘の幅が狭まる。魔法防御の高い敵、魔法無効の敵もザラだ。

　勿論、筋力と魔力に半分ずつ振り、臨機応変に武器で戦えばいいのだが器き用よう貧びん乏ぼうがどこまで通用するか……。

　結果、元々のステータス分劣おとるものの、ハリボテ戦士が誕生したわけだ。一応、それなりに戦い方も考えてはある。

　技能スキルは片手剣術、片手盾術、鼓舞術、技術者の心得を選択した。

　ありがたい事に、武器で戦う際に必ひつ須すとなる『技アーツ』にはＭＰではなくＳスキルＰポイントという別のポイントを消費する。これは器用値によって増減するものであり、これにより武器は持っていても技が使えないポンコツにはならずに済んだ。

　技能スキルの選出基準だが、純攻撃役ダメージデイーラー兼けん盾役タンクが求められる俺には耐久値を上げて硬くするか、筋力を上げてゴリ押すかという二択を迫られた。

　ただ、やはり全て耐久値に振っても純粋な盾役タンクには劣るし、逆もまた然しかりだ。ならば防戦一方よりも、ガンガン行こうぜ！　を取ったわけだ。

　ガンガン行こうぜ！　をやるとなると、やはり防御面の薄さが目立つ。そこで俺は片手盾術の中にある技アーツの盾弾きシールドパリイに目をつけた。

　盾弾きシールドパリイはある一定のタイミングで敵の攻撃を盾で弾き、無力化する技。これが決まれば大きな隙を作る事ができ、尚なお且かつ俺自身にダメージは無い。

　更に片手剣術にある剣弾きソードパリイも盾弾きシールドパリイ同様の効果があり、両手で弾きパリイを操る事ができれば複数の攻撃にも対応できる。

　ただ、弾きパリイには恐ろしい程の集中力と僅わずかなタイミングを逃さない技量が必要とされ、少しでも弾く場所、タイミングがズレると攻撃は通る。普通に盾を構えている訳ではない為ため、ダメージも大きいという諸もろ刃はの剣。そして相応のＰプレイヤーＳスキルが要求される。

　そこで活躍するのが常時発動型のPassiveパツシブ技能スキル、技術者の心得。

　これは成功にタイミングを要する採掘や調合などを光の強弱によってサポートしてくれる技能スキルで、器用値に応じて成功率が上がる。

　例えば採掘の際、本来なら一定の大きさの光が無数に見えるものを、光のサイズを大小に差別化することで、大きいものは鉱石だとか、小さいものは石ころだとかを判別できるようになる。

　更にはピッケルを振り下ろすタイミングも、光が明滅することにより上う手まく取り出せるタイミング、壊してしまうタイミングを教えてくれる。

　また、技術者の心得のレベルが低かったり器用値が低すぎたりすると、光が出てこない場合もあるらしい。

　取ってびっくり、技術者の心得コレは弾きパリイにも応用が利いたのだ。

　上手くこれを弾きパリイに活用する事により、盾で弾くべきタイミングを光の強弱で知らせてくれる。そのため、弾きパリイの成功率は飛躍的に上がる。それも、俺にできる程度にまでだ。

「『猛もう攻こうの布ふ陣じん』加えて『鉄てつ壁ぺきの布陣』」

　鼓舞術はＭＰではなくＳＰを消費する魔法のようなもので、パーティに強バ化フや弱デ体バ化フを与える事ができる。

　魔石生成の際に振った器用値にこんな活用方法があるとは思わなかったが、戦闘に十分貢こう献けんできている。

　弾きパリイの成功率は百パーセントとまではいかないが、俺でも盾役タンクとしての仕事ができている。

　純戦士職ほどになった筋力値により敵へのダメージも大きく、殲せん滅めつ力りよくは格段に上がった。

「しかし……」

　ダリアの魔法、あれは流石の一言に尽きる。

　まだレベルの低い火属性魔法の最下級技でも、ここら一帯のモンスターは一撃だ。

　ごくたまに織り交ぜる闇属性魔法は相手に暗闇目隠しの効果を与え、単調になった攻撃はパリィで捌さばくのも容易たやすくなる。

　現状、俺たちがまだ死んでいないのは、偏ひとえに彼女の高い火力があればこそだ。

　誰だよ、召喚士が不ふ遇ぐうって言った奴。







　夕焼けの空はすっかり黒に染まり、夜の住人達が動き出す。

　フィールドのモンスターも時間によって種類が変わるようで、夜はアンデッドモンスターが多く出現するらしい。

　冒険の町に戻るまでに骸がい骨こつの剣士とゾンビに出会ったが、どちらもダリアの火属性魔法によりサーチ＆デストロイ見つけた瞬間に倒されていた。

　アンデッド系のモンスターも火属性魔法が弱点なのかもしれない。

　閑話休題それはさておき。

　冒険の町に着いた俺たちは、夕食を取るべく食事処を探していた。

　因ちなみに、連戦に次ぐ連戦で俺のレベルは六に、ダリアのレベルは三に上がっていた。

　ダリアのボーナスは自動で振られるらしく、魔力値が勝手に増えている。

「和食は？　──違うと。パスタもあるぞ！　──違うと」

　ご褒ほう美びに好きな物を食べさせようと思っていたものの、ダリアに反応はない。

　様々な好みを把は握あくするのも親密度向上の近道だと思ったが……彼女は肉にしか興味ないらしい。

　昼間とは違う肉料理の店を見つけるなり、頭をペチペチと叩かれた。

　戦闘の時は無気力、無表情、無感情の彼女だが、ご飯だけは違うようだ。

「いらっしゃいませ！」

　笑顔で迎えてくるＮＰＣの従業員に軽く会え釈しやくをし、二名である事を告げると……。

「お、ダイキじゃないか。一緒に食おうぜ」

　奥のテーブル席で手を振るのは、ケンヤだった。まだ来たばかりなのか、料理は並んでいない。ケンヤの隣には知らない女の人が座り、対面にライラさんが座っている。

　従業員に彼らと相席する旨を伝え、ライラさんの横に座る。ダリアを引ひき剝はがし、ライラさんと俺の間に座らせた。

「こんばんは」

「こんばんは。ダリアちゃんもこんばんは！」

　目を輝かせながら言うライラさんだが、ダリアはむくれた顔でメニュー表を見つめている。

「ケンヤ、いいか？　ダリアが限界だ」

「お、そうか。じゃあちゃっちゃと頼もう」

　それから俺たちは各々が食べたい料理を注文。ダリアにはとりあえずボリューミーな肉料理を頼んでおいた。ライラさんが『そんな食うのかよ！』と言いたげな表情になっているが……これをダリア一人で食べると知ったら、更に驚くんだろうなあと推測しておく。




「そちらの方は初めましてですね。ケンヤの友人で召喚士をやってるダイキです。こっちは召喚獣のダリアです」

　俺と対面の位置に座る青色の髪の女性は、ライラさんとは対照的に透き通るような色白の美人だった。

　ゆったりとした布素材のローブを身に纏まとい、人当たりの良さそうな笑みを浮かべている。

　縁ふちなし眼鏡めがねがよく似合ってるな──と思いつつ、まるで理想の担任教師そのものだなと、俺の中でかなり高い評価をつけた。

「初めまして、雨う天てんと申します。青あお魔ま法ほう使つかいをやっております」

　雨天さんの言う青魔法使いとは──。

「青魔法使いは使える魔法が水属性魔法と氷属性魔法に限られる分、回復魔法にも高い効果を出せる難しい職業だ」

「いえ、そんなことはっ！」

　なんかデジャブだな……。

　揶揄からかうケンヤに対し慌てて首を振る雨天さん。

　標的が自分ではないからか、ライラさんは悪戯いたずらな笑みを浮かべ、二人のやりとりを煽あおっている。

　いずれにせよ、攻撃と回復を両立するのは簡単とは言えないし、揶揄うわけじゃないが大変な職業だと思う。

「魔法使いが一人でも加われば安定するパーティだとは思ってたけど。相変わらず確保が早いな」

「新規プレイヤーがごろごろいる今の時期は、有能な人材を集めやすいんだよ」

「職業癖が出てるぞー」

　ライラさんの時もそうだが、人と打ち解けるの早いな本当。

「彼女とは東ナット洞窟で会った。洞窟と言うからには岩のような体を持つモンスターも居て、それらの弱点が水だからって理由でレベル一なのにガンガン進んでたのは驚いた」

「ケンヤが『逃がすな！』って言うからどんなモンスターが居るのかと思えば、一騎当千の魔法使いを捕まえてくるとはねー」

「捏ねつ造ぞうです！　ダイキさん、真に受けないでくださいね」

　どうやら雨天さんはパーティ内での弄いじられキャラらしい。囃はやし立てる二人に必死になって反論している。

「見てみたいな、俺も。一騎当千」

「ダイキさんっ！」





　　　＊　＊　＊






　運ばれてきた大量の肉料理にフォークとナイフを使い、不器用ながらも口に運ぶダリア。ハムスターのようにパンパンになった頰ほおを突つついていると、皆の話題はダリアへと移っていた。

「ダリア嬢じようの戦闘力はどんなだった？」

　料理を口に運びながら、ケンヤは気になっていた事を切り出した。

　ダリアに《嬢》と付けるケンヤに、ダリア自身は反応を見せない。

「あぁ、北ナット林道のカマキリは一撃だったから、次は洞窟に行こうと思ってる」

「「一撃!?」」

　俺の回答に、ケンヤとライラさんは声を荒げながら身を乗り出した。

「──い、いや、ダリアの本領は火属性魔法だ。林道の主なモンスターの弱点だし、不思議じゃないだろ」

「いやいや、弱点とはいえカマキリは林道のエリアボス的存在だぞ」

「私達なんかボロボロになりながら倒したのに……」

　エリアボスだったのか。弾きパリイの練習にはうってつけの相手だったが、確かに一度しか遭遇しなかったな。

　流石、魔あ石れも肉これもよく食べるだけはある。

　ダリアを撫なでてやると、さも鬱うつ陶とうしそうに目を細めていた。

　食事中は邪じや魔まするなと？　ごめんなさい。

「ダイキ。すまないが、俺たちともう一度パーティ組んでくれないか？」

「え、いや、この後は洞窟で採掘するつもりなんだけど……」

「それでも構いません！　ダイキさんとダリアちゃんの戦闘が見たいです！」

　参ったな、技術者の心得で採掘し易やすくなっている筈はずだから、ログアウトまでずっと籠こもってようかと思っていたんだけど。

　俺が困っているのを察したケンヤは、すかさず条件を付け加えた。

「わかった、俺のお古だが防具をやる。それとこの場の支払いは俺が請け負う。ダメか？」

　ふむ。防具はおいおい買うつもりだったし、βテスターのお古なら見習いシリーズより性能は良さそうだ。

　が、何より……。

「わかった、乗ったよ。その代わり、俺はあまり戦闘に参加しないぞ」

「決まりだな。俺たちとしては召喚獣の実力に興味がある。メンバーを選ぶ判断材料になるからな」

　うんうん。と、ケンヤが頷うなずきながら語る。横でガッツポーズを取るライラさんと、申し訳なさそうに頭を下げる雨天さん。

　いやいや、雨天さん。申し訳ないのは俺の方だ。

　既に何皿目かもわからない肉料理を平らげるダリアを見ながら、俺は心の中で手を合わせた。







　予想外の出費で意い気き消しよう沈ちんするケンヤを他よ所そに、俺たちは東ナット洞窟へと向かっていた。メニュー画面を開いたまま、がっくり項うな垂だれるケンヤを置いて、俺たちのトークは進む。

「そうそう。娯楽としてだけじゃなく、食事には長時間のステータス強バ化フ効果があるんですよ！」

　胸の前で手を合わせながら、ライラさんは料理によって変わる強バ化フの種類について語り出す。

「例えば野菜料理なら器用値、肉料理なら筋力、デザートなら魔力などなど。値段が張る物は美味しさもそうですが、強化の恩恵も大きくなります！」

　なるほど、確かに娯楽にしては出費が痛い。一定時間のステータス強化があるなら、狩場に行く前に寄っておきたくなるな。

　視界の右上に小さく料理のマークがあるのは、彼女の言う強バ化フだろう。

「ダリアちゃんはお肉料理を沢山食べていたので、筋力値に大きな強化が掛かってると思いますよ」

　雨天さんは定位置にいるダリアに視線を移しながら、クスクスと笑みをこぼした。

「確かに、髪を引っ張る力がいつにも増して強いような……。けどダリアの本業は魔法だからなあ。次はデザートも食べさせてやるか」

　戦闘で使わないステータスを伸ばしても勿もつ体たい無ない。あまり美味しそうなメニューは浮かばないが、肉を使ったデザートでもあれば効率よく強バ化フを受けられそうだ。

「あぁ、言い忘れていたんだけどよー」

　なんとか復活したケンヤは、おぼつかない足取りで俺たちの横に並ぶ。

「掲示板。祭り状態になってるぞ」

「どこの？　……って召喚士か」

「そうだ。初期段階で召喚獣と仲良くなれる方法があるなら、召喚士志望のプレイヤーには思わぬ朗報だろう。現に、成功したプレイヤーもちらほら出てるみたいで祭り状態だ」

　そうかそうか。召喚士の増加は俺にとっても嬉うれしい知らせだ。

　今回は俺が発信源だったものの、人数が増えれば情報も増えてくるだろうからな。

「あの愛情論を理解できる猛も者さがいるなんて……」

「俺も思ったけどな。本気で召喚士やりたい人からしたら、召喚獣にかける情熱や愛情を理解するのも難しくないんだろ」

　その通り。そしてその情熱と愛情を越えた先に真の召喚獣パートナーとの道が開かれるのだよ。

「町でも召喚獣を連れて歩くプレイヤーを多々お見受けしましたが、動物タイプの召喚獣が多いように思いました」

「モフモフ羨うらやましい！」

　雨天さんの言葉に反応したライラさんが、背筋を伸ばすようにして声を上げる。

「結果として、一見幼女のような召喚獣を連れて歩くダイキは召喚士としても相当目立ってるんだけどな」

「それは面倒くさいな」

　ソロプレイ希望の俺にとって目立つメリットは少ない。召喚士のＰＲにもなるからと、肩車を良しとしていたんだが。召喚士を広めたいとは思っているが、見せびらかしたいわけではない。

　頭の上に置かれた小さな手を持ち上げるように、ダリアを剝がそうと力を入れる。

　流石は肉料理を食べまくっていただけあって、恐ろしい筋力で抵抗してくるな。

「降ろすのは至難の技だ」

「可か哀わい想そうですよ！」

　ライラさんが抗こう議ぎの声を上げる。

　頭を足に腕にがっちりホールドされたこの状態では、おいしい肉ででも釣らない限り、動いてはくれないだろう。

「まあまあ、ダイキとダリア嬢のお陰で召喚士の総数が増えているのも事実だし、その宣伝も大きな効果を生んでいる。残る戦闘でのデメリットが解消できれば、もう地雷とは言われないだろうな」




　東ナット洞窟での戦闘が開始される。

　俺が採掘する間、ダリアが三人と一緒に敵を殲せん滅めつしていくことになっており、その間にケンヤ達はダリアの戦闘能力を見極めるとのことだった。

　別れてから大分レベルを上げた様子のケンヤは相変わらずの安定感で、敵の注意をこぼさずに捌さばく。しっかりと固定された敵の群れに、ライラさんと雨天さんの技アーツが炸裂した。

　ダリアは独自の判断で火属性魔法と闇属性魔法を駆使し、敵を屠ほふっていくが、敵の減るスピードが尋常じゃない。

　流石はパーティ戦闘だ。












　技術者の心得により、鉱石をより見つけやすく、採りやすくなった俺は採掘を続ける。

　このペースなら、召喚した時よりも多くの鉱石が掘り出せそうだ。

　楽しくピッケルを振るう俺に、動揺した様子でケンヤがダリアの評価を口にした。

「前ぜん言げん撤てつ回かい。想像以上だな、こりゃ」

　曰く、威力や精度、ＭＰの量が並みの魔法職を軽く凌りよう駕がしている。

　主あるじである俺からあまり離れようとしないので固こ定てい砲ほう台だいと化しているものの、雨天さんは勿論、敵の群れの中で大盾を構えるケンヤや、攻撃のため動き回るライラさんが全く被弾しないのも評価が高いとのこと。

　ともあれ、パーティを組んでいれば被弾してもダメージは受けないらしいが、攻撃と攻撃が当たれば消滅してしまうケースもあるため、精度も重要視される。

「回復を織り交ぜてるとはいえ、岩属性のモンスター相手に、弱点無視で青魔法使いより高いダメージを与えるなんて……」

　主なモンスターはナットバットというコウモリとナットロックという岩でできた小人みたいなモンスターで、ナットロックの弱点属性は水だという。

　食事中に聞いていた通り、雨天さんの魔法はナットロックに良く効いているように見えるが、火属性や闇属性でゴリ押すダリア程の火力が出せないらしい。

「前衛タイプの召喚獣は少なからずダメージを受けるし、蓄ちく積せきすればやられてしまう。その点、後衛タイプの召喚獣なら盾役タンクさえいればやられる心配はなく、再召喚に必要な魔石も消費せずに済む……か」

「以前の評価なら召喚士はパーティ枠を余計に食う寄生職だって言われてたけど、プレイヤーと同等以上貢献できれば文句言う人なんていないと思う！」

「何より愛くるしいですもん。はぁ～」

　各々がダリアを分析、評価する。六人でフルパーティとなるFrontierフロンテイア Worldワールドにおいて、一人で複数枠を食う召喚士の立ち位置は低い。

「まあ、俺自身は寄生そのものになってるんだけどな」

「採掘し終わったらしっかり働いていただきますよ！」

　雨天さんはサボりを許してくれないらしい。とまれ、ある程度の採掘が終わり次第、参加するつもりである。
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　十分な魔ま鉱こう石せきを手に入れ、俺もレベル上げに加わる。

　採掘技能スキルもそうだが、俺自身のレベルも二つ上がっていた。

　ボーナスポイントを器用値と筋力に振り、ケンヤのいる前線で剣を抜く。

「え、なんで前衛になってんの？」

「え、だって剣で戦いたいじゃん」

　肩をすくめるケンヤを尻目に、俺は敵と対たい峙じする。

　相手は大型のナットロックだ。

　振り下ろされる拳こぶしに技術者の心得が反応、タイミングを読み、盾弾きシールドパリイで弾く。

　懐に入りながら下段に構え、剣の技アーツ、青の閃剣ブルー・ソードを叩き込む。

　弾きパリイにより隙ができた敵に素早く攻撃を加えると、確定でCriticalクリテイカルが生まれる。これにより、ライラさんのような純粋な戦士職ではない俺でも、高いダメージを出すことができるようになる。

　食事による筋力アップを肌で感じながら、近くで動くもう一つの気配を察知する。

　横から現れたもう一体のナットロックが、剣の跳ね上がった俺の右半身に正せい拳けん突づきを放つ。

　今度は青の閃剣ブルー・ソードの効果が切れたのを確認しつつ、振り下ろす動作で剣弾きソードパリイを発動、拳が横流しに弾かれた所に盾の技アーツ、盾突進シールドタツクルを繰り出す。

　盾突進シールドタツクルはその名の通り、盾による突進。これにより微量のダメージを与えつつ、相手の体勢を崩す。

　弾きパリイによって崩れた体勢を更に崩され、ナットロックはたまらず倒れ込んだ。

　流れを絶やさぬように上段に構えた状態で剣の技アーツ、《黄の閃剣イエロー・ソード》に繋ぎ、黄色い光を放つ剣をナットロック目掛けて振り下ろす。

　後方から青と赤の魔法が敵を追撃し、二体の敵が爆散した。

「と、まあこんな風に、工夫次第で形にはなるんだよ」

「いやいや。さらっとやってのけたけど、普通じゃないからね」

「こんな早い段階で技繋ぎアーツスイツチなんてテク、できる人いたんだ……」

「便利ですよ。後でライラさんにも教えてあげますね」

「……」

　赤、青、黄の三色剣は状況に応じて使い分けることができるし、なにより弾きパリイを織り交ぜることで攻防一体の戦いができる。

　剣弾きソードパリイの成功率が更に上がれば、二本の剣での戦闘も夢じゃないかもしれない。

　その後、ライラさんが何な故ぜか落ち込んでいたものの、危なげなく戦闘を繰り返した俺たちは、死者を出さずに冒険の町へ戻った。




　時刻は午後九時五十分。

　ライラさんは大学、ケンヤと雨天さんは仕事に備えて寝るとの事で、パーティは解散となる。

「じゃあまた明日ですね。ばいばい、ダリアちゃん」

「それでは私も失礼します。またね、ダリアちゃん」

　相変わらず無表情のダリアの手を取り無理やりに振らせると、二人共満足したようにログアウトした。

「俺も落ちるけど、まだ寝ないのか？」

「俺は明日まで休みだからな。もう少しダリアと遊んでるよ」

「ふーん。あ、そういえばコレ」

　約束を覚えていたのか、革の防具一式を渡してきたケンヤはダリアをひと撫でし、ログアウトした。

「……もう少し付き合ってくれな」

　俺にはまだ魔鉱石をインゴットにする作業が残っているのだ。

　ダリアが定位置によじ登るのを確認し、南みなみナット平へい原げんの小川へと向かった。




　平日の夜遅くとはいえ、やはりプレイヤーの数は多い。そしてちらほらと、小さな召喚獣を連れているプレイヤーもいるようだった。

　召喚士同志たちが増えるのは心強いな、機会があれば色々な召喚獣達と触れ合うイベントにでも参加してみたい。と、主催ではなくあくまで参加する側のスタンスを取りつつ、いつ開催されるかも分からないイベントに淡い期待を抱く。

　ナットラット相手に苦戦することもなく、無事小川に着いた俺たちは、辺りにモンスターがいないのを確認し、その場に腰を掛けた。

　町の近くにはレベルの上がったダリアの魔法に耐えられるモンスターはいないようで、道中に出会ったモンスターは一撃の元に消えていった。

　ケンヤから貰もらった革装備シリーズを、現在装備している見習いシリーズと取り替える。

　革製の鎧よろいやアームガードは、当然ながらただの服よりも硬く、非常に頼もしい。

　全体的に耐久値にボーナスが入るため、万が一被弾してもここら辺一帯の敵では一撃死の心配は無さそうだ。

　残すところは武器と盾。インゴットの量と相談だが、オルさんに頼んで盾も用意してもらいたいな。

「やるか」

　一つ息を吐き、魔石生成を開始する。

　器用値も上がり、今は技術者の心得という心強い技能スキルがある。

　何度か失敗はあったものの、速いペースで魔石と鉱石を量産していった。

　生産職クラフター希望ではないが、こういう作業的なプレイもなかなか楽しいな。

　魔石生成だけでなく、どこかのタイミングで他の作業にも挑戦してみたい所だ。




　気がつけば時刻は午後十時二十五分。

　アイテムボックスには魔石が四十六個、銅鉱石が二十一個に鉄鉱石が二十五個あり、相当な量ができたと満足感に浸っていた。

　生産技能スキルも上がって、収穫は上々だ。

「ん？　これ欲しいのか？」

　俺の作業を横でジッと見ていたダリアが、魔石を一つ握りしめている。

　そして何を思ったか、それを口の中に入れた。

　……石ですよ？　ダリアさん？

　が、ダリアにとって魔石は食べ物に近いようで、コロコロと音を鳴らしながら満足気に定位置に戻っていった。

　子供がおもちゃを口に入れた時は、それを止めるのが親の役目だよな──いや、相手は召喚獣だし……うーん。

　さて、気を取り直して、次は鉱石をインゴットに変える作業だ。

　手順は特に変わらない。錬成術により十個の鉱石で一塊のインゴットを作り出す。これにより銅のインゴット二本、鉄のインゴット二本が完成した。

　早速オルさんにメールを打つ。

　市し場じように出回ってないインゴットを持ち込んだらどんな反応をするのだろうか。そこら辺が少し楽しみではある。

　こうして一日の作業が全て終わった俺は、宿屋に戻ってログアウトした。

　明日は平原の奥にでも進んでみようかな。









































　いつもの時間より少し遅れて起き床しようした俺おれは、重い瞼まぶたを擦こすりながら簡素な部屋を歩く。

　夜間の睡眠もFrontierフロンテイア Worldワールドで取ることはできるのだが、リアルの食事や家事、風呂やストレッチが疎おろそかになりそうなので止やめた。

『では次のニュースです。日米首脳……』

　適当なニュース番組を流しながら、コーヒーメーカーのスイッチを押す。

　向こうの世界のコーヒーは、目を覚ますような効果まで再現されるのだろうか？

　素そ朴ぼくな疑問を頭に浮かべながら、マグカップと電子タブレットを持ってソファに腰掛けた。

「さてさて、日本経済はっと……」

『次は、今、話題沸ふつ騰とうの次世代型新作ゲームFrontierフロンテイア Worldワールドについてのニュースです』

　聞きなれた言葉に視線を移すと、何かの評論家らしき男性とキャスターの女性が、Frontierフロンテイア Worldワールドについての話題に触れているのが見える。

　朝のニュースにも取り上げられるのか。まあ、今までＶＲなんてゲームに搭とう載さいされてなかったしプレイヤーも相当数いたからな。と、昨日の事を思い出しながら、タブレットをソファに置き、ニュースを聞く態勢に入った。




『それぞれの国ごとにサーバー分けがされていて、現在の総プレイヤー数は発売二日目の今日までで、既に全世界で一億人以上いるんですよ』

『外国の友達とは一緒にできないの？』

『いえ、他国のサーバーに行きたい場合は設定変更で移る事ができるみたいです。更に言げん語ご翻ほん訳やく化か機き能のうによりスムーズな会話まで楽しめるみたいですね』

『そりゃすごいな。わざわざ海外に行かなくても会って会話できるんだ』

『ええ。ゲームが得意じゃない方でも十分に楽しめるよう……』

　尚もFrontierフロンテイア Worldワールドについてのニュースが続き、画面は購入者達のインタビューへと移り変わる。

　自動翻訳か、いやはや便利な世の中になったもんだな。学生時代必死に勉強した外国語も、この世界では不要のようだ。

　生あい憎にくと海外に友達はいないからサーバー移動する機会は無さそうだが、翻訳機能がどんなものか試してみたくはあるな。

　ここまで力を入れてるとなれば、近い未来、海外サーバー合同で何かイベントでもありそうだ。

　コーヒーを啜すすりながら電子新聞を流し読みし、朝食をとってから朝風呂に入る。

　二月とはいえまだまだ外は寒く、昨日の晩、ログアウトした俺は部屋の温度に凍えた。体の状態や外の状態に応じて酷ひどい時には警報が出るみたいだが、あの寒さは勘かん弁べんだな。

　予あらかじめ付けておいた暖房に包まれながら、風呂上がりのストレッチを行い、Frontierフロンテイア Worldワールドにログインする。

　オルさんから返信が来てるといいんだけど。




　簡素な部屋から石造りの宿やど屋やに景色は変わり、遅れて現れたダリアはベッドに腰掛け退屈そうに足をぶらぶらさせていた。

　きめ細かなダークレッドの長い髪かみをわしゃわしゃ撫なでながら、メニュー画面を開いてメールＢＯＸを開く。

　受信メールは二通あり、一通は『昨日はありがとうございました』という雨う天てんさんからのメールだった。

　律りち儀ぎな人だな──と感じながら、当あたり障さわりのない返信を打つ。

　今け朝さ方がた送られてきたメールだったので、仕事前に一度ログインしていたようだ。

　もう一通はオルさんからで、『今日は午前中なら空いているから、もし来れるようなら返信くれ。夜は十九時頃にまたログインする』という内容だった。

　今から行く旨むねを伝え、メール画面を閉じる。

　定位置にダリアがよじ登ったのを確認し、宿屋を出た。




　平日の朝でもプレイヤーの数は多く、露ろ店てんでの客寄せも非常に活気がある。

　俺たちはその中にいるオルさんを探すべく、ついでに露店を見て回った。

「いらっしゃい。──あ！」

　途中、アクセサリーらしき物を並べた店のプレイヤーが俺を見るなり手を振ってきた。

　赤髪の活発そうな女の人だが、正直面識がないな。

　亜人族……それも《エルフ》を意味する横長の耳がよく目立つ。

「……どこかで会いました？」

「会うのは初めてだけど、貴方あなたの存在は有名なんだ。特に肩かた車ぐるまされてるその子！」

　ダリアか？　確かにケンヤも目立つとは言ってたけど、俺まで有名になっていたとは。

　握あく手しゆを求める赤髪の女性プレイヤーに応じると、彼女は人のよさそうな笑みを浮かべる。

「あたしの名前は紅葉もみじ！　貴方を知ってた理由は……おいで、クロっち」

　紅葉さんが指笛を鳴らすと、一回り大きな鴉カラスが彼女の肩に……止まらずにそのままフィールドの方へと飛び去っていった。

「……」

「……あはは。彼女は盗賊鴉シーフクロウっていう種類の鳥型召喚獣なんだけど、如い何かんせん自じ由ゆう奔ほん放ぽうでね。──ある程度懐なついてはいるんだけど」

　困ったように頭を掻かきながら、クロっちが飛び去った方へ視線を向ける紅葉さん。

　やはり人型じゃない召喚獣とコミュニケーションを取るのは、少し難しいのかもしれないな。

「紹介が遅れました。俺はダイキ、この子は召喚獣のダリア」

「ダイキ君にダリアちゃんかあ、よろしくね！　あたしも召しよう喚かん士しだから召喚士の掲けい示じ板ばんをチェックしてるけど、君たちの事がよく話題になっているわ。……っと、そうそう、うちアクセサリー屋なんだけど良かったら見ていってよ」

　思い出したかのように、紅葉さんは風ふ呂ろ敷しきの上に並ぶ綺き麗れいな小物類を、ダリアちゃんにどう？　と、勧めてきている。

　俺ではなくダリアの目を見ている部分、商売上手と見た。

　アクセサリーか……防具や武器のような大きなステータスアップは無いものの、複数個装備できる優れものだ。

　もちろん、女性へのプレゼントだったりと、その用途は武器や防具よりも幅広かったりする。

　ともあれ、現在は金欠である。ここにある品々には手が届かなそうだ。

「うっ、今は金が……。そういえば、召喚獣にもアクセサリーって付けられるんですか？」

「あちゃー、残念。うん、物によるけど人型のダリアちゃんみたいな召喚獣にはプレイヤーと同じアクセサリーが付けられるの。もちろん、他の召喚獣にも付けられるアクセサリーはあるけどね」

　ほう、良いことを聞いた。ダリアも装備でステータスが伸ばせれば戦力拡大だ。購入を視野に入れておいてもいいかもしれない。

　とりあえず、今は十分な金が無い上に人オルさんを待たせている。俺は紅葉さんとフレンド交換をした後のち、露店を後にする。

　予想外に色んな人から声を掛けられながらも、しばらく歩いているうちにオルさんのいる露店にたどり着いた。

　オルさんは現在接客中だったため、ダリアに魔ま石せきを与えながら時間を潰つぶす。

「よー、ダイキ。すまないな」

「いえ、こちらこそお待たせしました」

　挨あい拶さつもそこそこに、俺は昨日のうちに完成させたインゴット全すべてをオルさんに渡す。

　確認したオルさんは一瞬、目を見開いた後に豪ごう快かいな笑みを浮かべた。

「よくこんだけ集めたな。しかも全部が良品だ、正直驚いたよ」

「良品ってどこで判別するんですか？」

「《目め利ききの才さい》っていう俺ら生産職クラフター向けの技能スキルがあってな、それの恩恵で生産クラフトされた品なら良品か粗悪品かがなんとなくわかるようになるんだ。まあ、レベル次第ではっきりわかるようになるんだろうが」

　生産された品って事は、ドロップ品以外って事になるな。便利そうだが、装備は性能を見れば大体わかるし、素材の目利きとなると本当に生産職クラフター向けの技能スキルだろう。

「とはいえこの量だ、剣一本と言わず二、三本は作れそうだが」

「あ、それじゃあ剣の他に盾も作っていただけませんか？」

　余裕があるとなれば是非とも作っていただきたい。

　一応自分の中の理想形を注文すると、オルさんは二つ返事で了承してくれた。

「任せとけ。ああ、余った素材とかあれば買い取るが」

「じゃあ全部お願いします」

　お言葉に甘えて、レベル上げの際のドロップ品を全てオルさんのトレードに並べる。

　その一つ一つを真剣な表情で値踏みするオルさんは、何かを計算した後、Ｇゴールドを提示した。

「所々、エリアボス級の品が混じっているが……流通量は潤じゆん沢たくだ。少し値は落ちるが、これでどうだ？」

「十分ですね。ありがとうございます」

　正直、素材の相場などの知識は皆無なのでオルさんを全面的に信じよう。
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　がっぽりとＧを手に入れた俺は、一いつ旦たんオルさんと別れ、紅葉さんのいる露店へと戻った。

　紅葉さんは意外そうな顔を見せ、驚いたような声で言う。

「あれ？　どうしたの？」

「金ができたので色々見せていただこうかと思いまして」

「そっかそっか！　嬉うれしいよ！」

　まさか本当に買いに来てくれるとは。と、紅葉さんは嬉しそうな顔で迎えてくれた。

　紅葉さんと雑ざつ談だんしつつ、アクセサリーをのんびり見ていく。

　アクセサリーの種類は指輪状の物からイヤリング、ネックレス、リボンと形状は様々で、そのどれもに宝石のような物がはめ込まれていた。

「武器ができるまで時間がかかるみたいなので、先にアクセサリーを揃そろえてしまおうかと。ダリア用のも欲しいですね」

「ダリアちゃん女の子だもんねー、絶対喜ぶと思うよ！」

　喜ぶと親密度も上がるのかな。正直、今の所食べ物にしか興味を示さないダリアがアクセサリーを欲しがるのか……。

「ん？　これが欲しいのか？」

　店頭に並ぶ商品を一つ一つ見ていると、ダリアが『これ買って』と言わんばかりに、俺の頭をペチペチ叩たたいた。頭を叩くという行為だけで、なんとなく彼女の気持ちが分かってしまうのが恐ろしい。これが召喚士と召喚獣の絆きずななのだろうか？

　目の前にあるのは、ひし形状の赤い宝石が揺れるイヤリングだった。

　効果は火属性魔法威力アップと火属性魔法防御アップか、火属性魔法を主体とするダリアにはうってつけの装備だが──。

「意外と大人っぽいの欲しがるのな」

「もしかしたら、見た目は幼くても本当は大人なのかもね」

　いや、料理にあんなにがっつく奴が大人とは思えん。食べ方から行動も子供のそれだ──と、紅葉さんの仮説を心の中で否定しながら、もう一度イヤリングに視線を向ける。

「まあなんにせよ、ダリアが欲しいなら買うまでだな」

　欲しいなら買う、いらないなら買わない。そんな俺のスタンスに、紅葉さんは複雑そうな顔をしながら言う。

「買って貰もらう側としては嬉しいけど、ダリアちゃんに甘あま甘あまだね」

　悪戯いたずらな笑みを浮かべる紅葉さんの言葉に、ぐうの音も出なかった。俺に子供ができたら、こんな風になんでも買い与えてしまう親バカ状態は、なんとしても回避したい所だ。

　俺はそのイヤリングと、筋力が少し上がる銀色のネックレスを購入。

　無視できない額の出費だったが、ステータスの底上げに多少の出費は厭いとわない。

　その後、客が来るまでの間雑談を交わしていると、空の彼方かなたから黒い何かが急降下してくるのが見えた。

「あ、クロっちが帰ってきた」

「本当に自由ですね……」

　聞くと親密度は十一だと言われ、親密度十くらいじゃこんなもんだと苦笑する紅葉さん。

　肩車され大人しくするダリアの方が特殊なのかもしれない。

　それはそうと、クロっちは何か光る宝石みたいな物を咥くわえ、紅葉さんの手元に落とすと背を向けるように地面へ降りた。

「まあまあ、ありがとねクロっち」

「それは？」

「この子の特技？　よく宝石を拾ってきては、あたしの所に持ってくるのよ」

　と、鼻歌交じりに言う紅葉さん。

　確かに鴉カラスにはそういった習性があるものの、自分で溜ため込む風ではない所を見るに、紅葉さんのために拾ってきてる節もあるのだろうか。

　彼女の種族名は盗賊鴉シーフクロウ。

　持ってきた宝石が本当に落ちていた物であればいいが……。




　時刻は午前十一時。

　ダリアと共にレベル上げをしていた俺の元に、オルさんから『装備が用意できたぞ』という内容のメールが入った。

「よう。出来てるぜ」

「ありがとうございます」

　冒険の町に戻った俺たちは、オルさんに注文していた片手剣と片手盾を受け取る。

　どちらも鉄のインゴットにより作られたらしく、鈍にび色いろに光っていた。

　片手剣の方は剣弾きソードパリイがしやすいように幅広、肉厚のフォルムを持ち、刃渡り八十センチ程の長さだった。

　見習いの剣と振り比べしてみると、やはり少々重いが非常に手に馴な染じむ。

　グリップにも一手間加えて貰ったようで、衝撃も多少吸収してもらえそうだ。

　盾は丸みがある盛り上がった円形状で、バックラーと呼ばれる種類の盾だ。一言で表すなら伏せた中華鍋なべみたいな形をしている。

　此方こちらも盾弾きシールドパリイのために弾はじきやすさ、さらに、武器としての機能もかねそなえた作りとなっていた。

「大きさや重さも丁度いいですね。このグリップとか、盾に使われている素材は？」

「それはダイキが持ち込んだ素材を使って工夫してみたんだ。だから追加料金とかもいらないぜ」

「ありがとうございます」

　数値で言うと剣は筋力＋十二、耐久値＋三。盾は耐久値＋十五となり、見習いの武器とは比較にならない性能を誇っていた。大幅なパワーアップと言える。












「あー、それと。ダリアちゃん用にこれもやるよ。あとその革装備もちょっと貸してみろ。銅のインゴットで補強してやるから」

　これは杖つえだろうか？　魔力＋八だから結構優秀な装備だと思うが……。

　そして、言われるがまま装備を渡して十分程、トレードにて表示された革装備は、急所部分を重点的に銅でしっかり補強されていた。

「こんな沢山、いいんですか？」

「どういう訳か銅鉱石も鉄鉱石も、最近になってよく流れてくるが、まだまだインゴットの需要は高い。ダイキが持ち込んでくれた鉄のインゴットは供給量が追いついていないからレシピも殆ほとんどが未解放だ。使った素材はダイキの持ち込みだし、今回の依頼は俺にとっても得が多かったしな。それと、残りの銅のインゴットの分の料金も渡しておく」

　オルさんは更に、インゴット分の料金をここに上乗せする。

「俺が得ばかりしている気がしますが……」

「気にすんなって、先行投資だと思って受け取ってくれ」

　きっちりした人だな、でも有難い。

　わざわざオマケしてくれたなら、遠慮なくいただこう。

　俺は強化された防具と料金を受け取り、早速装備してみた。

　胸や腕、手の甲や足に銅色のプレートが付けられている。動かしたり曲げてみても、プレート同士の接触は無く、動きに支障は出なそうだ。

　元々、合計で耐久値＋八の補正が入っていた革装備も、強化により＋十二にまで上昇していた。

「何から何まで、お世話になりました」

「いいぜー、気にすんな。今後ともよろしくな」

　オルさんに見送られながら、南みなみナット平へい原げんへと向かう。

　武器も防具も一新したし、少し冒険をしても大丈夫かもしれないな。奥まで行ってみるか。





　　　＊　＊　＊






　南ナット平原に着いた俺たちは、ナットラット等の低レベルモンスター達を蹴け散ちらしながら、ひたすら真まっ直すぐ進んでいた。

　基本的にここいら一帯のモンスターは、ダリアの魔法によって一撃で倒されている。

　オルさんにいただいた杖や、紅葉さんから購入したイヤリングの効果も相あいまって、若じやつ干かんオーバーキル気味になっているような気もするが……強いに越したことはないか。

　今日はまだ食事をしていないが、定位置にいるダリアに不ふ満まん気げな雰ふん囲い気きは感じられない。飴あめのような感覚で与えている魔石で空腹が紛れているのか、そもそも召喚獣は生きる上で食事を必要としないのか──。

　後者だとしたら、あの暴食っぷりは何だったのだろう……。

　奥へと進むにつれ、平原のモンスター等の姿も変わってくるのが見てとれた。

　クリーム色だったナットラットも赤みがかった体毛で覆おおわれ、身体も一回り大きくなっているように思える。

【ナットレッドラット Lv．７】

　メニュー画面にある、モンスターやアイテム、プレイヤーなどの情報を見る事ができる《鑑かん定てい機能》を使ってみると、名前も変わっている事に気がつく。

　なんにせよ、新調した装備の具合を試せるから、敵が強くなったのは好都合だ。

　左の腰に差した《アイアンソード》を抜き、中腰に構える。

　左手と一体になるような形で装備した《アイアンバックラー》のグリップを強く握り、レッドラットに駆けた。

「『猛もう攻こうの布ふ陣じん』加えて『鉄てつ壁ぺきの布陣』」

　鼓こ舞ぶ術じゆつにより強バ化フを掛ける。

　俺の存在に気付いたレッドラットが体当たりを繰り出し、それを、冷静にバックラーで防御。耐久値も数段上がっているため、受けるダメージは微量であり、反動も少ない。

　体勢を立て直したレッドラットが再度体当たりを繰り出すも、今度は盾弾きシールドパリイを使う。

　技術者の心得が発動し、ほぼ弾きパリイ可能となっている事を把は握あく。難なく空中に打ち上げた。

　既にこの時点でレッドラットのＬライフＰポイントは八割以下に落ち込む。

　そこへすかさず追撃を加える。

　下段に構えたアイアンソードに青の光が灯ともり、落下するレッドラットと刃やいばが交差する。

「『青の閃剣ブルー・ソード』」

　圧倒的なオーバーキルを受けたレッドラットは光を散らしながら消えた。

　筋力も格段に上がっているし、何より耐久値が心強い。

　万が一、攻撃を受けたとしても、この硬さなら安心できるな。

　今の戦闘でレベルも上がり、午前のレベル上げも相まって今日で二つもレベルが上がっている。ダリアのレベルも一つ上がり順調だ。

　ダリアはオルさんにいただいた短い杖をしっかり握り、耳には赤く光るイヤリングが揺れている。

　イヤリングの効果はステータス上の数字に出ていないため、本人にしか効力がわからないものの、杖は既に高いダリアの魔力を更に上げていた。




　奥に進んでいくものの、出現モンスターのレベルは十から変わらない。

　もしかしたら、南ナット平原のレベル上限が十なのかもしれない──と、推測しつつも、一番奥に何があるのか気になるため、特に引き返すことなく進んでいく。

　ものぐさをして定位置から杖を振るい、魔法を放つダリア。相手は自分の倍あるレベルのモンスターであるにもかかわらず、火弾フアイアボールの一撃で戦闘を終了させてしまう。

　イヤリングに結構な効果があったのか、ほぼ火属性魔法で戦闘を行っている様子。

　俺としては闇やみ属性魔法も同時進行で育てて欲しいんだけどなあ。と、自由なお姫様に淡あわい期待を抱きつつ、奥へ奥へと足を進めていった。

「ん？　なんだあれ？」

　しばらく歩いていると、前方に現れた小高い丘の上に、何かが建っているのが見えた。

　遠くからでは細かい部分が確認できないものの、形は人型の像のようで、この距離からでも《人型》だと分かる事から、実物は相当な大きさだと推測できる。




　……足を進める。




　──違う、像じゃない。




　……足を進める。




　──巨大なモンスターだ。あれは。




　高さ六メートル程の巨大なモンスターが、そこには居た。

　青色の身体は相す撲もう取とりのように筋肉と贅ぜい肉にくに覆われており、肌着は肩から腰にかけて、獣の毛皮のような素材でできたものを装備、まるで原始人のような風ふう貌ぼうだ。

　大きな牙きばが二つ伸び、ギョロリと動く一つの大きな目は顔の六割を占め、俺たち獲物をしっかりと捉とらえている。

　右手には大木を乱暴に彫って作ったような棍こん棒ぼうを持ち、ブンブンと振り回しながら此方を威い嚇かくしていた。

　ゴブリンやオークといったポピュラーなモンスターに属する、一般的に【一つ目鬼サイクロプス】と呼ばれるそれは、他のモンスターとはどこか違う、強力な殺気プレツシヤーを放っていた。




【サイクロプス Lv．15】#BOSS




　なるほど、BOSSボスモンスターか。この強力な殺気も、それならば納得がいく。

　しかし、北きたナット林りん道どうで倒したエリアボスのカマキリとは格が違うように思えるが、北の方が敵は弱いのか？

　なんにせよ、ボスに会ったら戦う以外選択肢はないな。

　流石さすがのダリアも、格上であるサイクロプスの殺気にただならぬ気配を感じたのか、スルスルと背中を降り、ボスを見据えた。

　角や翼を持つ彼女は、魔族という種族的にサイクロプスとは近い気もするが、この様子から察するに、彼女にとっては討とう伐ばつ対象らしい。

　しなる尻尾しつぽがそのやる気を表していた。

「ダリア、状況に応じてオーバーマジックの技能スキルも使っていいぞ」

　一応、オーバーマジックの使用許可も忘れない。

　挑む前に鼓舞術を使用し、筋力と耐久値の底上げをしたら準備完了だ。

「いくぞ！」

　サイクロプスに向かって一気に駆ける。

　動きが遅いのか、足元に近付かれたのを見てやっと棍棒を振り上げるサイクロプス。

　無理に弾きパリイを試す必要はない、隙すきがでかいならそのまま攻撃するのみ！

「『青の閃剣ブルー・ソード』」

　──下段からの切り上げ、続いて、

「『黄の閃剣イエロー・ソード』」

　コンボが決まり、余よ韻いんに浸ひたるのもつかの間、振り下ろされる棍棒を股またを潜くぐり回避、そのまま二閃剣ダブル・ソードを放った。

　大きな爆発音に見上げると、サイクロプスの顔からモクモクと煙が出ていた。

　ダリアは続けて二発、火炎弾フレイムボールによる高火力魔法を放ち、的確に目を潰しにかかる。

　ダリアの強力な攻撃により敵視ヘイトが移ったのか、サイクロプスは標的を俺からダリアへと変更し、遅い動きで棍棒を振り上げた。

　──ダリアの回避が間に合わない。

　俺は反射的に、ダリアとサイクロプスの間まで駆け、棍棒を盾弾きシールドパリイによって撥はね上げようと試みる。

　──が、

「ぐっ……おおお!!」

　技術者の心得を介した弾きパリイのタイミングを知らせる光は、まるで血圧の上がった心しん臓ぞうのような勢いで拡大収縮を繰り返している。いままでにないレベルの速さ。

　技能スキルによる補助も、器き用よう値ちによる補正も、殆ど機能していない事を意味していた。

　──サイクロプスが格上すぎるのが原因か!?

　思わぬ事態に盾弾きシールドパリイは失敗、のしかかる棍棒は盾越しにもかかわらず、ＬＰの六割を一気に削り取った。

　今までのどんな攻撃よりも重く、力強い攻撃に、踏ん張った足元が割れ、骨が軋きしむ。

　今の俺の筋力じゃ撥ね上げるなんて不可能だ、となれば！

　棍棒に対し、動ではなく静の動き。

　再び弾きパリイを使いつつ、今度は撥ね上げるのではなく受け流すように、バックラーを斜めにしながら攻撃を地面の方へと流していく。

「……ぉおおお!!　らぁっ!!」

　地面に叩きつけられた棍棒は大地を割り、反動により生まれた衝撃波で吹き飛ばされる！

　厳密には流した形になったものの、弾きパリイは成功判定となり、大きな隙とCriticalクリテイカルのチャンスを発生させた！

　そこにダリアが火炎弾フレイムボールを叩き込み、サイクロプスは特大の爆発に襲おそわれた。

　──ダリアのやつ、このタイミングでオーバーマジックを使うとは、やるじゃないか。

　Criticalクリテイカルによる効果でごっそりと減るＬＰ。二本あったＬＰバーも今までの攻撃で一本と半分が削られ、たまらずサイクロプスも棍棒をがむしゃらに振り暴れ回る。

　単調だがあれでは近付くのは至し難なんの技。──が、これもダリアによって隙が生み出される。

　ダリアが放ったのは闇属性魔法の闇霧ダークミスト。暗闇目隠しと沈黙魔法封じの効果を持つこの魔法により、足がもつれたサイクロプスがその巨体を地に投げ出す。──千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。かつてない隙だ。

「『赤の閃剣レツド・ソード』!!」

　中段からの鋭い突きはサイクロプスの頭を貫いた。

　残っていたサイクロプスのＬＰが全損、その巨大な身体を膨ぼう大だいな光の欠片かけらに変え爆散させた。

　ボス討伐を告げるかのように目の前に半透明のプレートが出現し、連続レベルアップを体で感じる。

　──思わぬ激戦に深く息を吐つき、その場に尻しり餅もちをついた。

「ナイスアシスト。完かん璧ぺきだったよダリア」

　彼女なしでは、なし得なかったこの勝利。得意げな顔でふんぞり返るダリアの顔が目に浮かぶ。

　そして俺は、優秀な召喚獣パートナーの方へと顔を向けた。

「あれ──ダリア？」




　ボスであるサイクロプスを討伐した事により、俺は《撃げき破は報ほう酬しゆう》《初はつ個こ体たい撃破報酬》《ＭＶＰ報酬》の三つに加え、風の町の開放に成功した……違う、待ってくれ。状況が全く理解できていない。

　視界の隅に浮かぶ、パーティメンバーのパラメーター。

　半分以下にまで削れた俺のＬＰの下に、先ほどまであった筈はずのダリアの名前が無い。




　ダリアへの攻撃は一度も許していない。




　ＬＰは減っていなかった。ならどうして……。




「魔法……ダリアは何回、魔法を使っていたんだ？」




　魔力を孕はらんだ魔石を媒体に召喚される、召喚獣。

　魔力によって体を形成した召喚獣がＭマジツクＰポイントを全損する──つまり、命を使い果たす？

　道中での度重なる魔法と先ほどの激戦により、ダリアはＭＰを全て失っていた。





　　　＊　＊　＊






　時刻は午後六時十七分。

　冒険の町にあるレストランに一人座る俺は、好物のコーヒーを飲んでも全く気分は晴れずにいた。

　俺の纏まとう負のオーラに尻込みしているのか、店員ＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターが声をかけてくることもない。

　──もっと早く気づいていれば。

　──ボスが暴れる前に、連続で攻撃していれば。

　──召喚獣とＭＰの関係について調べてさえいれば。

　──彼女ともっと、コミュニケーションを取っていれば。

「ダリアは死なずに済んだんじゃないか」

　自分を責めずにはいられなかった。

　手元に魔石を用意して、簡単に召喚を済ませて、元どおりにする事が出来ずにいた。一ゲームキャラの死──そんなありふれたものじゃない。

　そんな簡単なものじゃない。




「なーに思い詰めた顔しているんだよ」

「こんばんは、ダイキさん」

　不意に掛けられた声に、自分の体が震えるのが分かった。

　顔を上げると、そこにはケンヤと雨う天てんさんの姿があった。

　俺は特にリアクションを取ることなく、飲みかけのコーヒーに視線を戻す。

「ああ、二人共こんばんは」

　ケンヤは何かを察したのか、呆あきれたような顔で腕を組む。

　雨天さんは辺りを見渡し、不思議そうな顔で俺を見た。

「あれ？　ダリアちゃんは」

「……」

　これはゲーム。人の死がありふれた世界。仮かり初そめの世界。

　なのになぜ──こんなにも虚むなしいのだろうか。

「大方、ダリア嬢じようを死なせて落ち込んでいたんだろ。顔に出すぎだ」

　ケンヤには全て悟られていたようだ。

　流石に、付き合いが長いとお互いの変化に勘かんが冴さえるな。

　俺の沈黙を肯定と取ったらしく、ケンヤは返事を待つことなく続ける。

「大体なー、召喚獣だけじゃなく俺らプレイヤーも死んで生き返ってを繰り返して冒険するんだぞ？　言い方キツイようだけど、一度仲間が死んだくらいで落ち込んでたらこの先遊べないぞ」

「再召喚しましょう、ダイキさん。ダリアちゃんとまた会えますから」

　落ち込む俺に二人が活を入れてくれるものの、気持ちは晴れない。

　意味もなくスプーンでコーヒーをかき混ぜながら、涙を堪こらえつつ言う。

「いや、ダリアにどんな顔して会えばいいのか」

「女子か！　そんなもん普通にしてりゃいいんだよ！」

「ダリアちゃんも早くダイキさんに会いたがってますよ、きっと」

　それから数分間──二人は俺を鼓舞し続けた。

　次第に落ち着きを取り戻すにつれ、冷静に彼らの言葉を受け止める。

　どうやら事態は思ったほど深刻じゃなかったらしい。

　それに俺もダリアに会いたい。

　店員にコーヒー一杯分の料金を支払い、南ナット平原へと走る。

　南ナット平原にある、小川の傍そばに佇たたずむ一本の木の前に、俺たちは来ていた。

　周りにモンスターがいないのを確認しつつ、再召喚の準備に入る。

「ダリア嬢を初めて呼び出した場所まで来るって……いや、もう何も言うまい。早く召喚してやれ」

「ダリアちゃんも待ってますよ！」

　──そうだな、よし。

　数回、深呼吸をした後、俺は召喚を発動する。




「『来たれ我が僕しもべ、召喚サモンモンスター』！」




　五つの魔石が光を放ち、足元に魔法陣が現れる。

　集まった赤い光が人の形を形成し、次第に光が弱まっていく。

　ダークレッドの髪を揺らしながら、最初に会った時と変わらない姿のダリアはジッと俺の顔を見つめていた。

　──すかさず俺は土下座した。

「お前を死なせてしまった。許してくれ！」

　呆れたようなケンヤの声が聞こえるが関係ない。誠心誠意をもって、全力で謝った。

　耳元でペタペタと歩く音がした後に、小さな手が俺の頭に触れる。

　顔を上げると、いつもと変わらないダリアの顔があった。

「不ふ甲が斐いない主あるじでごめんな」

　自分の命を懸かけてまで、俺に尽くしてくれたダリア。

　出会って間もない関係でも、俺を信頼してくれた相棒。




　──たった一瞬、ダリアが笑ったように見えた。




　感極まってダリアに抱きつくと、鬱うつ陶とうしそうに頭を叩かれた。

　変な噂うわさが立とうが、俺は全力で抱ほう擁ようを続けてやる！

　その後、ケンヤに強制的に引き剝はがされ、落ち込む俺の背中をよじ登ったダリアが定位置につく。




　湿っぽい俺に対し、ダリアは非常にドライだった。
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　町に着くなり、我慢してたんだと言わんばかりに、ケンヤからの質問攻めにあう。

　なんでも反則級のパワーで挑戦者チヤレンジヤーを次々に亡き者にしてきたボスが何者かによって倒され、町が開放されたようだ。

　曰いわく、そいつは南ナット平原の《フィールドボス》だという。

　曰く、パーティでの討伐を想定されたフィールドボスは、一定の間かん隔かくで湧わくエリアボスとは比較にならない程強いらしい。

　そして、最初の個体を討伐したパーティはボスの攻撃パターンや弱点、報酬のアイテムや開放した町に関する情報を掲示板に書き込む必要があるとの事だった。

「嫌だよ、面倒臭い」

「ええええ!?」

「やはりダイキの仕し業わざか……」

　俺の仕業だと知り、悲鳴に近い絶叫を上げる雨天さんと項うな垂だれるケンヤ。

　ちょっと待て、なんでもうケンヤは知ってるんだ？

「ボスを倒すと視界の隅にログが流れるんだが、ボスが消え、町が開放されているのに一向にログが流れないから掲示板が大荒れだ」

「なんでログが流れなかったんだ？」

「さっきも言ったように、フィールドボスは大人数で倒す事を想定して配置されている。けど、これを二人で倒してしまうのは設定外の事態だったって事」

「で、なんで俺だと？」

「ダリア嬢の火力を生で見てるからな。もしかしたらって思ってたけど……」

「信じられないですね……」

　一同ドン引き。やけに強かったわけだ。

　なんにせよ、早いとこ掲示板なりに書き込んでおかないとマズイっぽいな。

「初個体撃破報酬は、他の報酬に比べて性能が非常に高く設定されている。情報を独占しているのがバレて掲示板に晒さらされたりでもすれば、いい印象は残らない」

「だから先に情報を流しておく。って、どの道、妬ねたみは出るだろ」

「それは否定しきれませんが、次こそ我がパーティが！　って奮い立つ人もいらっしゃるので、やらないよりは──という状態ですね」

　なんか曖あい昧まいだけど、晒されて嫌がらせでもされたら嫌だしな。

　皆がそのルールを守ってるなら、俺もそれを守るだけだ。と、ケンヤ達の言う事に従いながら、掲示板へと情報を書き込んでいく。自分の知り得る情報だけ、になるが。

　そういえば報酬の確認してなかったな。

　ダリアが死んだショックで気にもしていなかったが、掲示板に載せなければならないので、俺はメニューを開き、先にステータスの方を覗のぞく──と、レベルが一気に上がっていた。相当な量の経験値が入った事は想像に難くない。何より、討伐直後に死んでしまったダリアにも経験値が入っていたのは大きい。

　そしてアイテムボックスにある、見慣れないアイテム群に目を通していく。

　二、三度スライドさせても終わりが見えない程の膨大な量だ。

　一つ目鬼サイクロプスの肩けん骨こつ、一つ目鬼の頭ず蓋がい骨こつ……殆どが素材だな──と、呆ぼう然ぜんと眺めながら、その中に、他とは違う三つのアイテムが入っている事に気が付いた。




【一つ目鬼の超棍棒】#撃破報酬

　一つ目鬼が愛用する巨大な棍棒。

　一振りで大地を割る破壊力をもつ。

　筋力＋１００

　敏捷値－１００

　必要筋力３００

　分類：両手棍棒




【技能スキル取得券】#ＭＶＰ報酬

　技能スキルを取得する事ができる券。

　11個目以降の技能スキルは控えに移される。

　入れ替え可能。

　分類：消費アイテム




【混こん沌とんのペンダント】#初個体撃破報酬

　闇の魔力に支配されたペンダント。

　魔を司る者にのみ力を与え、それ以外の者に破滅と災いを与える。

　魔力＋37

　ＭＰ最大値アップ

　闇属性魔法威力アップ

　分類：首装備




「なんか……微妙」

「馬鹿言え！　技能スキル取得券一つだけでも特賞もんだ！」

　とんでもない！　といった剣幕で声を上げるケンヤと、羨うらやましそうに券を見つめる雨天さん。

　二人のリアクションから察するに、なかなかのアイテムが手に入ったんだろうなと漠ばく然ぜんと受け取ることにしておく。

　俺の中では、ダリアが生き返った事が感動のピークであるため、不思議と心が落ち着いていることこそが、この温度差の原因だろう。

　とりあえず、これらの情報と風の町の感想を添そえて掲示板に書き込んでおいた。

「ん？　なんか欲しいのあったのか？」

　いつになく興奮した様子で頭を叩くダリアに、スライドさせていた画面を止める。

　髪と同色の瞳ひとみに映るのは、禍まが々まがしいという形容がぴったりのペンダントだった。髑髏どくろが連なるデザインは《呪じゆ術じゆつ者しや》のような職に合いそうだが……ダリアにあげる物としては悪趣味な気がする。

「これはやめとけ。もっと可か愛わいいの買ってやるから」

　──が、どうしても譲らない様子のダリアに、渋々ペンダントを渡す。

　ダリアが早速付けると、髑髏の集合体のようだったペンダントが、黒曜石のように妖あやしく光る美しい物へと姿を変えた。

　先ほどまでの禍々しさはどこへやら、高価なジュエリーと言われても納得できるような、実に手の込んだ装飾の数々に、思わず見み蕩とれる俺たち。

　ふむ、これが意味する事とは……。

「魔を司るとあるから、魔法職限定のアクセサリーだったのか？　しかし形が変わった事に何か別の意味が……なんにせよ、初個体撃破報酬はどれもこれも効果が高い。これでダリア嬢の火力もまた一回り上がったわけだ」

「……ダリアちゃん、どこまで強くなるんでしょうか」

　身震いする二人を尻目に俺は一人、技能スキル取得券の使い道をあれこれ考えるのであった。
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　ポータルに近付き風の町を選択すると、わざわざ行く必要なく転移ができ、感動を覚える。ケンヤに言われた通り、一度行った町にはポータルを使って転移する事ができるようだ。

　そして未到達のパーティメンバーも、その恩恵に与あずかれる。

　ケンヤと雨天さんは、初めて見る風の町に興味津々だった。

　俺も見て回った訳じゃないから町を案内したりはできないが、自然味あふれるゆったりとした雰囲気の町だ──と、辺りを見渡しながら感じる。

「そういえば、ライラさんは？」

「知らねー。大学生って言ってたし、勉強でもしてるんじゃね」

「獣医を目指しているようですので、しっかり勉強して夢を叶かなえてほしいですね」

　ほお、獣医とな。

　そういえばライラさん、犬猫タイプの召喚獣に異常な執着を見せてたっけな。

　動物が好きで獣医を目指す……是非とも夢を叶えて、立派な獣医になってもらいたい。

「うちのパーティは準々攻略組程度の志こころざしだから、基本的にリアル優先なんだよ」

「それがいいね」

　決まりごとが厳しくなると、どうしてもリアルに影響が出る。息が詰まるようなパーティプレイを苦手とする人は、ケンヤ達のような所がちょうどいいのかもしれないな。

「気持ちのいい町ですね」

　そよ風にローブをあおられながら、雨天さんは町の風景に浸っている。

　モンスターとは無縁そうなこの町は、友達とのんびり過ごすために始めたようなユーザーに好かれそうだ。

「それはそうと、風の町開放記念に飯でもいかないか？　勿もち論ろん、ダイキの奢おごりで！」

「俺が払うのかよ！」

「賛成です！」

　やられた。ここで断るのは男が廃すたる。

　飯と聞いてダリアも頭を叩いてくるし、ここは持つしかないか。

　なんにせよ、新しい町の料理屋にも興味あるし、まあいい機会だろう。

　ミニマップを頼りに食事処どころを探しながら、町の内部を見て回る。

　人を集めるための大通りや露天スペースのある生産職クラフターに有利な冒険の町に比べ、風の町では採取職ギヤザラーの為の設備が充実しているように感じた。

　農業ができるだけの土地が至る所にあり、澄んだ水をたたえた湖や生い茂った木々と、自然に溢あふれている。

「あ、そちらの建物で食事できそうですよ」

　雨天さんが見つけた食事処は、湖に面した場所に建つ木造のレストラン。

　建物名が書かれた看板の横に、木彫りの大きな魚が吊つられている。

　魚料理の店か……そういえば、どこからともなく焼き魚の良い匂においがしてくるな。

　串くしに刺して塩焼きにした魚は、自然の味そのままにもかかわらずとびきり美う味まいんだよな。

　珍しく、ダリアが肉料理以外にも反応しているようで、お腹なかからきゅるると可愛い音を鳴らす。

　まあ、こんな良い匂いを出されたら食べたくなるのも頷うなずける。

「じゃあここにしようか」

「飲むぞ！」

「飲みましょう！」

　この二人、実は騒ぎたいだけなんじゃないか？

　いや、きっと俺たちを労ねぎらってくれるはず……。




　店内は湖を一望できる、ガラス張りの開放感ある間取りとなっている。

　従業員に案内された席からは、太陽がゆっくりと沈んでいく様を楽しむことができた。

　とりあえず、ケンヤが魚料理、雨天さんが酒をひたすら頼んでいたので、俺はダリア用のドリンクを取りに行く。

「「「いただきます」」」

　ダリア用のりんごジュースを手に戻ってみると、注文したであろう料理が既に運ばれてきていた。

　酒を片手に乾杯した俺たちは、早速料理に手をつける。

　現実にもいる淡水魚から海水魚、貝類。更に見たことのない色鮮やかな魚の刺身、おひたし、混ぜご飯、塩焼き、壺つぼ焼やきと様々だ。

　刺身を醬しよう油ゆに漬けて口に運ぶと、ほのかな磯の香りと山葵ワサビの香り、そして魚の旨うま味みが広がった。

「ダリア。貝かい殻がらまで食べなくていいんだよ」

　巻貝を殻の方から口に入れ、困ったような顔で俺を見つめてくるダリアに苦笑しつつ、その後、見せてやるように綺麗にくり抜いて口に入れてやると、その一度で食べ方を理解したのか、後は自分で器用にくり抜いて食べていた。
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「……ゲームでも酔えるんだな！」

　既に出来上がってるケンヤはしばらく騒いだ後、幸せそうに眠りに落ちた。

　雨天さんは強いようで、ビールらしき酒をずっと飲んでいるにもかかわらず、顔の色一つ変わっていない。かく言う俺も酒は強い方なので、雨天さんに付き合うように、同じペースで飲み進めていく。

「一応、酔う感覚に近い状態異常に掛かるみたいですが……リアルの強さ弱さが出るみたいですね」

「こいつ、昔から酒は好きなのに弱いんですよね」

「そうなんですか。……そういえば、ダイキさんとケンヤさん、リアルではお知り合いでしたね」

「ええ。ケンヤとは会社の同期でして、仲良くなったキッカケは──」

　その後、俺と雨天さんはダリアのことやケンヤのこと、ライラさんやゲームについてのあれこれを語り合う。酒が入っているからか、話の種が尽きる事は無かった。

　相変わらず無限の食欲をみせるダリア。魚の身や醬油が付いても御構い無しなので、しばしば口を拭ふいてやったり、雨天さんにアルコール濃度の強い酒を飲まされたりと、楽しい時間が流れていく。

　──俺とケンヤの自宅は近いが、目の前にいる彼女は日本のどこか遠くに住む人かもしれない。

　そんな人と向かい合って語り合うのは、なんか不思議な感覚だなと、夜空を反射させた湖の、幻想的な風景を楽しみながら、科学の発展に心の中で賞しよう賛さんを送るのだった。




　ひとしきり楽しんだ後、鬼のような金額の会計を済ませ店を出る。

　しばらく寝たら回復したのか、ケンヤは何事もなかったかのように元気になっていた。

　ゲームだから二日酔いとかも無いのかもしれないな。

「折角だし、俺と雨天さんはこの近くでレベル上げしようと思ってるんだけど、ダイキはどうする？」

「明日の準備があるからそろそろ落ちようと思ってたんだ。悪いがまた今度だな」

「はい。今日はありがとうございました。ご馳ち走そう様さまでした」

「此方こそ、久々に楽しく飲めて良かったです」

　未知のフィールドに向かう二人を見送り、食事処を探す途中に見つけた宿屋でログアウトした。























































　翌日、ログインした俺おれの元に、なぜか大量のフレンド依い頼らいが飛んできていた。

　スライドしてもスライドしても、最後尾が見えないとは……スパムかな？

　一応全員のメール内容を読んでみたものの、どうやら会ったことすらなさそうな人達だったので全すべて断らせてもらうことにする。

「嫌がらせの類じゃないけど、この数は流石さすがに消すのも大変だぞ……」

　ともあれ、名前は伏ふせていたのになんでこんなに知れ渡ってるんだ？

　誰かに見られたとか、ＩＤから割り出せるとか──そこら辺はあまり詳しくないから、考えても無駄かもしれないな。

　定位置までよじ登るダリアに魔ま石せきを一つくれてやり、冒険の町に転と移ぶ。

　オルさんと紅葉もみじさんに会うためだ。

　素材や報ほう酬しゆうの他に金が増えていた。俺たちで総取りとなっているため、一つ目鬼サイクロプスの素材は大量にあるし、レベルも大幅に上がっている。素材持ち込みで装備を見み繕つくろってもらおう。

　冒険の町に着くなり、近くにいた見知らぬプレイヤーから矢や継つぎ早ばやに質問が飛んできた。そして周りのプレイヤーも同調するかのように、次々に俺への質問が増えていく。

　主にフィールドボスについてと、戦闘能力について。報酬を見せろとか、ズルするな等の野次に近いものも含まれていたものの、全員を相手していられないので、のらりくらりとかわしていく──ともあれ、主な内容はダリアに関するものだったが……。

　セクハラ紛まがいの質問をしたプレイヤー以外には無難に返したものの、この騒ぎはいつ沈静化するのだろうか。

　露ろ店てんを歩いてオルさんと紅葉さんを探す……と、遠くの方で黒い影が大空へ飛び立って行くのが見えた。

「こんにちは、紅葉さん」

　相変わらず自由なクロっちを見送る紅葉さんに声をかけると、彼女は玩具おもちやを見つけた子供のような悪戯いたずらな笑みを浮かべ、こちらへ振り返った。

「おぉ！　ダイキ君、ダリアちゃん！　いやー、掲けい示じ板ばん見たけど大変そうだねー」

「ログインしてからずっとプレイヤーに迫られて、気が休まりませんよ」

「あはは！　プレイヤーから来てくれるならそれを逆手にとって商売でぼろ儲もうけしちゃいなよ。ダリアちゃん愛用の魔石とか言って一つ二千Ｇゴールドで売り出すの！」

「商人の鑑かがみ！　……まあ流石にダリアをダシにして儲けるのは無理ですね」

「そう言うと思ってたけどね」

　おふざけはこのくらいにして。と、手を叩たたいて商売の顔になる紅葉さん。

「今日は何しに？」

「ええ、強い素材が手に入ったのでアクセサリーを作ってもらおうかと思いまして」

「一つ目鬼サイクロプスの素材だよね。ま、付属する効果は大おお方かた筋力か耐久値でしょうけど」

　絵に描いたような脳筋モンスターだっただけに、紅葉さんの一言には同意せざるを得ない。

　ともあれ、俺自身も筋力と耐久値は上げておきたいパラメーターなので何も問題はない。むしろ好都合なくらいだった。




　一つ目鬼サイクロプスの素材を数個渡して紅葉さんの店を後にする。

　素材のレア度が高いだけに加工には少し時間が掛かるそうだが、楽しみに待ってるとしよう。

　続いてオルさんを探しているのだが、何度探しても見つからない。

　てっきり露店を開いているのかと思っていたんだが──。

　と、良いタイミングでオルさんからのメールが入った。

「へぇ、風の町にいるんだ」

　メールには『今、一番熱い町が風の町だから、そっちで儲けてるぜ』という露骨すぎる内容が書かれており、こっちも商人の鑑だな。と、つい苦笑いしてしまう。

　人の多い冒険の町ではなく風の町で店を開くという事は、ある程度腕うでに自信のあるプレイヤーに客層を絞っているのだろう。

　冒険の町ここに来る前に連絡していればすれ違いにならずに済んだのだが、紅葉さんには会えたので良しとするか。




　昨日とは打って変わり、風の町にも沢山のプレイヤーが既に来ていた。

　やはり、新しい物好きのプレイヤーは一定数いるようで、新しい場所、新しい敵に興味を持つのは皆一緒のようだ。

　冒険の町並みに、とまでは行かずとも、人通りの多い道にはちらほらと露店を開くプレイヤーの姿があり、その中にオルさんの露店を見つけた。

　俺を見つけるなり、オルさんは紅葉さんの時にも見た、悪戯な笑みを浮かべる。

「よう、調子はどうだ？　有名人」

「からかわないでくださいよ」

　ひとしきり笑ったオルさんは、世間話にと、生産職クラフターについて少し語ってくれた。

　オルさんが就く鍛か冶じ士しは最もポピュラーな生産職と言えるだろう。金属を加工して武器や防具を生み出す職業だ。

　更には技能スキルによる効果で革加工と骨加工も加えられるようになり、作れる武器や防具の幅が広がっているらしい。

「だから以前、革装備にも手を加えられたんですね」

「まあ俺たちもその職業一辺倒の技術じゃ客は来るがお得意さんができないわけよ。差別化を図ってダイキのようなお得意さんを増やしていくわけだ」

「俺もお得意さんなんですね」

「当たり前だろ。数多あまたの露店がある中で同じ店に毎回来てくれるプレイヤーは少ないんだよ。お得意さんは既存の装備を買うだけではなく、オーダーメイド品を欲しがる。俺たちも未知の加工に未知の素材は技術の幅が広がるから願ったり叶かなったりだ」

　ああ、オルさんがつまり何を言いたいのかわかってしまった。

　オルさんにトレード申請をしながら、ニヤリと笑う。

「という訳で、オーダーメイド品を頼みます」

「そうこなくっちゃな！　話がわかるじゃねえか！」

　まあ、フィールドボスを倒したって話だから大方予想はついてたけどな。と、言いながら、オルさんは俺から素材を受け取った。

「なんなら剣と盾、杖つえも含めて余った素材で強化してやるよ。どうせ余るだろうし」

「いいんですか？」

「俺も技術面の向上とかレシピの幅が広がったりとか色々お得なんだよ。まあ今回は付きっきりの作業になると思うから金は払ってもらうけどな」

「それは勿もち論ろんです。申し訳ないですね、この前作っていただいたばかりなのに」

「いいんだよ。装備のクオリティは常に上げていかないと火力も安定度も変わってくる。なにより、俺も得する」

　──オルさんになら安心して防具製作を任せられるな。




　インゴットの時より時間が掛かるそうなので、待ち時間を利用し、俺は冒険の町から行ける西のルートに進んでみることにした。

　未到達のエリアだ。昨日の事もあるし、無理せず慎重に進んでいこう。

　ダリアの様子からしても、特に昨日の件を引きずっていない様子だったので、過度に気を遣わないようにしようと思う。




　西へと続くポータルに手をかざすと、一瞬にして視界が町から薄暗い森に変化した。

　ミニマップには【西にしナット森しん林りん】と表示されており、どこからともなく獣や鳥の声が木霊こだましてくる。木のほとんどが十メートル近くある高こう木ぼくなので高木林という事になるが、恐ろしい程に視界が悪い。

　薄うつすらと漂ただよう霧もそうだが、なにしろ日の光が殆ほとんど遮しや断だんされているのが原因だ。

　恐らく、密生した葉が塞ふさいでしまい日の光が地面まで届いていないのだろう。

　木こり等の採取職ギヤザラーで木を間引く事も出来そうだが、この管理のされてない具合は、科学や文明が未達の異世界っぽさを感じさせられるな。

「っ！」

　ふと、視界の端に映った何かに体を向ける。

　目を凝らすと、木々の間を縫ぬって浮遊する何者かが迫ってきている光景が飛び込んできた。

　音を立てずに近付くなんて姑こ息そくなモンスターだな。と、心の中で悪態をつきながら剣を抜いて姿勢を落とし、迎え撃つ。

　白地の布を被かぶった半透明の体をもち、手と思われる部分が二ヶ所、布から盛り上がっていた。

　──幽ゆう霊れい型がたのモンスターか。

　これも定番っちゃ定番だが。

「『赤の閃剣レツド・ソード』」

　技アーツを乗せた剣を素早く突き出す。

　が、幽霊は剣を物ともせずに俺たちとの距離を一気に詰めた。

　まずい！　物理無効モンスター!?

　幽霊と接触するその刹せつ那な、俺の目の前に縦横二メートル程の火の壁が現れる。

　俺に肩かた車ぐるまされたままのダリアが、杖を振るっているのが見えた。

　勢いを殺し切れない幽霊は瞬く間に焼かれ、経験値へと姿を変える。

　一瞬ヒヤッとしたが、冷静にダリアが対応してくれたお陰で無傷で済んだ。

　しかしあの幽霊、不気味なフォルムだった。

　幽霊をデフォルメすればアレになるのだろうが、音もなく暗くら闇やみから接近する顔なしのモンスターって普通に怖くないか？

「ダリアは幽霊大丈夫なんだな」

　ダリアが一切動じていない事に男として多少の悔しさを感じるものの、状況に左右されない精神力は味方として心強い。

　頭上でダリアが自信ありげに鼻を鳴らしたような気がした。







　しばらく西ナット森林を歩いていたものの、遭そう遇ぐうするモンスターは幽霊のみ、形状も色も全く変わらない、同じモンスターだけが定期的に襲おそってくるエリアという事がわかる。

　狩場にいるプレイヤーもどことなく装備が魔法職っぽいため、戦士職には向かないフィールドなのかもしれない。

　ずっと使ってなかった火属性魔法で幽霊と戦闘を行なっていく。

　まあ、ダリアの火力に比べれば雀すずめの涙なみだ程の威力だが。町に沿った低レベル帯フィールドなのもあり、それなりにＬライフＰポイントは削れているようだ……が、魔力のステータスが低い俺はダリアのように魔法を連発出来ない。

　ＭマジツクＰポイントが尽きては、回復するまでダリア一人に戦わせてしまう事になるので、このまま魔法で戦うのは非常に効率が悪い。

　このフィールドはまた今度来る事にしよう。







　アクセサリーが完成したという知らせを受け、俺たちは紅葉さんのいる露店へと向かっていた。

　南みなみナット平へい原げんや北きたナット林りん道どうに比べ、レベルの高い敵が出現する東ひがしナット洞どう窟くつ。そして特殊な敵が湧わく西ナット森林。

　冒険の町付近のフィールドは大体把は握あくできたな……次はそのもっと奥にいるフィールドボスに挑んでみるか、若もしくは風の町周辺に行ってみるかだな。と、今後のスケジュールを頭の中で組み立てていく。

「お、来た来た！　こっちこっちー」

　俺たちの姿を見つけるや否いなや、紅葉さんは大きく手を振って声を上げた。

「遅くなりました」

「いいよいいよ。で、これがそのアクセサリーなんだけど！」

　紅葉さんからのトレードで提示されたのは二つのブレスレット。

　性能は一つが耐久値＋十、もう一つが筋力＋五と耐久値＋八だった。

　一つ目鬼サイクロプスの特徴が上う手まく反映されてるな。心強い。

「一個目のやつは、ちょっと失敗しちゃったのよ」

　声のトーンを落としながら言う紅葉さんの一つ目とは、耐久値＋十の事を指している。

　正直俺には良よし悪あしが分からなかったが、普通に使える装備だから別段問題ない気がする。

「いえ、十分な性能だと思いますよ。ありがとうございます」

　そう、なら良かった！　と、安心したように呟つぶやく紅葉さんに、予あらかじめ言われていた金額を支払った。

　まだまだ弾きパリイの成功率が安定しない俺にとって、数を練習できるように耐久値は少しでも多く欲しかったし、筋力も上がって火力もアップだ。

「まいどあり！　今度ともご贔ひい屓きに」

「勿論です」

　親しき中にも礼儀あり。

　そういう事だろう、紅葉さんは深く頭を下げて笑顔を見せた。




「あ、クロっち帰ってきた」

　そんなこんなで雑談をしている間に、また何ど処こかへ行っていたのか、クロっちが光る石を咥くわえて戻ってきた。

　そう言えば、主あるじ以外の人が作った魔石って食べるのか？

　同じ召しよう喚かん獣じゆうだから、餌えさ感覚で食べるかもしれない。

「クロっち。魔石あげるよ」

「あら、よかったねークロっち！」

　俺はアイテムボックスから魔石を取り出し、手のひらに乗せてクロっちに近づける。




「って！　いたっ！　こら！」




　するどい嘴くちばしでクロっちが……ではなく、先ほどまで大人しかったダリアが急に暴れ出した。

　何度も頭を叩いて足をばたつかせている。

「急にどうしたんだよ！」

「ふふふ。ダリアちゃんってば、嫉しつ妬としてるんだよ。ダイキ君がクロっちに魔石あげようとするから」

　どうだろう。

　ダリアの魔石オヤツを他の誰にも渡したくなかったようにも思えるが……。

「そうなのか？　ダリア」

「あらあら、むくれちゃって。可か愛わいいなあ！」

　ダリアの顔を見ているであろう紅葉さんが身をよじっている。肩車のため、俺は顔までは見えないが、なにやら機嫌を損ねているらしい。

　お詫わびの印に持っていた魔石を渡すと、ダリアはひったくるように俺の手から奪い、口の中で転がした。

　とりあえず、許してもらえたらしい。

　食欲に関してだけなら素直なんだよなあ。

「あはは。他の召喚獣にも俺の魔石は使えるのかと思いまして」

「んー、餌としてあげるなら食べるかもしれないけど。再召喚にはどうなんだろうね」

　なんにせよ、ダリアの機嫌を損ねるのは良くないな。当面は自じ重ちようしよう。

「じゃあ紅葉さん。装備から何から色々ありがとうございました。またねクロっち」

「いえいえ、こちらこそありがとね！　ダリアちゃんバイバイ。今ならご飯いっぱい食べさせてもらえるかもね！」

　紅葉さん、余計な事言わなくていいんですよ！　ただでさえ装備の新調にお金飛んでるんですから！

　クロっちは相変わらず、馴なれ合あいを好まないようでクールに背を向けているものの、首に巻かれたバンダナを大人しく付けている所を見るに、親密度は良好らしい。

　俺たちは冒険の町の露店を後にして、風の町に向かう。

　道中ダリアが肉屋の前で暴れ出した事に関しては、紅葉さんを恨むばかりである。
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　風の町に着いた俺たちはオルさんから連絡が来るまでの間、芝しばが生おい茂しげる広場のような場所で和やかな風景に酔いしれていた。

　ダリアも俺の背中から降り、うつ伏ぶせの体勢で芝の上の小さな虫を観察している。

　足をふらふら動かして、手の上に顎あごを乗せている。鼻歌でも聞こえてきそうだ。

「のどかだ……」

「ですね」

　……。

　振り返るとそこには笑顔を浮かべたライラさんが腰に手を当てて立っていた。

　そしてその後ろにはケンヤや雨う天てんさんではなく、ライラさんと同い年くらいの女の子の姿があった。

　長い茶髪を三つ編みにした背の低い女の子は、ライラさんの後ろに隠れるようにしながら俺とダリアの様子を窺うかがっているようだった。

「こんばんはライラさん。ケンヤ達と一緒じゃないんですね」

「こんばんはダイキさん。ケンヤ達とはこの後合流する予定です。ダリアちゃんもこんばんはー！」

　駆け寄り抱き上げそうな勢いだが、なんとか持もち堪こたえる事に成功したらしい。

　よほど嫌われたくないんだろうな、ダリアに。

　別に怒るとも思わないけど。

「そちらの方は？」

「この子は私のフレンドであり、リア友でもあるクリンです」

「こ、こんばんは。クリンと申します。よろしくお願いします」

「で、こっちがクリンの召喚獣の金きん太た郎ろう丸まる！」

　こっち？

　思わず身を起こしてクリンさんの後ろへと視線を向けると、こちらへゆっくり向かってくる大きなシルエットがあった。

　固そうな焦げ茶色の毛に覆われたその召喚獣は、クリンさんの隣まで来ると低い声で小さく唸うなった。

「えっと……熊くま？」

　屈強な四本の太い脚に、鋭く黒い爪つめ。獰どう猛もうさを表すような大きな口と牙きば、そして黒水晶のような澄んだ瞳ひとみはしっかりと俺を捉とらえていた。

　でかい……。












「クリンは今日始めたばかりの新規プレイヤーなんです。前から憧あこがれていた召喚士になるために、頑張って魔石生成を終わらせて金太郎丸を召喚したんですよ」

「手伝ってくれてありがとね、礼……ライラちゃん」

　ほう、召喚士に憧れてとは親近感が湧くな。

　見た所、町やフィールドですれ違ったどの召喚獣よりもパワーがありそうだし、心強いパートナーを呼べたんじゃないか。

「……でも何で金太郎丸？」

「はいっ！　あのっ、熊には金太郎が乗ってるので、金太郎丸にしました！」

　すごい理由だ。まあ本人の直感で決めた名前が一番なのかもしれないが。

　見てくれだけでも相当強そうな金太郎丸に歩み寄り、下した顎あごに手を伸ばす。

「強そうで良いじゃないですか。よろしくな、金太郎丸」

　ガチンッ!!

「……」

「こ、こら！　金太郎丸！　いきなり戯じやれたらダイキさんもビックリしちゃうでしょ！」

　え？　今の戯れてたの？　危うく左手全部持っていかれる所だったけど。

　一度手の平をグーパーさせ、ちゃんと手が残っていることを確認する。

「ダイキさん、金太郎丸は気性が荒いから気をつけたほうがいいですよ」

「……肝に命じときます」

　金太郎みたく跨またがれる日は来なそうだ。

「ともあれ、今日始めたんじゃまだレベル一なのかな？」

「いえ、魔石生成をするまでにライラちゃんに手伝ってもらったので、今は三になってます」

　早いな。なかなか好スタートじゃないか。

「そこでダイキさんに相談なんですけど、クリンのボーナスをどれに振ったらいいか、見てもらえませんか？」

「お願いしますっ！」

　頭を下げる二人に対し、俺は曖あい昧まいな返事しかできなかった。

「とは言ってもなあ。俺は召ダ喚リ獣アに合わせた戦闘スタイルを決めてボーナスとスキルを振ったから、参考になるかどうか」

　とりあえず、クリンさんが見せてきたステータスに加え、金太郎丸のステータスも同時に見ていき、彼女たちの今後の戦い方を組み立てていった。
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　俺は自分の考えをまとめて彼女たちに伝える。

「まず金太郎丸ですが、この子は見ての通りのパワー型です。召喚獣を軸じくとする召喚士は、召喚獣を助け、助けられながら戦う事になります。まあ、今後召喚できる召喚獣が一匹なのか、それ以上召喚できるのかで変わってきてしまうのですが……」

「まだそんな話は聞きませんよね」

「はい。だからあくまで参考程度に留とどめておいてほしいのですが、金太郎丸を攻撃の要かなめとするならば、俺は自分のステータスを魔力に振るのがいいと思います」

　元々召喚士は魔法職だし、最初のボーナスも魔力に大きく振ってある。このまま魔力を上げるのが無難だろう。

「技能スキルは属性魔法を二種類程度。杖じよう術じゆつを取れば魔力も上がるし、強バ化フ系の魔法があれば金太郎丸の強さを底上げできます。回復もあれば長く戦ってもらう事もできますよ」

「属性魔法に杖術に……」

　クリンさんは俺から言われたアドバイスを一つ一つメモしているようだった。聞き漏らしがないようにもう一度説明を繰り返してあげるか。

　メモし終わったのを確認して、話を締めくくる。

「技能スキル構成はさっき言った数種と、後は実際に戦闘で足りないと感じた部分。ここをもっと伸ばしたいと思った部分を補えるようなのを改めて選ぶといいですよ。俺はそうしましたから」

　なんにせよ、金太郎丸のポテンシャルは相当高いし、気性も荒いなら尚なお更さらだ。戦闘で大きな力になるだろう。

　俺のアドバイスを受け取ったクリンさんとライラさんは、再び頭を下げた。

　ライラさんの友人ならばと、クリンさんとフレンド登録を済ませ彼女らを見送る。

　なんでもこれから、クリンさんもパーティに入れてもらえないか、ケンヤ達に相談しに行くんだそうだ。

　金太郎丸は強いし、クリンさんも強くなる事に意欲があるみたいだからケンヤなら採用するだろう。奴は素質のある人材を放ほうっておかない。

　丁度、俺の方もオルさんからメールが来ていたのでダリアを定位置に持ち上げ、露店の並ぶ道へと向かった。
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　風の町にも相当数の露店が開かれ、冒険の町にも負けず劣らずの賑にぎわいを見せている。

　オルさんの露店へと足を運ぶと、先客がいるようで楽しそうに雑ざつ談だんを交わしているのが見えた。

「噂うわさをすればなんとやらだな。おーい、ダイキ！」

　終わるまで別の露店を見て回ろうかと思った矢先、俺たちを見つけたオルさんが大きく手招きをしていた。先客の人が帰る様子もなく、笑顔を見せながら俺たちが来るのを一緒になって待っているように見えた。

「こんにちは、オルさん。そちらの方は初めましてですね。ダイキと申します、こっちは召喚獣のダリアです」

「これはご丁寧にどうも。初めまして。僕の名前は銀ぎん灰かい。ギルド【Coatコート ofオブ Armsアームズ】に所属しています。よろしくね、ダリアちゃん」

　銀灰さんは鈍く輝く銀色の鎧よろいに身を包み、腰には長剣、背中には西洋の盾を装備していた。

　騎士風の出いで立たちだな、盾役タンクにしては装備の厚みが足りない気がするが……。

　Coat of Armsとはヨーロッパにおける『紋もん章しよう』の意味を持つ言葉だと記憶している。日本で言うところの家紋に近い存在と言えばわかりやすい。

　確かに銀灰さんの胸元には小さく盾のようなマークが刻まれていた。紋章という意味とギルドのシンボルを兼かねているのだろう。

「銀灰は最前線を攻略してる大型ギルドの副マスター様だ。得物は長剣で、盾を使った攻防一体の戦闘を得意としてる。ダイキとスタイルが似てるんだよ」

「様は勘弁してくれよ。うちのギルドがどんどん勢力拡大していって困こん惑わくしてるのは僕も同じなんだから」

　困ったように答える銀灰さんをオルさんはひとしきり笑った後、横目で銀灰さんを見ながら、ひそひそと俺に耳打ちをする。

「こいつとはリアルでも友人でな、ダイキとダリアちゃんの話をしたら会いたくなったみたいでよ。まあ、無理に勧誘とかをする奴じゃないから安心してくれ」

「おいおい、聞こえてるって。……さてダイキ君。まあ、大方予想はしてるかもしれないが、話半分に聞いてほしい」

「ギルドの勧誘ですか？」

「マスターからの指令はそうなんだけど、僕自身、ギルドという縛りは苦手でね。実を言うと、僕個人がダイキ君に興味があって、友達になれないかなと思って来たわけなんだ」

　苦笑いを浮かべながら頭の後ろを掻かく銀灰さんに、俺は思わず吹き出してしまった。

「ちょ！　なんで笑われてんの僕!?」

「改まって言うことじゃないですよ、それ」

「まあ銀灰コイツはそういう男だよ。純真無む垢くっていうか、ガキっぽいっていうか」

　狼狽うろたえる銀灰さん。大型ギルドの副マスターを張れるのも頷うなずける。清すが々すがしい程に真まっ直すぐな人だと感じた。

「ええ、こちらこそお願いします。銀灰さん」

「おお！　やった！　じゃあこれからよろしくね！」

　目的は達成したから帰るね。と、銀灰さんは上機嫌に帰っていく。

　本当に、ギルド勧誘しなかったなあの人。

　いいのかそれで。

「まあ何だ。俺共々、仲良くしてやってくれ」

「勿論ですよ」

　そして俺たちは、本題に移った。
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　オルさんが作ってくれた装備を一つ一つ見ていく事にしよう。

　まず武器だが、一見変化のない鉄の片手剣に見えるものの、元の性能が大きく上昇している事がわかる。

　次にバックラー。表面の鉄はそのままに、内側を補強していた木材が、一つ目鬼サイクロプスの骨に換えられている。持ってみると、重量の方も軽くなっているように感じた。

　防具は全てがオーダーメイドで、革装備と同じような作りとなっており、今度は部分部分に鉄のプレートが仕込まれている。一つ目鬼サイクロプスの青皮はただの革よりも伸び縮みが効き、着心地は革装備の比ではない。

　剣を抜き、盾を構え、振り心地と弾はじき易やすさ、そして防具の具合を確かめる。

　剣や盾の使い易さは勿論の事、性能が上がった分安心感が段違いだ。

　防具も補強として備えられた金属同士に距離があるため触れ合わず、戦闘において邪魔になる事はないだろう。アンダーウェアのようなぴったりとしたフイット感も良い。

「素材は殆どがダイキの持ち込み品で賄まかなった。鉄はある程度在庫から回したが、費用はほぼ加工賃で問題ないぜ。ダリアちゃんの杖も渡しておく」

　直接、ダリアの手に握らされた杖は複雑な模様が刻まれた骨製の物で、性能も高い。

　こちらも大幅なパワーアップを遂げ、ダリアは満足そうに杖を振るって感触を確かめている。

「何から何までありがとうございます。文句無しの性能ですね」

「お陰で俺の技能スキルレベルもだいぶ上がったからな。いやいや、フィールドボスの素材ってのはとんでもない品だな」

　豪ごう快かいに笑うオルさんに加工賃を支払い、俺は新たな装備を手に入れた。

　全体に青みがかったその防具と、ダリアのダークレッドは対照色になっていた。

　オルさんにお礼を言い、俺たちは早速レベル上げに向かう。

　今日の目標は、風の町付近で新しい敵を倒すことだ。
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　風の町には南ナット平原へ繋つながる入り口の他に、二ヶ所のポータルがあった。

　それぞれが冒険の町ではないどこかに繋がっているようで、Frontierフロンテイア Worldワールドのマップはまだまだ全ぜん貌ぼうが見えてこない。

　俺たちは南ナット平原へ繋がる入り口からＹの形に続く道の左側へと足を進める。

　装備のグレードも上がり、一つ目鬼サイクロプスとの戦闘でレベルも大幅に上がっている。

　油断は禁物だが、過度に警戒する必要はなさそうだ。




「さて。まずはスキル取得券で……」

　調教術を控えにいれ、新たに有用な技能スキルを取得する。

　職業や種族毎ごとに変わるともされる数多の技能スキルは、それでも膨大な種類が存在している。

　その中から慎重に、使い勝手の良さそうなものを厳選していく。

【野や性せい解かい放ほう】#Active

　モンスターのステータスを強化する。技能スキルの効果が残っている状態のモンスターを倒した場合、取得経験値量アップ。

【起き死し回かい生せいの策さく】#Passive

　自身の残りＬＰと総耐久値を超える攻撃を回避した場合、次回の攻撃のダメージ量が二倍になる。

【体術】#Passive

　軽やかな身のこなしを会得する。無手での攻撃の際、ダメージ量アップ。

　そして最終的にこの三つが候補に残る。

　野性解放は一見クレイジーな技能スキルではあるものの、モンスターの見方を変えれば召喚獣も含まれそうな気がしないでもない。

　実際のところ非常に曖昧なため保留となった。

　起死回生の策は、効果にあるところの回避が《その身一つで攻撃を受けずに避よける》だけなのか、それとも《弾きパリイなどで攻撃を流し、一撃必殺をやりすごす》にも適用されるのかで悩んだ。こちらも保留だ。

　体術はオーソドックスな技能スキルの一つだが、軽やかな身のこなしは場面場面で必要になってきそうだと感じ、候補に入れておいてある。

　残念な事に、野性解放も起死回生の策も取得した人がいないのか、掲示板等で調べても俺の疑問が晴れることはない。

　技術者の心得を弾きパリイに活用できたりと、自由度と汎はん用よう性せいの高い技能スキル達ではあるが、曖昧な説明文に苦悩するプレイヤーも少なくなさそうだ。

　スキル取得券はケンヤ曰いわく、かなり希少価値の高いアイテムらしい。

　無駄遣いで終わらせるわけにはいかないが──どうしたものか。

　無難なところを取れば、間違いなく体術一択になるが……。




「ま、誰かが先陣切ってやらないと次の人が進めないよな」

　定位置にいるダリアを意識しながら、俺は【野性解放】を習得した。

　召喚獣が懐なついて言うことを聞くようになったことにより、召喚士は地雷職から脱出できたと言えるから──後は最強職にまで上り詰めるのみだ。

　俺がそのきっかけを作れば他の召喚士が更なる境地を開いてくれる。と、願いを込め、俺たちは新たなフィールドへと向かう。
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　表示されたフィールド名は、温風の抜け道とあった。

　風の町を包む優しい風とは違い、むわっとした熱を帯びた風が吹くこのフィールドは、奥に行くにつれ周りの草木が減ってきているように感じた。

　辺りの水辺らしき場所も暑さのためか干上がってしまい、魚の骨やひび割れた土だけが虚むなしく残されている。

「盾役タンクが敵視ヘイト稼いでる間に白は双そう剣けんと槍やりの回復に専念！　俺が麻ま痺ひを掛けるから黒は強魔法よろしく！　盾役タンクは魔法でできた隙すきを使って強バ化フの掛け直し！」

　近くでは二足歩行のトカゲ型モンスターに対し、六人フルパーテイが連携を取りながら戦闘を行っていた。

　パーティでの連携は冒険の町付近のフィールドではあまり見られなかった光景なだけに、ここはそれなりに難易度の高いフィールドだと想像できる。

「ダリア、魔石食べるか？」

　舐なめてるというわけではないが、俺たちはあくまで平常運転だ。

　──この後待ち受ける戦いが、熾し烈れつを極める物だとも知らずに。
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　しばらく歩くと、目の前にモンスターが湧ポいツたプ。

　形状は先ほどのパーティが戦っていたトカゲ型モンスターで、持っている得物はメイスのような物だった。

【リザード・クレリック Lv．14】

　戦闘が始まるや否や、リザード・クレリックは周囲に黄色い粉のような物を振り撒く魔法を放った。

「あ……れ？　からだが……」

　──まずい！　まさか状態異常か!?

　迫ってくるリザード・クレリックにどうする事もできず、体は硬直し、新調した剣や盾も構える事すら許されない。

「っが！」

　魔法型クレリツクとはいえ人外のモンスター。体を覆う鱗うろこは筋肉により盛り上がっている上レベルも高い、腕力も相当な物だ。

　間髪容いれず詠唱に入るリザード・クレリック。

　今ので俺のＬＰは二割程削られ、未いまだ麻痺は続いている。

　リザード・クレリックが次に放ったのは電撃で形成された槍。

　紫し電でんが逬ほとばしるその槍が放たれ、恐ろしい速度で俺の体を貫いた。

「ぐっ!!」

　麻痺の効果が解けるのを確認し、素早く鼓こ舞ぶ術じゆつにて四つの強バ化フを掛けた。

　見ればＬＰは六割を切り、直撃していないとはいえダリアにも多少のダメージが入っている。

「ダリア、出し惜しみは無しだ。ＭＰが切れそうになったら教えてくれ。今回は回復薬も持ってきてる」

　定位置から降り臨戦態勢となるダリアに、回復薬の存在を知らせておく。

　リザード・クレリックは再び、最初に放った麻痺の粉を振り撒く。同じ攻撃を二度も食らう訳にはいかないな。

　大きく距離を取って粉をやり過ごした俺は、魔法が終わった瞬間を狙ねらって一気に距離を詰めた。

　バックラーで顔半分を覆うようにして突進しながら、右手の剣に技アーツを溜ためる。

「『青の閃剣ブルー・ソード』！」

　青色の光を帯びた一撃は、リザード・クレリックの腹部へと迫り……。

　──弾かれる。

「なっ!?」

　弾きパリイだ。リザード・クレリックはメイスによって俺の剣を弾き、空いた手に溜めた炎の塊を振りかざす。

　弾きパリイによって生まれた大きな隙。どうする事もできない俺に、轟ごう々ごうと燃える炎が迫る！

　──瞬間。俺の視界を一瞬にして通過した黒い何かがリザード・クレリックの肩に突き刺さった。

　リザード・クレリックは堪たまらず魔法を解き、弾きパリイによる硬直から解放された俺は大きく退しりぞく。

「助かった、ダリア」

　相変わらず無表情のダリアは、新調した杖を突き出した状態でリザード・クレリックを見据えている。

　今のは闇矢ダークアロー、速度と貫通力に優れる分、威力は高くない。

　リザード・クレリックのＬＰは一割程度しか減っていない。

　カチカチと歯を鳴らして威嚇してくるリザード・クレリックに、流れてもいない汗を拭ぬぐいながら素直な感想が口から溢あふれた。

「おいおい……まるで格が違うじゃないか」

　冒険の町付近のフィールドはお試しだったとでも言うのか？

　開始早々、突進ではなく俺たちの動きを封じる魔法を放ったリザード・クレリック。

　その上単調な攻撃に対して避けるだけならまだしも、弾きパリイで隙を作って反撃の魔法だと？

　状況はまだまだ俺たちが不利だが、血が沸くような感覚に内心ワクワクしている自分に気付いた。

「これからだっつーの！」

　メイスによる鋭い攻撃に、俺は防御を余よ儀ぎなくされていた。

　攻撃の種類も振り払い、突き、振り上げ、突進と状況に応じて一番痛い所を突いてくる。

　これで魔法型クレリツクだと言うのだからやってられない。

　召喚獣であるダリアが高度なＡＩ人工知能を持つように、モンスターであるこいつらも同様のＡＩを持っているのだろう。

「参ったな。盾弾きシールドパリイする隙なんて全然無いぞ」

　攻撃速度が速すぎて弾きパリイのタイミングが摑つかめない。技術者の心得もうまく機能していない状況だ。

　盾突進シールドタツクルによりリザード・クレリックの胸にぶつかり、弾き飛ばす。

　数値的な筋力は俺の方が高いものの、技アーツでも使わない限り、一回り近く違う体格差で押さえ込まれてしまうのが現状だ。

　ダリアの魔法もなかなか決定打を与えられず、速度頼りの闇矢ダークアローが数回決まっただけだ。

　リザード・クレリックのＬＰはまだ半分程残っているが、俺のＬＰはゴリゴリ削られ三割を切っていた。

　技アーツはヤツの動きで封じられているため、ＳスキルＰポイントはほぼ満タンに近く残っているものの……。

　ダリアのＭＰも魔法の空振りにより、四割程消費されている。控えに回復薬があるためまだ余裕があるとはいえ、長期戦になると此方こちらが不利なのは目に見えていた。

「って、糞くそ、こんな時に」

　鼓舞術の効果が切れた。次に使えるのは一分後だ。

　リザード・クレリックはここが好機チヤンスだと、凍いてつく氷の槍を形成した。

　かなりのＭＰを注つぎ込こんだのか、リザード・クレリックも息が上がっている。

　ここで何としても流れを変えねばやられる！

「近付きながら斜めに避ける。数秒のクールタイムに技アーツを……っ!?」

　──嵌はめられた。こんな事までしてくるのか。リザード・クレリックを見ると、微かすかに笑みを浮かべたように見える。

　氷の槍に目を奪われていた俺は、足元に氷の床が出来ている事に、気付くのが遅れてしまった。

　──時すでに遅し。ガチガチに拘束された足は全く動く気配が無く、氷の槍はバックラーで防ぎきれるかどうかも怪しい。

　勝ち誇ったように、リザード・クレリックは氷の槍を投とう擲てきした。

「……なーんてな。うちには優秀な炎の娘フアイアー・ガールがいるんだよ」

　槍は俺に届く前に、炎の壁によって溶かされた。同時に俺の足元の氷も溶け、すかさずリザード・クレリックに駆け寄る。

「『赤の閃剣レツド・ソード』!!」

　クールタイムで動けないリザード・クレリックに初めて決定打が叩き込まれた。

　──しかし、攻撃はこれだけでは終わらない。

　走り抜けるように技アーツを繰り出した俺がその場を離れると、ワンテンポ遅れて巨大な炎の柱が空へと伸びた。

　ダリアが高威力魔法技の火炎柱フレアーを放ったのだ。

　リザード・クレリックはこの二つの攻撃により、身体を光の粒子に変えた。

「……しんどいな。これからの敵が全部コレだと考えると」

　堪らずその場に座り込みながら、小さな勝利を喜んだ。







　俺たちは一度町へと戻って来ていた。

　先の戦いにより、アイテム類の数が心こころ許もとない事に気が付いたためだ。

　思ったより全然甘くない。装備を変えていなければ、先程のリザード・クレリック戦で全滅もあり得たかもしれない。

　回復薬等の消費アイテムが並ぶ露店をいくつか回り、十分な量を蓄える。

　ダリアの生命線であるＭＰを回復する薬に加え、ＬＰを回復する薬。そして先ほど苦しめられた状態異常を解除する薬など、数種に渡るアイテムを購入。

　今更だと言われればそれまでだが、消費アイテムはやはり必需品なのだろう。

「じゃあ再出発といきますか」

　その後も俺とダリアは湧いてくるリザード達を相手に死闘を繰り広げ、レベル上げを続けるのだった。













　仕事がひと段落した俺おれは、久方ぶりにFrontierフロンテイア Worldワールドにログインする。

　長期出張や残業が続くと、どうしてもゲームができなくなる。あまりゲームに現うつつを抜かしてられないのも社会人の辛つらい所だ。

　有給休暇を使ってみっちりやり込みたい所だが……仕事に文句を言っていても仕方がないか。




　──最後のレベル上げから、実に三日の時が過ぎていた。




　ログインした俺は辺りを見渡す。

　前回ログアウトしたのが風の町にあるポータル前だったため、ログイン場所もここになっていた。

　足元には眠そうな瞳ひとみで見つめるダリアの姿があり、なんとなくだが『久しぶりだな』と訴うつたえているように感じる。

　実に三日、ダリアをほったらかしにしていた事にもなるわけで……彼女がその間、何して過ごしているのかは把は握あくできないが、

「ひっさしぶりだなあダリア！　うりゃうりゃ！」

　寂さびしかっただろうに。と、力の限り抱きしめ頭を撫なでる。というか俺が寂しかった。ダリアも満更じゃないのか、されるがままになっている。

　周囲の視線も憚はばからずダリアとの再会をひとしきり堪たん能のうした俺は、メニュー画面からフレンド欄らんを選んでスライドさせた。

　フレンド欄では友人のログイン状況や現在地が把握でき、メールで確認せずとも会いに行くことができる。

「お、ケンヤ達は全員ログインしてるな」

　フレンド欄のオフラインを示す黒色の名前はオルさんと銀ぎん灰かいさんの二人のみ。ケンヤ達は全員フィールドか。

　ま、とりあえず久しぶりって事でちょっと顔出しに行ってみるか。

　ダリアを肩車定位置に装備しながら、彼等に会いに冒険の町へ転移した。




　フィールドに出かけているケンヤ達が戻ってくるまでの間を利用し、俺たちは露ろ店てんを回り、紅葉もみじさんの店を見つけた。

「こんばんは、紅葉さん。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

「あら、ダイキ君にダリアちゃん！　しばらく見なかったから心配してたのよ！」

　紅葉さんは俺たちを見るなり、並べていた商品をそのままにして此方こちらへやって来た。

　露店にはガラスケース等がないため、商品が風ふ呂ろ敷しきの上にベタ置きされている。

「仕事との両立がなかなか……ていうか、商品見てなくて大丈夫なんですか？」

「ん、あぁ。これは露店に付いてる機能の一つで見本用の偽にせ物ものだから、汚れも付かないし持ち出しもできないのよ」

　なるほど、商品が剝むき出だしになるから配はい慮りよがなされているのか。盗とう難なん防止とは……俺たち戦闘職は知らない機能だな。

　世間話を交わしていると、上空から黒い何かが急降下してきた。

　大方の予想はつくが──。

「やあクロっち……って、え？」

　紅葉さんの横に降り立ったクロっち。しかし気のせいだろうか？　前に見た時より体が一回り大きくなっている気がするが……。

　黒い羽と同色の瞳は赤く妖あやしく光り、片目は眼がん帯たいが付けられている。

　首元に巻かれたバンダナが、辛かろうじてクロっちだという印にはなっているものの……。

「あー。クロっちね、昨日進化したのよ」

「進化？」

「そう。素材集めも兼かねて久々にフレンドとフィールドに出掛けて、その道中のレベルアップで形が変わったのよ」

「え、ちょっ……ステータスを見せていただけませんか？」

　いいわよー。と、あっさりステータスを見せてくれる紅葉さん。

　俺は食い入るようにして、ステータスを確認した。

　前見た時は盗賊鴉シーフクロウだった種族名が、今は海賊鴉パイレーツクロウに変化している。

「結構ステータスが伸びてますね」

「ええ、元々一人でフィールドに行ってたからあたし抜きでも強くなってはいたんだけど、形状が変化してからはスピードが段ダ違ンいチね」

　確かに俺自身、クロっちが紅葉さんを残して何ど処こかへ飛び去る姿しか見ていない。

　物を拾ってくるついでなのか、レベル上げの際に敵から拾ったのか。

　行おこなっていたのはアクセサリーの材料集めだけでは無かったようだ。自ら勝手にレベリングして帰ってくるとは恐れ入るな。

　それにしても、進化という第二のステージが存在するとは。

　進化に伴ともない、ダリアの姿も変わるのだろうか？　身長が伸びるのか？

　もしかしたら会話も可能になるかもしれないな。




　紅葉さんと別れた俺は、ケンヤ達が冒険の町に戻っているのを確認しメールを送る。と、しばらくしてから返信が来た。

「丁度良かった、か。なんだろう」

　どことなく不吉なメール内容に苦笑しつつ、俺は待ち合わせ場所に指定されたレストランへと向かう。







　約束のレストランは露店から非常に近い場所にあったため、すぐにたどり着けた。

　辺りに漂ただよう焼いたパンとコーヒーの香りが鼻はなをくすぐり、ダリアがそわそわしているのがわかる。

「あれ？　ダイキさん！　こんばんは！」

「こ、こんばんは」

「お。ライラさんにクリンさん。こんばんは、久しぶりですね」

　てっきりケンヤ達は中で待っていると思っていたが、ケンヤと雨う天てんさんは装備のメンテナンスと買い物で少し遅れるそうだ。

　ライラさんとクリンさんには先に店に行くように言ってあったらしい。

　立ち話もなんだし、とりあえず店内へ入る事にしよう。

　従業員にケンヤと雨天さんを含めた人数を伝え広々としたボックス席へ通されると、ダリアは我慢できないとばかりにメニュー表へと食いついた。

　文字通り、メニュー表に嚙かみついているのである。

「ダリア。それは料理じゃないぞ」

　ダリアが口に咥くわえていたメニュー表をひったくり、適当に数点の料理を頼む。ダリアは肉料理なら好き嫌いしないため、俺の注文には文句を言わない。

「お二人も、ケンヤ達がいつ来るかわかりませんし、先に頼んじゃいましょう」

　ダリアにだけ食べさせるのも変な話だと、俺は二人に注文を促うながした。




　料理が運ばれてきて、食べ散らかすダリアの面倒を見ながら雑ざつ談だんを始めた。

　ダリアの頰ほおについた食べカスを拭ふくのは、もはやお馴な染じみとなってきている。

　ダリアの方も気にしつつ、俺は、クリンさんの膝ひざ上うえで丸くなっている毛玉に視線を移した。

「クリンさんの膝の上にいるそのぬいぐるみはもしかして」

「はい！　金きん太た郎ろう丸まる町中verバージヨンです！」

　やはりか。

　大人しく寝息を立てて規則的に体を上下させるその小こ熊ぐまは、金太郎丸の町中用の姿だった。

　元の姿を知っているだけに、ぬいぐるみのような愛らしさ漂う現在の金太郎丸に思わずにやけ顔になってしまう。

「最初はずっと大きいままでしたが、頼んだらこの形になってくれたんです」

「町中で熊が出たらパニックですからね」

　金太郎丸のこれは進化とは違った機能。言うなれば《変化》と区別化すべきか……。

　俺の召しよう喚かん術じゆつの技能スキルに変化という項目は無い。クリンさんの召喚術レベルが俺よりも高いか、呼び出した召喚獣によって技能スキルが出現するのか──。

「でっかい金太郎丸も可か愛わいいけど、小熊になった金太郎丸も堪たまんないー！」

　触りたくて触りたくて堪らないと言わんばかりの、少し危ない表情を見せるライラさんは、両手をわきわきさせているものの、静かに眠る金太郎丸を思ってか欲望を抑えつけていた。




　本当にモフモフが大好きだなこの人は。
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　しばらく談笑していると、遅れてケンヤと雨天さんが現れた。俺を見るなり嬉うれしそうに手を振る雨天さんと、申し訳なさそうに頭を掻かくケンヤ。

「よう」

「よ。先に食ってるぞ」

「こんばんは、ダイキさん。ダリアちゃん」

「こんばんは、雨天さん。お久しぶりですね」

　遅れて来た二人も自身のステータスに合った料理を頼み、他た愛あいの無い会話を続けた。

　ダリアは三日間の鬱うつ憤ぷんを晴らすかの如ごとき食いっぷりを見せている。

「で、何かあったのか？」

「ふふん。まあ聞いてくれよ」

　ケンヤは得意げな表情を浮かべながら、自身のメニュー画面を俺に見せてきた。

　そこには数種のアイテム群と、それらの売値が並んでいる。

「これは？」

「フィールドボスのドロップ品だ。そしてこれは昨日、俺たちで倒したフィールドボスのアイテムが売れた時の値段」

　素材から何から全すべて売れている上に、なかなかの値がついている。

　更には撃げき破は報ほう酬しゆうやＭＶＰ報酬もその中にあり、かなりの高たか値ねで売れていた。

「すごいな。全部売るとこんな値段になるのか」

「まあ総撃破数はまだまだ少ないから需要も高い。撃破報酬やＭＶＰ報酬はそれぞれ一人ずつにしか落ちないから需要は更に上がる」

「私たちの第一目標はギルドの設立です。報酬でのステータス強化は少し惜しい部分もありますが、早めにギルドを作って土地の契けい約やくができればそれ以降は安あん泰たいですからね」

　ギルド設立には三人以上のプレイヤーがパーティを組み、それなりの金を払う事で申請できると聞く。

　とすれば、彼らは設立の為ための資金がある程度集まっているという事になる。

　──ともあれ。

「土地ですか？」

「ええ。土地にはまた別のお金が掛かりますが、現在の値段なら大きな額ではないんです。そして土地の契約さえ済ませれば、ギルドホームを設立できるんです」

　楽しげに語る雨天さんは、その後もギルドホームについてのあれこれを話してくれた。

　各町にある空き地に、ギルドメンバーが金を出し合って建てるこの建物は、所持金や所持品の管理や駄だ弁べりの場、他人に聞かれたくない内密な会話をする部屋など、ギルドを設立するプレイヤーの目標とも言える物らしい。

　改良すれば生産活動に必要な設備だったり、訓練所だったりを設ける事もできるそうだ。

「それって俺みたいなソロ希望のプレイヤーでも、土地だったり家だったりを建てる事ができるんですか？」

「はい！　私もゆくゆくは個人宅もって考えてます！」

　ライラさんは本当に楽しみなのか、まるで少女のような笑顔で語る。

　自分たちの第二の家として、ギルドの結束を深める場所として、ギルドホームは非常に重要度の高い施設だという。

「金太郎丸も元の姿でのびのびさせてあげたいので！」

「そうですね。自分の召喚獣パートナーとは、周りの目を気にせず触れ合いたいですもんね」

「公共の場で幼よう女じよを抱き締め撫で回す人にもオススメの施設だ」

「誤解を生むような言い方はやめろ」

　全くこいつは。まるで俺が犯罪者みたいじゃないか。

　横に座るダリアがジト目で見てくるが、全く心当たりが無いので無視する。

「とは言っても、ギルド設立にはメンバーは足りているんだろ？　俺が呼ばれたのは違う理由なんじゃないのか？」

　少し脱線していた話を戻す。

　待っていました。と言わんばかりに、ケンヤがニヤリと笑った。

「頼みたい事ってのは……ズバリ、フィールドボス攻略だな」

「ボス戦か」

　思えば一つ目鬼サイクロプス以来、ボスとの戦闘はしていないな。

　以前掲けい示じ板ばんを覗のぞいた時、既に冒険の町から行ける東西南北のフィールドにいるボスは全て攻略されているとあった。

　ということは、そのいずれかを相手にするなら情報が載っているかもしれないな。

「俺たちが倒したのは、北きたナット林りん道どうのでかいカブト虫みたいなボスでな、そこまで強くないって聞いていたし、攻略法もしっかり載っているから苦労したが倒す事はできたんだ」

「でもそれだけに素材はあまり高く売れませんし、報酬が良かったのもあってそこそこのお金にはなったんですが……」

　ギルドやギルドホームのための資金には物足りないわけか。

　なかなか急いでるような印象を受けるが……土地の値段が安い分、競争率が高いのか？

「ダイキ。お前とダリア嬢じようがいれば東のボスも倒す事ができるだろう」

　曰いわく、東ひがしナット洞どう窟くつのボス《ストーンゴーレム》は一つ目鬼サイクロプスとは対極の物理防御特化のボスらしく、それから取れる素材は戦士職を始めとする最前線のプレイヤーにも好んでよく使われるらしい。

「このパーティの陣形はタンク俺、剣けん士しのライラ、召喚獣の金太郎丸が前衛でクリンが魔法攻撃と味方の強化、雨天が魔法攻撃と味方の回復を担当している」

　ケンヤは言わずもがな、軽い身のこなしと高い戦闘技術を誇るライラさんに、攻撃力の高い金太郎丸。

　雨天さんと共に後衛を務めるクリンさんは、俺がアドバイスした通りに魔法職特化の技能スキルを取ったみたいだ。

　──非常にバランスのいい隙すきのないチームだと思うが……。

「今回の相手は物理防御特化の敵だ。弱点は打属性攻撃と水属性魔法なんだが、まともにダメージを与えられるのが雨天しかいない。俺の両手盾技能スキルにも打撃技アーツは存在するが、筋力にはあまり振っていないからなあ」

「私の剣も大きなダメージは見込めませんし、金太郎丸も物理攻撃が主体です。クリンの属性は雷と風なので決定打に欠けます」

　なるほどなるほど。このパーティは物理防御特化の地属性モンスターに弱い。そういう事か。

　となれば今回戦おうとしているボスは、彼らが最も不得意とする敵なわけだ。

「水属性魔法主体の純じゆん粋すいな魔法職を一時的に募集したんじゃダメなのか？」

「それも考えたが、残念な事に俺たちの提示する条件で同行してくれるプレイヤーはいなかった」

「そうか。……にしても、俺とダリアが入れば七人になるわけだし、それだと定員オーバーじゃないか？」

「エリアボスを含めたボスは基本的に最高で五パーティ三十人編成でも戦えるんだ。だから無理に六人で揃そろえる必要もない──が、皆に渡る素材や報酬、金は分配されるから旨うま味みがなあ」

　資金を集めるためのボス戦なだけに、高額な報酬を渡すのは避さけたいし、故に人数は抑えたい。かと言って少しの素材や金じゃ動く人はいないという。

　ケンヤが言うには、一パーティに抑えたとしても素材と金は均等に分配されるが報酬は高い確率でクリンさんに渡ってしまうらしい。

「報酬がクリンさんに渡るというのは？」

「は、はい。召喚士は召喚獣の貢献度もカウントされるみたいで、最後に攻撃を与えた撃破報酬にしても、最もダメージを与えたＭＶＰ報酬にしても金太郎丸の攻撃力は高いですし。一パーティで二枠分の貢こう献けん度どを出している私に流れてくるケースが多いんです」

「野の良らで募集されているのはアイテムロットが恨みっこなしのボス討とう伐ばつだから、条件的にそちらのほうが参加する旨味が多い。俺たち利害関係の一致しているパーティの中に入った一人は、理不尽さに不満を抱くだろう」

　クリンさんに渡った撃破報酬一つだけでも渡す……ってこれでは資金集めにならないのか、欲張りって言えば聞こえは悪いがケンヤ達は全て資金に充てたいのだろう。

「……なにも東のボスじゃなくても、他のボスを複数回倒せば問題なくないか？」

「まあそうなんだが、倒すには相応の準備とアイテムが必要になるんだ。俺たちは毎日集まれるわけじゃないし、その上、乱獲防止のためなのか、同じボスは倒したあと一週間挑む事ができない」

「南の一つ目鬼サイクロプスは、ダイキさんが討伐した後ＬＰに大幅な上方修正が入ったみたいで、突破できたパーティは数える程しかいないみたいです。西のボスには物理攻撃が効かず、なにより聖せいや光属性がなければまともな戦いができないと聞きます」

　あれ以上強くなった一つ目鬼サイクロプスとは戦いたくないな。

　西には物理攻撃無効の幽ゆう霊れいがいたし、ボスもその延長か。ダリアの属性は火と闇やみだしな。ダリアを極力危険に晒さらしたくはないが……適正人数以上での参加という話だから、受けても死ぬ危険性は低いか──。

「わかった。協力するよ。三日分のレベル上げもしたいと思っていたところだし」

「すまないな、図ずう々ずうしいお願いなのに。素材を売らずにとっておいて一気に売るにしろ需要は下がるし、なにしろ大金を持ってると不安でな」

「まあ俺の数少ないフレンド達のためだ、苦でもなんでもないよ」

　ボス戦の一度や二度、手伝うのはやぶさかじゃない。ボスにも興味があるし、新しい町にも勿もち論ろん興味がある。

　俺は予あらかじめ頼んでおいた料理を平らげ、筋力、耐久値、器用値のステータスが微量上がっているのを確認した。

「となれば善ぜんは急げだな。あまり遅くならないうちに行ってみよう」







　東ナット洞窟に来たのは採さい掘くつ以来だな。今後の為に採掘もしながら向かおう。

　俺たちはボスの待つ洞窟の奥へと歩いている。道中、主に俺が道草を食いながらも戦闘は素早く、最小限に終わらせて進んでいく。

　因ちなみに、レストランでの食費はまたまたケンヤに持ってもらっているが、今回は参加の条件なので小言は言われなかった。

　まあ、少なからず金銭的負担ダメージがあったのは想像に難かたくないが。

　因みに、全員の現在の簡潔なステータスはこうなっている。




　ケンヤ／重戦士 Lv．17

　ライラさん／剣士 Lv．15

　クリンさん／召喚士 Lv．12

　金太郎丸／召喚獣 Lv．９

　雨天さん／青魔法使い Lv．16

　俺／召喚士 Lv．12

　ダリア／召喚獣 Lv．８




　皆に頼まれた俺達だが、クリンさんには追いつかれ、金太郎丸に至ってはダリアを上回っている。

　相当頑張ったのだろう。あの日、俺にアドバイスを受けたクリンさんがこんなに成長しているとは──なにか感慨深いものを感じるな。

　ストーンゴーレムに物理攻撃は効き辛いが、俺の弾きパリイやダリアの魔法、特に闇属性なら十分通用するらしいので戦闘するのが非常に楽しみだ。

　パーティ編成はケンヤ達とは別に俺とダリアが戦闘に参加する形になっている。

　ボス部屋では人数によって強さは変動するものの、別パーティだからといって個体が分けられるという事にはならないらしい。五パーティ、最大三十人まで参加ができる。

　大人数で入ったらボスのステータスはどれほどまで伸びるのだろうか。

「着いたぞ。この扉の向こうだ」

　先頭を歩いていたケンヤが大きな扉の前で立ち止まる。

　扉は洞窟と同じく岩でできていた。

　奥にいるボスからなのか、ただならぬ雰ふん囲い気きと重圧が体にのしかかってくる。これは一つ目鬼サイクロプスを目の前にした時の感覚とよく似ていた。

「それじゃあ、行きますか」

　俺の言葉に皆が無言で頷うなずくと、計ったかのように扉が重い音を響かせながら開き、中に鎮ちん座ざする巨大な岩の像が目を光らせた。

　初のパーティによるボス戦。僅わずかなミスが命取りになるだろう。

　リザード・クレリックと戦った時に慢まん心しんも余よ裕ゆうも捨ててきた。

　ケンヤと俺は、盾たてを構えながらボスに向かって駆けだす──。
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　盾役タンクの俺とケンヤ。少し遅れてライラさんと金太郎丸、最後にクリンさんと雨天さん、そしてダリアが部屋へと入る。

　俺たちが全員入ったのを認識しているのか、扉が砂煙を立てながら閉じていく。

　それと同時に、黄色く光る目はそのままに、立ち上がる巨大な石像ストーンゴーレム。

　その昔、コロシアムで死し闘とうを繰り広げた剣闘士グラデイエーターの姿を模もしたその石像は、肉厚の大剣を片手に持ち、挑俺戦た者ちを見下ろした。

　重厚な石の鎧よろいは、たとえ鉄で作られた剣でも貫くのは不可能であると瞬時に悟る。

　また、石像ゆえに水属性が弱点だという事も納得だ。

　頭のてっぺんから足のつま先まで、くまなく石でできたその石像は、石の大剣を一気に振り下ろした。

「避よけた後もしばらく走れ！　余波でダメージが入るぞ！」

　ケンヤの指示に皆が従い、大剣をやり過ごす。

　巨大な剣は大地を穿うがち、余波で辺りの砂が波紋のように広がる。

「『猛もう攻こうの布ふ陣じん』『鉄てつ壁ぺきの布陣』『疾しつ風ぷうの布陣』『降こう魔まの布陣』」

　すかさず皆に四重の強バ化フを付属する。

　そこに雨天さんが空中にいっぱいの水の塊を溜ため、身の丈ほどある木のロッドを振り抜いた。

「『水流弾ハイドロボール』！」

　水の塊がストーンゴーレムに向かって射出される。ダリアも加勢するかのように貫通力の高い闇矢ダークアローを形成、左足の膝を狙ねらって勢いよく放った。

　そのどちらもが、ストーンゴーレムにヒットする──が、ボスの減ったＬライフＰポイントは五％程だ。

「『こっちに来い』」

　後衛組に向いた敵視ヘイトをケンヤがすかさず引き寄せる。

　装備の大盾は木製から金属へと換わっていた。

　レベルは勿論、装備の質も上がっているようだ。

「『守りの心デイフエンス・ハート』」

　防御系強化を自身に付属させたケンヤに、ストーンゴーレムの大剣が到達。鈍い金属音が辺りを劈つんざき、空気が揺れる。

　しっかりと地に足をつけ踏ん張るケンヤ。ＬＰは減少しているものの、強力なこの一撃を耐え抜いている。俺のバックラーと耐久値では、正面から受け止めればなす術すべなく吹き飛ばされるだろう。

「『青の閃剣ブルー・ソード』」

「『剛猿の剣コング・ソード』！」

　攻撃が止まればこちらのターンだ。たとえダメージ量が少なくとも連続して攻撃できれば連撃ボーナスによる蓄ちく積せきダメージも追加される。

　俺の青い剣は左足の膝にヒットし、逆のサイドからライラさんが同じ場所に重い剣技を叩たたき込む。

「『疾風』『迅じん雷らい』」

　クリンさんの強化魔法で敏びん捷しよう値ちを底上げされた金太郎丸が、緑と黄色の渦巻くオーラを身に纏まとい、剛ごう爪そうでの一撃を浴びせる。

　バキバキと自分の体を削られ激げき昂こうしたのか、声ともとれないような雄お叫たけびをあげたストーンゴーレムが反撃にでた。

　今度は薙なぎ払はらうように大剣を地面の上に滑らせ向かってくる。

　ケンヤは大盾を地面に刺し、大剣と対たい峙じする形で姿勢を低くとり、地面に踏ん張った。

「『守りの魂デイフエンス・ソウル』加えて『鋼はがねの闘とう志し』」

　準盾役サブタンクとしての俺の役割はケンヤのＬＰの激しい減少、ＭマジツクＰポイント・ＳスキルＰポイント切れの前にスイッチ交代する事。

　今はケンヤを信じて攻撃に集中する時だ。

　後衛組もろとも巻き込む規模の薙ぎ払いも、ケンヤの鉄壁の守りにより事無きを得る。

　地面に刺した大盾とケンヤが一体化したように、大剣を受けても微動だにしない。

　これが盾付弾けき焼のき俺刃と鉄壁のケンヤ本職の違い。安心感も安定感も段違いだ。

「『飛ひ閃せん剣けん』」

「『剛猿の剣コング・ソード』！」

　再びライラさんと俺の攻撃がストーンゴーレムの左膝にヒットし、ストーンゴーレムのバランスが崩れる。

「『突風弾ブラストボール』」

「『癒しの水ヒールウオーター』」

　金太郎丸が追撃し、クリンさんの風の魔法が突き刺さる。

　そしてダリアの爆破バーストが発動し、雨天さんの回復がケンヤのＬＰを癒いやした。

　──しかし倒れない。

　ストーンゴーレムの攻略法は片足を狙った部位破壊もそうだが、それに伴い転倒させる事。石と石がぶつかればＬＰのダメージ以上にストーンゴーレムの身が削れる。

　最後のダリアの爆破によって膝に大きな亀き裂れつが走ったのは見えるが、倒すに至っていない。

「連続パンチが来る！　ダイキ！」

　ストーンゴーレムの左手が光り、熱を帯びる。

　これは自ら攻撃を受ける事で味方を守る事ができるケンヤのような盾役タンクの苦手とする無差別攻撃ランダムターゲツト。身軽なライラさんや金太郎丸、自身の身を守れるケンヤは問題ないが後衛組に被弾すれば一撃で戦況が変わる。

　俺は攻撃のモーションに移るより先に後衛組の前に立ち、ダリアに合図を送る。リアクションのないダリアだが、ヘマするタマじゃない。信じてるぞ。

　マグマラッシュと呼ばれるその技は、恐ろしい速さでケンヤを二度も殴りつけ、ライラさん、金太郎丸へと続き、俺の方へと向かってきた。

　前衛組は全員やり過ごしたようだ。ケンヤのＬＰも四割程減っているようだが問題はない。

　ダリアがストーンゴーレムに闇霧ダークミストと影縛りシヤドウバインドで、行動を一瞬ではあるが制限し、光る拳こぶしの速度が鈍る。

　俺はバックラーで攻撃を受けつつ、光る拳を誰もいない方へと受け流していく。

「っお！」

　装備で耐久値も器き用よう値も上がっている。弾はじく事はできずとも受け流す事で隙すきを作る事はできる。

　俺が盾弾きシールドパリイに成功したと同時にストーンゴーレムの頭部に水の塊が直撃し、ＬＰが目に見えて減少した。

　事前の打ち合わせ通り、マグマラッシュの時に限り、薬で回復するケンヤと攻撃に全力を出す雨天さん。

　そして盾弾きシールドパリイによる確定Criticalクリテイカルにより、大きなダメージを与える事に成功した。

　これは大きい。

　これまででボスのＬＰを約二十五パーセント近く削る事に成功する。

　一見、大して減っていないように思えるが、転倒させることができたなら五十％が固定ダメージとなり、起き上がるまで隙ができる。

「「『盾突進シールドタツクル』」」

　再び放たれたダリアの阻そ害がい魔法で動きを鈍らせ、俺とケンヤによる盾の殴打で亀裂の入った膝に突っ込んだ。

　何かが弾けるような破裂音と共にストーンゴーレムの膝が崩れ、前のめりに倒れ込む。

「皆総攻撃！　ストーンゴーレムが立ち上がるモーションを見せたらＭＰ回復に努めてくれ！」

　大きな隙ができたストーンゴーレムに、俺たちは渾こん身しんのラッシュをかける。

　恐ろしく高い物理防御も数の暴力によって少しずつＬＰを減らしていく。

　しばらくして、ストーンゴーレムが体を崩しながら立ち上がる。

　後衛組は既にＭＰ回復薬を使い陣形を整え、俺を含めた前衛組も一定の距離を保って様子を見た。

　転倒により地面と激突、そして俺たちの連続攻撃によりストーンゴーレムの残りＬＰは十五％の所まで減っていた。

　──そしてストーンゴーレムに変化が現れる。

　右手に持っていた大剣を捨て、両手に熱を集め始めた。

「爆撃パンチ来るぞ！　ここからしばらくはもしもの時の回避に専念しろ！」

　ケンヤの言葉に皆が頷く。

　ストーンゴーレムがケンヤ目掛けて拳を振り下ろし、ケンヤは地面に飛び込むようにして回避行動をとる。

　途端、発生した爆発に洞窟全体が揺れ、バランスを崩したクリンさんが堪たまらず片膝をついた。

　──爆撃パンチ。拳が地面にぶつかると、地面が盛り上がりながら小規模の爆発を起こす。

　高い火力もさることながら、この技の目的は陣形崩しであり、攻撃対象が状況に応じて変化する。

　体勢を崩した者、次点で耐久値が低い者が優先的に攻撃される。

　一撃目は最も敵視ヘイト値の高いケンヤが的となるため、わざと大味な避け方で攻撃を誘い、常に攻撃対象を引き受ける回避盾となる予定だった。

　──しかし、

「まずい！　クリン！」

「クリンちゃん！」

　地面に飛び込み体勢を大きく崩したケンヤには見向きもせず、揺れにより一瞬の隙ができたクリンさんに攻撃対象が移る。

　振り上げられる二撃目は想像以上に速い、そして前衛組と後衛組では距離が遠すぎる。

　俺と同時に走り出したライラさんも、この絶望的な距離に顔を青くした。

「『水壁ウオーターウオール』」

　雨天さんが水属性の防御魔法を展開するも、とても止められそうな気配はしない。

　素早く動いたのは召喚獣達だった。

　彼女達を突き飛ばした金太郎丸の前にダリアが火壁フアイアーウオールを展開、爆撃パンチは水壁ウオーターウオールと火壁フアイアーウオールの二層を突き破り進む。拳の威力自体は緩和されたが……。

「金太郎丸！」

　金太郎丸は爆発を受け、壁際まで吹き飛ばされた。クリンさんの絶叫がフィールドに木霊する。

　三撃目は最も体勢を崩した金太郎丸に向かっていく。そこへ、ダリアが拳を放ち、横からオーバーマジックを乗せた黒の破壊核ブラツクコアで軌道を逸そらしていく。

「『盾突進シールドタツクル』!!」

　破壊された足は少なからず脆もろくなっているはずだ！

　俺は渾身の技アーツで更なる追い討ちをかけた。

　体のバランスが崩れ、腕が魔法によって逸れていく。倒れまいと踏ん張ったストーンゴーレムの拳は結果として金太郎丸から大きく逸れ、何もない空間に爆発を発生させた。

「『盾突進シールドタツクル』」

「『剛猿の剣コング・ソード』！」

　ケンヤとライラさんも渾身の技アーツで注意を逸らし、ダリアの黒の破壊核ブラツクコアと雨天さんの水流弾ハイドロボールが襲いかかる。

「最後だ！　スーパーボムが来る！　皆足元に潜れ！」

　ストーンゴーレムの体が膨ぼう張ちようしていく。唯一回避できる場所は、ヤツの足元だ。しかし、大ダメージを受けている金太郎丸がまだ動けない。

「クリンさん！　金太郎丸に小熊に戻るよう指示を出してください！　金太郎丸の事は俺に任せて！」

「は、はい！　『疾風』『迅雷』」

　クリンさんをストーンゴーレムの足元へ向かわせ、俺は金太郎丸がいる壁際に向かう。機転を利かせたクリンさんの魔法により、敏捷値に補正が掛かる。

　遠くでも指示が通ったのか、小熊サイズになっていた金太郎丸を抱きかかえ、皆のいるストーンゴーレムの足元へ急ぐ。

「まずい、爆発する！」

「ダイキさん！」

　絶叫と同時に聞こえてくるのは、今にも破裂しそうなストーンゴーレムのひび割れる音。

　──この距離は間に合わない！

　金太郎丸を皆の元へ投げる。経験値を貰もらうのは一人でも多い方がいい。

『──信じて　跳とんで』

　誰が言ったのか、その澄すんだ声は不思議と俺の耳にはっきりと聞こえた。

　俺はその声に、無言で従う道を選ぶ。

　──信じて、跳ぶ！

　俺の後ろで小規模の爆発が起こり、爆風により空中の金太郎丸もろとも、皆の所まで飛ばされた。

　そしてコンマ数秒後、光に包まれたフィールドから音が消え去った。

　洞窟を埋め尽くすほどの大爆発。

　たとえ鋼の体を以もつてしても木こっ端ぱ微み塵じんになるだろうその威力は、洞窟の崩壊を引き起こした。

　砂煙が止やむと、奥には出口と思おぼしき小さな穴が空いており、同時に俺たち全員のレベルアップを知らせる音が鳴り響いた。





　　　＊　＊　＊






　全ての建物が石をくり抜いて作られた無ぶ骨こつな風ふう貌ぼうの町、石の町。

　町には既に多くのプレイヤーの姿があり、冒険の町や風の町と遜そん色しよくのない賑にぎわいを見せている。

「……やったな」

「……やりましたね」

　ボロボロになりながらも、たどり着いた町に感動し好奇の目も憚らず、俺たちはボス討伐に手を叩いて喜んだ。

　年とし甲が斐いもなくとは思ったが、皆で一つの事を成し遂げる事は何歳になっても嬉しいものだな。と、なんとも言えない達成感に酔いしれる。

　クリンさんに至っては感極まって泣きだしてしまっていた。

　それにしても──流石はフィールドボスといったところか、全員がもれなくレベルが一つアップしている。

　熱が冷めやらぬ前に、俺はアイテムボックス内にあるストーンゴーレムの素材をケンヤにトレード申請を送り、並べた。

　お、ＭＶＰ報酬も貰えていたのか……ボスドロップなら結構値打ちがあるんだろうな、高く売れるといいが──これも当然渡しておく事にする。

「本当にいいのか？　……って、持ちかけたのは俺だし変な話だが」

　トレードの品々を見ながら、ケンヤはさも申し訳なさそうに頭を掻く。

　元々、アイテム類は渡す約束になっていたし、特に問題はない。

「ああ。別に無欲ってわけじゃないけど、貴き重ちような体験もできたし満足してるよ。そこそこ金も貰ったしな」

　今回は俺が手伝う形だったが、またどこかのタイミングで彼らに助けを求める事があるだろう。

　その先行投資として受け取ってもらいたい。彼らのギルドホームも早く見たいからな。

「ありがとうございます、ダイキさん、ダリアちゃん。ギルドホームが完成しましたら、是ぜ非ひいらして下さい」

「ダイキさん助かりました！　感謝しっぱなしです……」

「ほ、本当にありがとうございます。金太郎丸の事も、助けてくれて嬉しかったです！」

　皆から感謝されるのはくすぐったいものがある。

　引き受けた事を最後までやり通してこその人助けだと思ってるし、彼らが目標を持って諦あきらめなかった結果だと思う。

　何はともあれ、無事にボスを討伐できてホッとした……。

「あ、そうそう。クリンさん。ちょっと金太郎丸を元の姿に戻してみてくれませんか？」

「は、はい！　金太郎丸！」

　クリンさんの一声で小熊だった金太郎丸は元の姿へ……いや、更にでかく逞たくましく進化した姿になっていた。

　茶の体毛に覆われた額ひたいと手足を覆う金属だけでも、より力強いイメージを受ける。進化というよりも《強化》といった変化の仕方だ。

　元々鋭えい利りだった大おお爪づめも、金属で更に凶悪さが増している。

「えぇ!?　どうしたの金太郎丸！」

　進化という概念を知らなかったのであろうクリンさんは、いい意味で変わり果てた金太郎丸の姿に心底驚いていた。

　誰だって驚く、俺だってダリアが金属の鎧よろいに包まれたら驚くだろうし。

　──やはり進化の境目はレベル十か。

「これは、どんな……？」

「召喚獣に設けられた第二ステージ。進化です」

　興味深そうに金太郎丸を見る雨天さんを始め、ケンヤ達にも紅葉さんという前例を用いて説明。二人に共通するのは《召喚獣のレベルが十になった》事であり、これが進化の条件だという線が濃厚だと付け加える。

　召喚獣について知らなきゃならないことが、まだまだ沢山ありそうだ。







　ギルド設立に急ぐケンヤ達パーティを見送った後、一旦ポータルで登録を済ませ、辺りをぐるりと見渡した。

　多くのプレイヤー、ＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターで賑わう冒険の町や、豊かな自然と和やかな空気漂う風の町──そのどちらとも違う、無骨な戦士達の町。そんな印象を受ける。

　町行く人々もＮＰＣを含めて皆が武装し、ＮＰＣ間でいざこざや喧けん嘩かが繰り広げられ、男達が酒を持ち寄り騒いでいる。

　中でも一際異彩を放つのが、巨大な円状のコロシアム。

　先程のボスが剣闘士グラデイエーターを模していたのも、どうやらこのコロシアムの存在とリンクしていたらしい。

　物は試しに。と、固く閉ざされた入り口の扉の前まで行くと、なにやらパネルのようなものが浮かんでいた。パネルには侵入禁止を意味する罰印が表示されている。

　タップしても、反応はないようだが……。

『イベント情報発信！　イベント情報発信！』

　突如、パネルから狂ったように連呼される機械音に思わず飛とび退のく。

　先程まで罰印を表示していたパネルに、つらつらと長い文章が並んでいる。

『二日後の午前十時より、サービス提供一週間を記念し《巨大迷宮インフィニティ・ラビリンス》《J.P.サーバー：トーナメント戦》を開催致します。運営より皆様に一斉送信されたメールの内容をよくお読みください。皆様のご参加、お待ちしております。──二日後の午前十時より……』

　パネルから町全体に流れるアナウンスを聞き、釣られるようにプレイヤー達が次々にメール画面を開くのが見えた。

　俺も例に漏れず、メール画面に届いていた運営からのメッセージを開き、スクロールしていく。




【第一回運営イベント情報】02/28/20：14

　サービス提供一週間を記念し、イベントを開催致します。内容は以下の通りです。

《巨大迷宮インフィニティ・ラビリンス》

　期間：03/01/10：00～03/02/10：00

　場所：冒険の町時計台前

　形態：1PT１パーテイ/6P６プレイヤー　死亡時に一時間のペナルティ

　内容：冒険の町に突如として現れたダンジョン。内部は縦横三十五キロメートルの巨大迷路。レベル五～五十までの幅広いモンスター層に加え数多あまたの罠わなが死へと誘います。また、最後には獲得したポイントに応じた特典が付きます。ライバルを蹴け散ちらしポイントを奪うのも良し、イベントモンスターのドロップを見つけるのも良し。専用マップとお宝レーダーを頼りに隠された宝箱を見つけ、限定アイテムを手に入れましょう。

《J.P.サーバー：トーナメント戦》

　期間：03/11/10：00～03/12/15：00

　場所：石の町コロシアム内

　形態：個人戦/団体戦1PT１パーテイ/6P６プレイヤー/混合戦1PT１パーテイ/2P２プレイヤー

　内容：王の都を統すべるエルヴァンス・ロウ・ダナゴン２世が戦士を集めにやって来ます。戦士達はトーナメント形式で己の実力を王へと示し、注目度を集めましょう。




「運営イベントか……」

　ダリアを挟むように胡座あぐらをかき、石の上でメール内容を読み切る。

　ダリアが『なに見てるの？』と言わんばかりに、首を伸ばして画面を覗き込んでいた。

　まず迷宮についてだが、全容は縦横三十五キロメートル。途方もなく広いと言わざるをえない。その上、迷宮内部は巨大な迷路で高レベルモンスターが徘はい徊かいしてるともなれば運の要素が強い。場合によっては最高レベルである《レベル五十》のモンスターにエンカウントする可能性もあるわけだな。

　そしてお宝レーダーなる存在と、メール文章にある《宝箱を見つけ》という部分。加えて《ポイントを奪う》という部分から察するに、モンスターもしくはプレイヤーに見つからないように行う宝探しだと予想できる。

　プレイヤー同士の戦いＰプレイヤーｖ対Ｐプレイヤーもそれとなく煽あおっているな。

　ＰｖＰ要素は、続くトーナメントなるイベント用のデモンストレーションか？

　トーナメントの舞台はここ、石の町のコロシアムで行われるようだ。

　しかし……。

「──どちらも確実に《死》が絡んでくるんだよな……」

　今回のフィールドボス討伐。安全性は高かったとはいえ、やはりダリアの〝死〟を引きずっていた事は否定できない。

　胡坐あぐらの中で体を反らすようにして、俺の顔を覗き込むダリアに、問いかけるように云う。

「この先──ダリアを危険な目に遭わせてしまう事が増えると思う。俺がしてやれる事なんて、飯を食べさせてやったり、肩かた車ぐるましてやるくらいだ。……まだまだ未熟な俺だけど、ダリアは命を預けてくれるか？」

　イベントじゃなくても、ボス戦や対人戦でも十分死ぬ危険性がある。そういうゲームなんだと割り切る事が、俺はどうしてもできなかった。

　じいっと俺の顔を見つめるダリアは、俺の頰を優しくつつく。

　──『なにを今さら』

　そう言っているように思えた。

　そういう奴だよな、お前は……と、応こたえるように頭を撫でてやると、ダリアはくすぐったそうに、イベント内容が書いてあるプレートを指さした。

　──望むところだってんだ。

　ダリアに鼓舞されながらも参加を決意した俺は、再度、メール内容の方へと視線を向けた。




　トーナメントの方は、どうやら対人戦が主な内容のようだ。

　ダリアありきの俺は、個人戦に関しては勝機が薄い。

　ダリア抜きではまともな勝負にならないだろうし。本腰を入れるなら団体か混合という事になるか……。

　団体戦も1PT１パーテイ/6P６プレイヤーとあるから、俺とダリアの二人だけではフルパーティに勝つのは難しいだろう。イベントまでにプレイヤーを探して、臨時パーティを組む必要がありそうだな。

　そして、俺達の本命は混合戦と言える。

　1PT１パーテイ/2P２プレイヤーとあるから、ペアの召喚獣と出場できる。勝つよりなにより、他の召喚士達もこれに参加してくるだろうからそっちの方が楽しみだ。

　とりあえず俺たちが出来ることは、この日までになるべく多くレベルを上げる事かな？　ダリアとの連携も磨みがいていかねばなるまい。

「頑張ろうな、ダリア」

　ダークレッドの髪を一撫でし、小さな目標を立てた俺たちは、風の町へと向かう。

　標的は勿論リザード達だ。多種多様の武器や魔法を使う人型に近い彼らなら、対人戦に近い戦闘も行えるだろうし、経験値も多い。

　メールの内容を見たプレイヤー達も我先にとフィールドに出てくるだろうから、モンスターの取り合いも出てきそうだな。

　──ああ、今日明日は混こむだろうな。

「よし、決めた」




　有休を取ろう。
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　リザード・ファイターの重厚な斧バトルアツクスを盾弾きシールドパリイで撥ね上げ、下段の構えからの青の閃剣ブルー・ソードで抉えぐるように一いつ閃せん。技アーツが切れる瞬間に盾突進シールドタツクルで体を吹っ飛ばす。

「『飛ひ閃せん剣けん』」

　上段の構えから振り下ろされる剣から白の斬ざん撃げきが具現化し、リザード・ファイターの体を突き抜ける。

　間髪容れず、ダリアの黒の破壊核ブラツクコアが炸さく裂れつし、リザード・ファイターが光の粒子へと姿を変えた。

　……なんかこう技アーツを口に出すのっていいよね。本来なら構えと発動する意思があれば発動はするんだけど──とかなんとか思っている間に、レベルアップを告げる音が鳴り、ダリアの身体が光に包まれていく。

　先程のレベルアップでダリアのレベルは十になった──つまり、進化が始まったのだ。

　小さかったシルエットが少しずつだが大きくなっていくのが見える。

　ほんの数センチ程だが、確かに変化が見て取れた。

「遂ついに進化か……」

　なんとなくだが、娘が幼稚園から小学校に入学したような、感慨深い気持ちになった。

　最初は少し戸惑ったが、定番となった肩車も『パパ、私もうそんな年じゃないよ！』とか言って拒否されるのだろうか……。

　いつも口を拭いてやった食事も、自分だけで綺麗に済ませる事が出来るようになったり……あれ、ちょっと涙が。

　物思いにふけっているうちに、徐々に徐々に光が晴れていく。と、無事進入化学したダリアがそこに立っていた。

　百センチ足らずだった身長は百二十センチ程になり、顔つきもどこか大人びた雰囲気になっていた。

　現在のダリアの姿は、幼女と言うよりも少女と言い表したほうが適当だろう。

　ちょこんと小さかった角が羊のソレに似た形へ、少しだけ変化しているのがわかる。















　無事進化したダリアは『どうよ』と言わんばかりに俺の顔を見た。

　腰まで伸びた、ダークレッドの髪がさらりと揺れる。




「ダリア……入学おめでとう」




　幼稚園、小学校と来れば、次は中学校だろうか？




　相変わらず話す事が出来ないのかしないのか、嬉しいとも悲しいとも言わず、口を一文字のままに定位置肩車までよじ登ってくる。

　身体の具合が変わったからか、いつもより登るのに苦戦していたものの無事装備完了。

　肩に掛かる重さ自体はあまり変わっていないな。クロっちや金太郎丸と違って容姿の成長以外に大きな変化が無かったのには、何か理由があるのか？

　種族名が中級魔族となった事で、上級魔族←中級魔族←魔族という進化図式が浮かんぶ──次回の進化はいつだろう。

　また今回みたくレベル十刻みで進化するのか？

　それとも、次はそれ以上のレベルを要するのか……。




　風の町に戻るまでの道中、非常に多くの戦闘中パーティを見かけた。

　彼らに共通していたのは連携を意識した集団での戦闘。そして役割の確認。

　やはり二日後から始まる大型イベントに向けての追い込みをしているようだ。

　宿やど屋やに入り、ダリアをベッドに降ろす。

　ダリアに別れの挨拶をすると、彼女は表情をそのままに手を挙げて見せた。

　ログアウトボタンを呼び出しながら、自分を鼓舞する。

「おし！　早速明日、常務に頼み込もう！」

　そして決意を胸に、俺は意い気き揚よう々ようとログアウトした。













「だめだった」

「当たり前だからな」

　会社の昼休み。しょぼくれる俺おれに謙けん也やがコーヒーを投げ、隣となりのベンチに腰掛ける。

　ギシリと音を立てたベンチも、長い間外に放置されていた結果、元の緑色が白っぽく濁にごってきていた。

　やはり風化の速度は室内の比ではない。

「だいたいお前な、一般的に考えて二日前に有休申請して通るわけないだろ」

「二日前に告知する運営が悪いんだよ」

「いや、まあわからんでもないけどな」

　ぷかりと煙けむりを口から吐き出しながら、謙也は空を見上げた。

　昼休みに会社の屋上で飯を食うのは俺と謙也の二人くらいで、最近では昼になる度に謙也とここで飯を食いながらFrontierフロンテイア Worldワールドの話をして過ごしている。

「隣の部署の俺にまで聞こえてきたっての。馬ば鹿か正しよう直じきに『ゲームしたいので有休を下さい』だもんなー。常じよう務むも『あれでも営業トップ三スリーだからなあ』って呆あきれてたぜ」

「あれとは酷ひどいな。なんにせよ駄だ目め元もとだったし、変な噓うそつく必要ないし」

「いやいや、親の……まあ、他の理由とかいくらでもあるだろ」

「ま、明日は元々休みだし、一日目だけ楽しむ事にするよ」

　質素な弁当に箸はしを付けながら、もらったコーヒーを啜すする。

　甘みのない、好きな味だった。

　謙也と俺は同じ会社の同期で、今は部署が違うものの、五年前の新入社員歓迎会の時に意気投合したもう一人を含め、三人でいる時間が増えていった。

　俺と謙也は、片や営業で片や総務だが、忙しくなければ昼の時間を共にする。休みの形態は違ったりするが……。

「大だい樹きも読みが甘いよな。俺はサービス開始一週間のタイミングと一ヶ月のタイミングで既に有休は申請済み」

「読み不足か。俺も引退だな、営業マン」

　──冗じよう談だんはさておき。

　常務取締役に怒られただけで二日後の有休はもらえず、俺はイベント一日目とトーナメントの時のみ参加できるスケジュールとなった。

　ともあれ、十一・十二と二連休頂けたんだから感謝しなければならないな。

　弁当を袋に戻し、残りのコーヒーを飲み干したタイミングで屋上のドアが開き、お団子頭にした茶髪の女社員が現れた。

「さっむ……またここにいたの？　こんな殺さつ風ぷう景けいな場所のどこがいいんだか」

　とかなんとか、文句を言いながらも隣に座ったのは、同じく同期で事務の木きの下した椿つばき。サバサバした性格の持ち主で、彼氏なしのアラサー女である。

「そんな殺風景な場所に、なんだかんだ来ちゃう椿なのであった」

「うるさい」

　謙也がパーティメンバーにしたように椿を揶揄からかうものの、冷たい一言で会話が強制的に終了する。

　──いつも通りの風景だ。

「大樹さ、ゲームしたいって理由で有休申請して常務に怒られてなかった？」

「もういいんだよその話は」

「へーえ。まあいいけど。……っていうか、ゲームって前言ってたやつ？」

「そう。俺と謙也が徹てつ夜やで並んだゲーム」

「ふーん」

　椿はつまらなそうに、糖分たっぷりの菓か子しパンを齧かじる。

　甘いものを食べる彼女への冷やかしは謙也の仕事だが、二度もしつこく揶揄う性格はしていない。

「どんなゲームなの？」

「お、やっぱ興味あったんだ」

　椿と仲良くなったのも新入社員歓迎会の時だ。一人でつまらなそうにしていた所に、二人で声をかけたのが始まりである。

　彼女も結構なゲーム好きである事がその時に判明している。

　といっても、彼女は多くの趣味のうちの一つと言えるが……。

　ゲーム内容と金額等を教えると、椿は口を尖とがらせた。

「へー。結構高いんだ。やりたいから買ってよ」

「馬鹿言うな。そんなのは事業部の吉よし原はら課長代理に言え。金持ってるぞーあの人」

　親指と人さし指で丸を作りながら、いたずらな笑みを浮かべる謙也に、椿は冷ややかな視線を向けた。

　家庭用ゲームとしては結構な値段のするFrontierフロンテイア Worldワールド。無趣味な俺は娯ご楽らく費ひが掛からない分迷う事なく買えたものの、服や料理、バイクと多趣味な椿では何かを我慢して買う覚悟が必要だろう。

　彼女が始めれば勿もち論ろん手伝うが、強制はしない。

「俺も謙也も全く貸す気はないが、椿が始めればいいなとは思ってる」

「まあ検討かな。じゃー午後も頑張りましょう」

「「おう」」
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　仕事から帰った俺は、残像が残る程の速さ（のつもり）で家事を済ませFrontierフロンテイア Worldワールドへとログインする。明日はイベント一日目。つまり今日のレベル上げ次第で、明日のイベントに大きな影響が出るのは容易に想像できる。

　迷宮イベントの後に控えるのはトーナメント。つまりはＰプレイヤーｖ対Ｐプレイヤーであり、迷宮編はそれの練習を兼かねていると予想がつく。

　俺がレベル十四でダリアは十。

　第一線とはいかないケンヤ達でも平均十六程度のレベルである。

　掲示板によると最前線は二十五程度あるというから、俺もそこを目指してレベルを上げていくしかない。

「ダリア。今日は忙しくなるぞ」

　冒険の町にログインした俺は不思議そうに首を傾かしげるダリアを連れ、まず料理屋に駆け込んだ。

　肉料理をせがむダリアには肉料理と一緒にデザート類も食べてもらい、魔力の底上げを図る。俺も、筋力・耐久値・器き用よう値ちを重点的に上げていく。

　相変わらずの食べっぷりを見せるダリアを横目に、今日の予定を組み立てる。

　俺たちが明日までに手っ取り早く強くなるための近道。それは《ボス討とう伐ばつ》。

　フィールドボスは前提として1PT１パーテイ/6P６プレイヤーを想定とし、人数によって強さを変える。

　少数で挑めば貰もらえる経験値は相応の量となるが、修正も入った事により、以前の一つ目鬼サイクロプス戦以上の苦戦が予想される。

　ただ、報ほう酬しゆうも独占できるのは非常に魅み力りよく的てき。

　昨日、互いを鼓こ舞ぶしたからこそできる無茶……ともいえる。

　経験値を上げる策もあるし、進化によってダリアのステータスは底上げされている。これによりリザード達との戦いも楽になっている筈はずだ。

　まずは温風の抜け道で、レベルが上がり辛づらくなるまで戦闘と技能スキル調整だな。




　──食事を終えた俺たちが風の町に着くと、既に普段より目に見えて多くのプレイヤーがログインしていた。皆が皆、装備のチェックと戦闘の流れをパーティで行っている。

　俺と同じようにこれからフィールドでレベル上げに向かうのだろう。

　俺たちの作戦はシンプル且かつ合理的。俺が弾きパリイ、火力のあるダリアが追撃する。

　若もしくはダリアが遊撃手になり、俺がそれに合わせて動く──これだけだ。
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　フィールドに出ると様々な構成のパーティが所々で戦闘を繰り広げているのが見えた。

　俺とダリアも例に漏れず、近くで湧いたポツプしたリザード・アーチャーに狙ねらいを定め、戦闘を始めた。

　まずはスキル取得券で取ってあった技能スキル《野性解放》をリザード・アーチャーに発動し、変化を見る。

　野性解放はモンスターを強化してしまうが、その分経験値が上昇するという癖くせのある技能スキル。強化という曖あい昧まいな表現もさることながら、比率も何もわからない。

　例えばステータスが全すべて三十で、経験値が百五十のモンスターがいたとしよう。そいつに俺が野性解放を使った場合、経験値は百五十から百六十になっただけなのに、ステータスが倍の六十になったり、百まで上がってしまったりすれば、これはまごう事なきゴミ技能スキルとなる。

　──何事もバランスが大事だ。

　が、しかし、強化にも色々あるしステータスだけとは限らない。

　動きそのもののキレが増すのか、攻撃パターンが変化するのか、骨格が変わるなんて可能性もゼロじゃないが……。

　野性解放を受けたリザード・アーチャーは、赤い煙のようなものに包まれながら──しかし自我はあるようで、何事も無かったかのように矢を放った。

　速度も攻撃パターンにも変化なし。とするとステータス自体の強化となるが……。

　矢を番つがえる隙すきを狙い、距離を詰めて盾突進シールドタツクルを発動する。

　リザード・アーチャーは遠距離攻撃型。

　一気に近付けば戦闘はこちらの有利に進められる。

　リザード・アーチャーはカチカチと牙きばを鳴らしながら、右足で俺のバックラーを押さえつけるように踏みつけた──が、器用値に多くステータスが振られたコイツに押し勝てる筋力は……。

「なんだと!?」

　──結果は、俺の押し負け。

　種族的にも筋力が高そうではあるリザードだが、アーチャーは後衛職でパワーはクレリックに次いで低い。

　以前戦った時、俺は今より二つもレベルが低かったのに力で負けるなんて事は無かった。

　ダリアがすかさず火炎弾フレイムボールを放つも、素早く番えた矢により相そう殺さいされた。

　予想以上だ……。

　予想以上に、野性解放によるステータスアップが働いている。名前からして自我が無くなり暴れるようなイメージだったが、全くその気配はない。

　そしてコイツにパワーまで備わったとなれば……。

　夥おびただしい数の矢が流星のように降る。ダリアの闇膜ダークバリアにより全弾の直撃は免まぬがれたが……。

「いっ!?」

　半透明の紫の膜まくはガラスが砕くだけたような音と共に弾はじけ、矢が群れをなして俺たちを襲おそう。

　予想を上回るほどに、一撃一撃に相当な威力が籠こもっている。

　俺のＬライフＰポイントは一瞬にしてレッドゾーン──つまり二割を切った。

　息を吐つく暇ひまもないまま、リザード・アーチャーの引く弓と矢に風が集結し、螺ら旋せん状じように渦巻き、絡まる。

　ダリアを抱えて緊急回避すると、ワンテンポ遅れておよそ矢とは思えない威力を孕はらんだ一撃が通過した。

「こいつ、本当にリザード・アーチャーかよ……。リザード系最弱が噓みたいだ」

　野性解放の技能スキルにより、リザード・アーチャーはかなりのパワーアップを遂とげている。

　モンスターと召しよう喚かん獣じゆうは別物だが、次のフェーズだ。

「『野性解放』」

　再び野性解放を発動──対象はダリアだ。

　どうなる？

　リザード・アーチャー同様、ダリアも赤色の煙に包まれた。

　瞳ひとみの色がダークレッドから輝く妖よう艶えんな紅くれないへと変わり、漂ただよう雰囲気が明らかに変わる。

　ダリアは影縛りシヤドウバインドと、新しく覚えた魔法、火炎地獄インフエルノをオーバーマジックを加えて同時発動した。

　リザード・アーチャーは火炎地獄インフエルノの危険度にいち早く気付くも、影縛りシヤドウバインドにより足を取られ、回避が遅れる。

　──かくして発動した火炎地獄インフエルノ。有効範囲を表す周囲十メートルに円が描かれ、柱のように天へと伸びる火炎によりリザード・アーチャーは勿論、不運にも近くに湧わいたリザード・ランサーをも飲み込み炸さく裂れつした。

　もはや温風どころの騒ぎではない。ここら一帯の酸素が全て燃え尽きたかのような熱量に、俺は目をチカチカさせながら事の終しゆう焉えんを見守る。

　あれ……火炎地獄インフエルノって名ばかりで威力は火炎弾フレイムボール程度だった筈じゃ……。

　炎が消えたその場所に、哀れな二体のモンスターの姿はなかった。

　レベルアップを告げる音が鳴り、戦闘が終了した事実を知る。今回俺は技能スキルを少し使っただけで何もしていない。

　──これはおかしい。エグすぎる。

　今までの技能スキル達とはエグみが違いすぎる。

　確かにリザード・アーチャーは恐ろしくパワーアップしていた。レベルで劣おとる俺の筋力を野性解放によって上回るのも理解できる。

　けどこれはなんだ？

　ちょっと破格すぎやしませんか？

　召喚獣が適用内だったのは結果オーライだが、ここのモンスター二体を同時に瞬殺はぶっ壊れている。

　──ステータスを確認すると、ダリアの魔力は百六十九となっていた。

　リザード達が一撃だったのを見るに、これだけあればここら一帯を火の海にする事ができるだろう。

　そして、今は回復したが俺のＬＰが減った状態であれば、ダリアの技能スキル《怒りの炎》の能力で魔力は更に上昇するし、鼓舞術の降こう魔まの布ふ陣じんでも掛けてやればもっと伸びるかもしれない。

『どうだ』と言わんばかりのダリアに、俺はお代官様にやるみたく深く頭を下げた。




　そこからはダリアの独どく壇だん場じようだった。

　敵を見つけては火炎柱フレアーや黒の破壊核ブラツクコアなどの高火力魔法を使用し、粉砕を続けている。

　俺はダリアが標的にしたリザード達に野性解放を使って強化、経験値を上げている──が、ダリアの魔力の前では魔法防御の高いリザード・クレリックでさえも一撃で倒れていく。

「……ダリアさん。ちょっと休みませんか？」

　気合い十分といった様子のダリアは自ら進んでフィールドを歩いて移動し、目に入ったモンスターに即座に魔法を発動している。

　ＭマジツクＰポイントの減りが尋常ではないのが気掛かりだが、魔力の総数も上がっているためまだ少し余裕がある──しかし……。

「ダリア。ＭＰがなくなりそうになったら攻撃を止やめるんだぞー」

　調教術は外してあるため強制力は働かないが、普段ならこの一言で大人しくなるはず。が、ダリアは全く意に介さずに攻撃を続けている。

　ＭＰ残量が十パーセントを切る。

　しかしダリアは構わず黒の破壊核ブラツクコアを展開した。

　──このままだとＭＰ切れで死んでしまう！

「ダリア！」

　咄とつ嗟さにＭＰ回復薬をダリアに浴びせる。

　それにより尽きかけたＭＰが二十五パーセント程まで回復するが、ダリアは気にする素振りを見せない──とんでもない強化には違いないが、もしかすると対象となったモンスターや召喚獣は凶暴化や混乱等の《自我を失った状態・又は極度の興奮状態》になっているのかもしれない。

　少なくとも、一度ＭＰ切れで死を味わったダリアが、緊迫した状況ではないにもかかわらずＭＰ管理を二の次に攻撃し続けるなんて考えられない。

　俺が野性解放を解除すると、ダリアは疲れたようにこちらを見上げた。

　やはり、彼女自身、自らのコントロールが出来ていなかったのか。

「すまないダリア」

　謝る俺に対し、ダリアは不思議そうに首を傾げた。




　一度風の町に戻った俺たち。何体のリザード達を倒したのかは不明だが、お互いにレベルが合わせて二つ上がっていたため、相当量倒したのは想像に難くない。

　温風の抜け道のレベル帯は平均にして十六程度だから、やっと適正値って所か。レベルの上がり辛いダリアはまだまだ適正値とは言えないが、リザード達を一撃で倒せるとなればもっと経験値を稼ぎやすい狩り場がある。

　俺はマップを開いてスライドさせていき、冒険の町から北のほうへと移動させる。

　──北きたナット林りん道どうのその奥、草の町。

　ここら一帯に出てくるのは虫型モンスターと植物型モンスター。これらは火属性魔法が弱点となっている。レベル帯も十八～二十と温風の抜け道より少しだけ高い。

「温風の抜け道でもう一つくらいレベルが上がったら、次はここに行ってみようか」

　定位置肩車からマップを覗いているダリアにもわかるように、草の町を指差す。全体的に火属性を弱点とするモンスターの多いここなら、ダリアの魔法を最大限に使う事ができる。

　ダリアはなんとなく理解できたのか、俺の頭をペチリと一度だけ叩たたいた。

　よし。そうと決まれば行動あるのみだ。
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　再びフィールドへやってきた俺たち。

　湧いたポツプしたリザード・ランサーに狙いを定めながら剣と盾を構える──と、既に定位置から降りているダリアは何か言いたげな顔でこちらを見上げている。

「ん、ああ。強バ化フがまだだったな」

　度々、強化を忘れてしまうのは抜けている証拠だな。

　俺は鼓舞術で四つの強化を施し、改めて構え直すが、ダリアは同じ状態から動かない。

　飯の効果はまだ残ってるし強化も掛けた。後残ってるとすれば……。

「──あのなダリア。強くなるのは俺もわかってるんだけど、あまり多用するのは負荷になると思ってるんだよ」

　どうやら野性解放を自分に掛けろと訴えているようだったので、目線を合わせるようにしゃがみながらダリアの頭に手を乗せる。

　しかしダリアはなかなか納得しない。

「うーん。俺としてもダリアのパワーアップは助かるんだけどなあ」

　たしかに、ＭＰ管理を俺が請け負う事で、戦闘が円滑に進むのも事実。実際、弾きパリイや攻撃する間も無くダリアが倒してくれるので、回復薬を与える手間は問題にならない。回復役ヒーラーだったり、ダリアのＭＰ管理が徹底できれば万事解決なんだが……。

「……わかった。ありがとう」

　ダリアの頭をひと撫なですると、ダリアが『やっとか』と言わんばかりに肩を竦すくめた。

　──本当、頼もしい相棒だよ。




　冒険の町から北ナット林道へ、林道から草の町へと足を進める俺たち。

　結局、ダリアの活躍によりサクサクと敵を倒してレベルを一つ上げた俺たちは、火属性魔法で虫達を蹴け散ちらしながら進んでいく。

　ここの敵は野性解放を使うまでもなく、俺の火属性魔法でさえ相当なダメージが入る。

　ダリアはＭＰ温存を兼ねて火弾フアイアボールと闇弾ダークボールだけで攻撃しているのがわかる。

　リザード達で試した結果、野性解放で入手できる経験値は＋五パーセント程度だと判明した。強化されるステータスからすれば、理不尽な程に少ない。

　召喚獣に使えなければ、取った事を後悔していただろう。

　連続使用によって野性解放の技能スキルレベルも六まで上がったものの、ダリアのステータスを見るに効果は上がっていなかった。

　どこかのレベルまで上がりきらなければ、効果は強化されないのか？　と、推測しつつ、俺たちは速いペースで森の奥へ奥へと進んでいく。




　しばらく歩いていると、目の前に大きな木が一本生えているのが見えた。

　茶色の樹皮と深い割れ目が特徴的な木だ。冬に葉を落とすその木に、子供の頃よくカブトムシやクワガタムシを捕りに通った記憶がある。

「懐なつかしいな」

　田舎いなかにある祖そ父ふ母ぼの家では娯楽も少なく不便と感じた時もあったが、自然に溢あふれたその場所が好きだった。朝早くに祖父と共に、このクヌギの木に登って蜜みつを吸う昆虫を沢山捕ってたなあ。

　物思いにふけっていると、その大きなクヌギの木がガサゴソと揺れ──大きな羽音と共に、キチキチと音を立てながら黒塗りの昆虫が姿を現した。

　巨大な角と黒光りする鋼のような体。刺とげ々とげしい六本の手足。

　死の一角装甲虫デス・ビートル。

　このクヌギのヌシで北ナット林道のフィールドボスだ。

　例に漏れず、強力なフィールドボスではあるが剣闘士の石像ストーンゴーレム程の物理防御も無く、一つ目鬼サイクロプス程の攻撃力も無いらしい。

　西にしナット森しん林りんのフィールドボスのような特殊なモンスターでもないため、フィールドボスとしては最も弱いようだ。

　ただ、空を飛ぶ事ができるのと、仲間を呼び寄せる能力を持つらしいが、弱点は突き攻撃と火属性魔法。問題はない。

「ダリア。行けるか？」

　ダリアが小さく頷うなずくのを確認し、ダリアに野性解放を使う。

　更に鼓舞術による四つの強化で戦闘準備が完了した。

　ダリアの火炎柱フレアーを合図に、俺は駆け出す──。

　流石さすがにボスを対象に野性解放は使わないが、使えるかどうかはいつか検証してみたい部分でもある。

　火炎柱フレアーを受けたデス・ビートルは悲痛な叫びと共に焼かれ、俺は赤色の光を纏まといながら技アーツを浴びせた。

「『赤の閃剣レツド・ソード』」

　──ダメージは通った。しかし、

「固いな……ストーンゴーレムと同等にも思えるが」

　反動で痺しびれる手で剣の柄つかをグーパーしながらデス・ビートルの固さに一人ごつ。

　デス・ビートルの突きが俺目掛けて飛んできた。技術者の心得が反応し、光が拡大縮小する。速いが弾けない程ではない。

　光が拡大したタイミングに合わせ、バックラーで盾弾きシールドパリイを発動。ズシリと重くのしかかる感覚を耐えるように下唇を嚙かみつつ、弾き上げるように弾きパリイを成功させた。

　そこにダリアの火炎柱フレアーが炸裂し、轟ごう音おんと共にＬＰをごっそり削り取る。

　今までのでデス・ビートルのＬＰは十パーセント程が減った。

　ＬＰ量の多さが脅威だとされるデス・ビートルも、強化がされている上に弱点属性である火属性の高火力魔法、加えてCriticalクリテイカルを受ければ相当量のダメージを受けるようだ。

　ダリアにＭＰ回復薬を与えながら、デス・ビートルを見る。

　ＬＰ自体は減っているものの、破壊対象となる羽や角は未いまだ無傷のままだ。

　空中を飛びながら、ダリア目掛けて急降下するデス・ビートル。

　その技の存在も、既に攻略掲けい示じ板ばんに載っている！

　真上からの角攻撃に割って入るように、盾で受け流すようにしてずらす。

　勢いが殺されていない角は、そのまま地面へ突き刺さった。

　むき出しの羽に下段から始まる青の閃剣ブルー・ソード、そのまま流れた上段の状態で黄の閃剣イエロー・ソード、最後に中段に戻して赤の閃剣レツド・ソードを浴びせ、離れ際に火属性魔法の火弾フアイアボールを放つ。

　ダリアもオーバーマジックを交えた火炎柱フレアーを三み度たび与え、デス・ビートルの両方の羽が破壊された。

「次は木の後ろだ！」

　ダリアを抱きかかえながら、俺たちはクヌギの後ろに身を隠す。

　ダリアにＭＰ回復薬を飲ませながら、角を引き抜いたデス・ビートルが此方こちらへ猛突進してくるのを確認──すかさず横へ跳ぶ。

　ズズンという地鳴りと共に、クヌギの木も大きく揺れる。

　加勢として上からは十種類の昆虫達が落ちてくるものの、既にダリアの魔法が完成していた。ダークレッドの髪を揺らしながら、小さな手が杖つえを振るう。

　火炎地獄インフエルノがデス・ビートルに炸裂し、周りの虫達を巻き込み炎の柱を形成した。

　ダリアは素早く、もう一度火炎地獄インフエルノを発動。

　一度目の魔法を耐え抜いた虫達も光の粒子となり消きえ失うせた。デス・ビートルは未だ、クヌギの木から角を抜こうともがいている。

　炎が消えるのを合図に、俺は角に向けて赤の閃剣レツド・ソードを叩き込むと、デス・ビートルの角は音を立てて砕け散った。

　角を破壊された事により、デス・ビートルのＬＰが減少。俺たちの猛攻と部位破壊ボーナスにより、ＬＰは既に四十パーセントを切っている。

　未だキチキチと音を立てて威嚇するデス・ビートルだが、部位破壊により体は既に満まん身しん創そう痍い。

　最も攻撃力の高い角の攻撃が無い以上、奴に俺たちを倒す手段は無かった──。




　草の町は乾燥させた藁わらのような植物を用もちいた建物と、濃い茶色の木でできた建物が建ち並ぶ、町というよりも村や集落のような外観だった。規模はそこそこあるようで、周囲五十メートルを映すマップでも収まりきらない程の広さがあり、やはりこちらもプレイヤーで溢れている。

　草の町に着くなり、ダリアの腹が可か愛わいく鳴った。

「お？　なんだ、腹ペコか──」

　冷やかそうと思ったら、頭を叩かれた。

　ともあれ、彼女は非常によく動いてくれているし──お礼も兼ねて食事にしようか。
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　午後八時三十六分。

　明日は休みでありイベントがあるため、徹夜とまではいかないものの夜中までレベル上げをしていきたいと考えている。まだまだ夜は長い。

「お、なんか野菜料理の専門店があるぞ」

　色とりどりの野菜料理がフォトショのようにして電子パネルに次々と流れているのが見えた。看板には《野菜料理》と、そのまんまの意味の英語が書かれている。

　──ダリアの反応が気になるが……ピクリとも動かないぞ。腹は鳴ってるのに。

　ここ草の町は風の町以上に農業が盛んに見えるし、ゲーム内の未知の野菜にも興味がある。やはり別の世界であり、住む生物も違うからには見た事もない野菜もあるに違いない。

　構わん、行くぞ！　と、強行突破を試みる。

　一歩、また一歩と野菜料理屋に近付くにつれ、ダリアが暴れ始めた。

　髪を引っ張り耳を引っ張り──好き嫌いもここまでくると将来が心配である。

「ダリア。野菜も食べないと綺き麗れいになれないぞ」

　少し、女心にジャブを繰り出すが効果なし。嫌なものは嫌らしい。

　ともあれ、御ご褒ほう美びに嫌いな物を食べさせるのも酷、だよな。

「……よし。今回は仕方ない。今度はちゃんと野菜も食べなさい」

　俺の言葉に『わかったわかった』と答えるかのように頭を二回叩くダリア。

　甘あま々あまね。と、どこかで紅葉もみじさんが呟つぶやいたような気がしたが、気のせいだろう。

　色々見て回ったが肉料理っぽい店が無いようだったので、ポータルから冒険の町まで転移し、肉料理屋へ向かった。

「お、ダイキじゃねえか」

　転移した先で会ったのは髭ひげ面づらアバターのオルさん。

　ここ最近、ずっと風の町に居たと思ってたが……。

「こんばんはオルさん。どうしたんですか？　冒険の町に居るの珍しいですね」

「当たり前だろ。明日からのイベントに備えて武器や防具の新調やメンテナンスをするプレイヤーが多い。新規プレイヤーも続々とログインしてるし、イベント会場になる冒険の町に今日から張り込んで露ろ店てんを開く生産職クラフターは少なくない」

「なるほど」

　確かに、明日からのイベントは冒険の町の時計台前で行われる。参加するプレイヤーは勿論、死に戻りしたり、一時的に戻ってきたプレイヤーが冒険の町の露店に行く可能性は高い。

　となればその後のトーナメントで、オルさん達生産者クラフターが石の町に陣取るのも想像に難くない。

「それはそうと、お前の盾、結構ボロボロじゃねえか」

「みたいですね。ちょっと乱暴に使いすぎたかもしれません」

　俺のバックラーはビートルとの戦いで所々がひしゃげてしまっていた。勿論、剣闘士の石像ストーンゴーレムだったり、リザード達との戦闘での蓄積ダメージであるとも思うが。

「あ、そういえばさっきフィールドボスを倒してきたので、その素材で補強していただくことは可能ですか？」

「フィールドボスってお前……一人で？」

　呆れたように言うオルさんに、自分とダリアを交互に指差し、頷く。

「まあイベントに向けて追い込みをかけるプレイヤーは多いが……ダリアちゃんが居るとはいえ、フィールドボスを六人以下で討伐できるプレイヤーはそう多くないぞ」

　まあ今回はダリアの魔法と相性が良かったのもあるし、攻略手順も掲示板に詳しく載っていたからな。野性解放での強化も大きいだろう。

「無理せずやってますよ。ところでオルさん、さっきの話、食事でもしながらどうですか？」

「おう。別にいいぞ」

　お預けを食らっていたダリアがソワソワしていたので、俺たちは近くの肉料理屋に入った。

　ステータスアップの恩恵もあるため、忙しく食事を済ませたプレイヤー達がバタバタと店を出たり入ったりしているのが見える。

　俺たちは通された席で適当に料理を注文し、その風景を見ながら雑ざつ談だんを始める。

「忙せわしないですね。いくらＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターが営む店だとはいえ、もっと落ち着いて食事ができないものですかね」

「まあ、少なくとも今日含めた三日間は飲食店がドタバタするだろうな。と、露店もそうだったが」

「オルさんは迷宮の方には入らないんですか？」

「興味はあるが、戦闘の技能スキルを取ってないからなあ、使えても片手槌つち技能スキルくらいだろ。だったらイベント素材を持ち寄ってくれるプレイヤーを待つ方がいい」

「俺もイベントアイテムを色々ゲットできたら、オルさんに装備を頼みに来ると思います」

「くく、よろしく頼むよ」

　その後、運ばれてきた料理にがっつくダリアの口を拭ふきながら、俺はビートルのドロップアイテムに目を通す。

　殻かくやら脚やら、ボスの素材の中にあった《撃破報酬》と《ＭＶＰ報酬》。

　今回は初個体ではないため、この二つが報酬となっていた。




【ビートル・シールド】#撃破報酬

　黒塗りのデス・ビートルが小さくデフォルメされたデザインの盾。高い耐久性を持つが、火属性耐性が下がる。

　耐久値＋28

　火属性－５

［ビートルシリーズ四つ以上で耐久値＋５］

　分類：片手盾

【ビートル・ナイフ】#ＭＶＰ報酬

　黒塗りのデス・ビートルの殻でできたナイフ。筋力・耐久値が上がるが、火属性耐性が下がる。

　筋力＋15

　耐久値＋６

　火属性－７

［ビートルシリーズ四つ以上で耐久値＋５］

　分類：短剣




　とりあえずオルさんに確認してもらうと、なんとも言えない表情のまま首をひねった。

「うーん。……盾はともかくナイフはハズレだな」

　オルさんの評価は低いようだ。

「単独で撃破したみたいだし、素材とそのシールドを少し渡してくれればすぐにでも強化できるぞ」

「おお！　是非お願いします！」

「じゃあ食事が終わったら店に付いてきてくれ。ついでに、他の装備のメンテもやってやるよ」

　ありがたい。迷宮に入る前にでもメンテナンスを頼もうと思っていた所だった。

　既に何件か依頼が来ているみたいだし、当日だと忙しかったかもしれない。

　食事を済ませた俺たちは、オルさんの露店へと向かう。

　食べて重くなったダリアには手を繋つないでもらっている。

「じゃあ他の依頼が終わり次第になるが、強化とメンテナンスが終わったら連絡する」

「はい。ありがとうございます」

　素材と新しい盾、既存の剣とサイクロプス装備一式を渡し露店を後にした。




　紅葉さんの露店に近付くと、丁度クロっちが飛び立っていく所が見えた。

　笑顔で手を振る紅葉さんに、声をかける。

「こんばんは、紅葉さん」

「ダイキ君こんばんは！　あら、ダリアちゃん、ちょっと背伸びた？」

　食べ過ぎで重くなったダリアと、肩車ではなく手を繋いでいた結果、俺との身長差から気が付いたらしい。

　紅葉さんの言葉に気を良くしたのか、ダリアは得意げな表情で腕うでを組んだ。

　この些さ細さいな変化、わかる人にはわかるんだな。







　その後、紅葉さんと雑談しているとオルさんから完成の連絡が入った。

　俺たちは紅葉さんと別れ、オルさんの露店に向かう。

「おう。できたぞ」

「ありがとうございます」

　一つ頭を下げ、俺はオルさんから余りの素材と装備を受け取った。

【ビートル・シールド＋３】

　黒塗りのデス・ビートルが小さくデフォルメされたデザインの盾。高い耐久性を持つが、火属性耐性が下がる。

　耐久値＋36

　火属性－５

［ビートルシリーズ四つ以上で耐久＋５］

　分類：片手盾

　大幅に強化されたビートル・シールドを始め、剣やサイクロプス装備一式も新品同様になっている。

「一応試してはみたがフィールドボスの素材を使った装備を別のフィールドボスの素材で強くする事は出来なかった。これでまた新しいのを作れば別だが……」

「いえ、この素材だと動きが制限されそうなので、今のままで行こうと思います」

　そうか、と頷くオルさん。手作りのビートルシリーズはボーナスが発生しないという事も教えてくれた。一つ目鬼サイクロプスの超ちよう棍こん棒ぼうにボーナスが無いのを見るに、ドロップ品だとしても必ずしもセットボーナスが付いてるとは限らないのかもしれない。

「ダリアの防具は……無理ですよね？」

　ダリアの防具は召喚した時のまま、ダークレッドのワンピースだ。

　ステータス補正が無いため防具としての機能は皆無だが、実は召ダ喚リ獣アが装備できる防具はまだ満足に出回っていないのが現状である。

「アクセサリー等の装飾品、物にも種族にもよるが武器も装備は可能になっているものの、防具は何故か別の技能スキルが必要みたいで作れないんだよな。──ただ、生産職の中にもイロモノは居てな、最近、召喚獣専用の防具を作れる奴が現れた」

「おぉ！　有難い！」

　思わぬ朗報に、ガッツポーズ。

　イベント前にダリアの防具が新調できるとなれば、これほど嬉しいことはない。

　俺の反応にオルさんは微笑を浮かべるが、すぐさま、言いづらそうに頭を掻かきながら言葉を続けた。

「召喚士の総数がまだ少ないってのと、技能スキル枠が圧迫されるって理由で手を出しあぐねていたんだが、そいつは利益そっちのけで露店を開いてるぞ。紹介は……いらないと思うが」

「いらない？」

「まあ心配はいらない。悪い奴じゃねえから」

　露店はまっすぐ行ったフリフリの店だぞ。と、親切に教えながら見送るオルさん。

　とりあえず手を振り返しておいたものの──フリフリの店ってなんだろうか。





　　　＊　＊　＊






　しばらく歩いていると、他の露店とは違い風ふ呂ろ敷しきや店の骨組みまでレースのような何かでデコレーションされ異彩を放つ、まさに〝フリフリ〟な露店が佇んでいた。

　うん──多分ここだろう。

「すみません」

「何も言うなダイキ氏、いやお義と父うさん！　貴方あなたが来るのを待っていたお……正確には六日と十四時間待っていたお」

「……」

　絵に描いたようなというか、徹底した人がそこにいた。

　でっぷりとした体型の巨漢が、目を輝かせながら正座で俺を──いや、正確には俺に肩車されたダリアを見上げていた。

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをズバッ！　シュバッ！　という効果音が付きそうな素早さで上げている。

「……お父さんと呼ばれる筋合いはないんですが」

「『娘はやらんぞ！』頑がん固こオヤジ展開キタコレッ！」

「あの」

「説明するおっ！　召喚獣専門の防具を取り扱っている『LOVE is JUSTICE』へようこそだお。そして僕は幼よう女じよ神がみ様さま……もといダリア様ファン歴二十七年の『マーシー』だお」

　キャラが──強烈すぎる。

「ファン歴二十七年って……ダリアまだ生まれてないですよ」

　まず俺が生まれていない。

「ダリア様が生まれる前からのファンだお！　父親の※バキューン※の頃からファンだお！」

　鼻の下を人差し指で擦こすりながら、誇らしげに言うマーシーさん。

　会話を進めなければ永遠にこの調子が続きそうで怖いため、半ば強引に本題へと話を移す。

「……召喚獣専門の防具の店なんですね？　今日はダリアの防具をマーシーさんに作ってもらおうと思い、足を運んだ次第です」

「いつか来てくれると夢見て、幼女神様への供く物もつは既に用意してあるお」

　供物って……。

　彼からは少し危険な匂いがするものの、オルさんのお墨すみ付つきなら信用する他ないな。

　ダリアを定位置からゆっくり降ろし、マーシーさんの前に立たせる。

　するとマーシーさんは素早く眼鏡をサングラスに取り替え、ずずっと後ろに下がり、まるで眩しい物を見るように手で仰いだ。

「美しすぎて直視できないお！」

「……」

「汚物を見るようなその冷たい目！　ありがとうございます！」

　冗談はさて置き──と、マーシーさんは気を取り直したように風呂敷の上に三着の服を並べていった。

「おぉ」

　俺はそれをダリアの頭越しに覗き込みながら、あまりのクオリティの高さに思わず声が漏れていた事に気付く。

「これが僕の用意できる最高の供物達だお。幼女神様の美しいダークレッドに合わせて、洋服もカラーリングしてあるお」

　三着の服はワンピース、ポンチョ、エプロンで、どれも非常に細かい加工が施されているのが素人目にもわかる。

「綺麗ですね。性能の方はどうなってますか？」

「幼女神様は魔力タイプだと把は握あくしてるので皆どれも耐久値＋十、魔力＋二十三の性能だお！」

　性能も相当高い。

　内容も同じとなれば、選ぶのはダリアだな。

「ダリア、どれがいい？」

　ダリアは三着の服に一つ一つ目を通した後、ワンピースを指差した。

　今着ている簡素なダークレッドとは違い、非常に凝こった上品なデザインの黒色ワンピース。

　試しに着させてみればサイズもピッタリで、元々の可愛さに妖艶さが足され……よく似合っている。

「キタ──！」

　マーシーさんも会かい心しんの出来だったのか、何度もガッツポーズを取りながら「Yes! Yes!」を連呼している。

「おぉ。可愛いぞ、ダリア。マーシーさん、ありがとうございます」

「此方こちらこそだお！　あ、二万Ｇになります」

　代金を告げる時だけ、セールスマンのような真ま面じ目めな口調へと変わるマーシーさん。

　当然お金を支払い、またお世話になると見越してフレンド登録を交わした。

　見栄えもそうだが、ダリアの火力がまた一つ上がったな。

　ともあれ、メンテナンスも済み新しい装備も手に入った。素材を売れば金も増えるだろうし、消費アイテムも買う事ができる。

　──準備は万全だ。





　　　＊　＊　＊






　草の町に戻った俺たちは、掲示板の情報を頼りに、三つある内の二つの狩り場に目を付けた。

　一つは虫系のモンスターが多く生息する《虫の住処すみか》と、もう一つは植物系のモンスターが多く湧く《植物公園》。前者は単体の経験値が多く、後者は湧くスピードが非常に魅力的だという。

　どちらにするかは、狩り場の混こみ具合を見て決めようと考えている。

　──さて、最後の追い込みと行こうじゃないか。

　新しい盾、ビートル・シールドを装備した左腕を見やる。

　カブトムシをデフォルメすればこうなるだろうな、という可愛らしいデザインとは裏腹に、その黒塗りの装甲に秘められた耐久値は驚異の三十六。

　前のバックラーが二十だった事を考えても、相当な性能アップだと言えるだろう。

　火属性耐性－五というのがどの程度のものかは不明だが、これにより俺のステータスもだいぶ変動している。

　先のフィールドボス戦でレベルも一つ上がり、ケンヤ達の平均値程度にまでは追いついてきた。やはり低レベル帯は上がるのも速い。このまま目標は二十って所だが、明日のイベントに支障が出ないよう、適度なプレイ時間を心掛けようと思っている。




　俺たちが狩り場に決めたのは植物公園だった。

　まず第一に、虫も植物も火属性が弱点ではあるものの、植物の方が物理も魔法も防御が低かった。まあ経験値も相応に低いのだが、効率良くレベルを上げる方法は既に考えてある。

　経験値に惹ひかれたか、プレイヤーの多くは虫の住処の方に向かったらしく、俺たちはしめたとばかりに植物公園に足を進めていく。

　植物公園は実に自然味あふれるフィールドで、森や川と調和した公園と言うに相応ふさわしい場所だった。

　ちらほらと見えるが、既に湧いているポツプしているモンスター達の姿もあり、そのどれもが根を足に見立てて自立する植物だ。

　足は速そうに見えないものの、何しろ数が多い。物量に押され、正に今、一つのパーティが飲み込まれていったのが見えてしまった。

　──油断すれば強い個体よりも脅威になる。

　俺たちは比較的プレイヤーが少ない場所に移動し、付近に数体の植物型モンスターが湧いたのを確認して、技アーツを発動した。

「『磁力盾マグネツトシールド』」

　新しく覚えた技アーツ、磁力盾マグネツトシールド。

　俺と相性の良い技アーツではないものの、今回に関しては例外だ。

　ビートル・シールドから伸びた銀色の線が付近の植物型モンスターに繋がり、植物モンスター達が俺の盾に引き寄せられるように押し寄せてくる。

　押おし潰つぶされかねない距離まで植物モンスターが来た瞬間、俺とダリア諸共、火炎の柱が轟々と包み込んだ。

　ダリアの強化された魔法で全くの無傷でいられるのか？　という一いち抹まつの不安はあったものの、例外なくパーティメンバー同士の攻撃は無効化されるようだ。

　それにしても、火炎地獄インフエルノの中心にいるのはなかなかスリリングである。

「……って、やっぱ一撃は無理か」

　相手も俺たちより格上のレベルのモンスター。いくら弱点を突かれたとはいえ一撃で全滅するほどヤワではない。が、

「『野性解放』」

　間を置かずして発動した火炎地獄インフエルノにより、植物モンスター達はなすすべなく焼き尽くされた。

　同意の上とはいえ、制御が効かなくなっているダリアを見ると可か哀わい想そうに思えて仕方ないが、本人は体力こそ消耗するもののケロっとしている。

「逞たくましいな」

　俺の前に立つ小さな相棒の頭を撫でながら、俺はひたすらに敵を集め、ダリアはひたすらに敵の殲せん滅めつに専念した。




　手持ちのＭＰ回復薬も数える程に数を減らし、数時間もぶっ通しで戦闘をしていただけに、ダリアの消しよう耗もうが激しい。

　敵を磁力盾マグネツトシールドで引きつけるだけの俺に対し、野性解放の消耗に加え火炎地獄インフエルノを連発するダリア。

　仕事の比重が偏かたよっているのは、誰の目にも明らかだろう。

「ダリア……そろそろ町に戻ろう」

　野性解放を解き、息の上がったダリアと向き合う。

　ダリアは小さく頷き、よたよたと俺の背中を登ってきた。

　──やはり少し無理させてしまったな。

　途中途中で野性解放を解き、何度か切り上げる旨むねを伝えてはいたものの、ダリアは『まだ大丈夫』と、続行を希望するように俺を睨にらむ。

　内心、もう少しレベルを上げたいとは思っていたものの……もしも、俺の気持ちを汲くんでいたのだとしたら、いい女房になれそうだ。

　小さな吐息と、一定のリズムで上下する体。俺の背中で眠りにつくダリアに小さくお礼を言いつつ、夜中にまで及ぶレベル上げは幕を閉じた。




　朝十時からはイベントが始まる。

　俺も、最大限楽しめるようにしっかり寝ておこう。













　三月一日午前九時二十六分。




　冒険の町に押し寄せる、溢あふれんばかりの人人人。

　最前線組なのか、見たこともない煌きらびやかな装備を纏まとったプレイヤーから、昨日始めた風の見習い装備に身を包むプレイヤーなどなど、イベント開始を待ちきれないといった様子のプレイヤーで町は大いに賑にぎわっていた。

　所持アイテムはＬライフＰポイント回復薬が二十個、ＭマジツクＰポイント復薬が二十個、万能薬が十個となっている。

　ダリアはＭＰの減りは激しいが、魔力回復の技能スキルもあるため現状では薬漬けになった事はない。ボス等が相手ならその限りではないものの、どちらかと言えば俺のＬＰの減少スピードが気になる。

　弾きパリイが失敗すれば相応のダメージが通るし、一見高い耐久値も本職の盾役タンクと比べればかなりの差が生まれてしまう。やはり回復役を一人、若もしくは支援型の召しよう喚かん獣じゆうでも増やせれば安定度が増すのだが……。




　──回復アイテムの確認を済ませ、町中を歩く。

　レベルやログイン時間のバラバラなユーザー達が一度に集結したため、冒険の町はサービス開始日並みの混こみ具合だ。

　その中には見知った顔もいるようで──。

「お、来たなダイキ」

「よ。勢せい揃ぞろいだな」

　ケンヤ達も全員揃ってイベントに参加するようだ。

　今回は別パーティとして行動することになるが、彼らとは迷宮内で会ったとしても戦闘には発展しないだろう。いや、しない事を願う。

「おはようございます、ダイキさん。ダリアちゃん」

「おはようございます、雨う天てんさん。なんか、強そうな装備になっていますね」

　雨天さんに限らず金きん太た郎ろう丸まる含めた他のメンバーも全員が装備を一新しているようだ。

　ギルド設立に相当金がかかった筈はずだが、その後必死に装備を揃えたんだろう。

　今日の為ために仕上げてきているという事が、ひしひしと伝わってきた。

　雨天さんは縁ふちなし眼鏡めがねをクイと上げながら、俺とダリアに笑顔を見せた。統一感のある布製の装備は、俺のサイクロプス装備よりも濃い青色だ。

　同色の髪と職業も相あいまって完成された格好だと感じる。

「まーねー！　……っといけない。ダイキさんも盾換えたんですね。なんかやけに可か愛わいいデザインですが」

「あはは。無理して敬語を使わなくても結構ですよ。俺は別に気にしませんし」

「……面目無い」

　俯うつむきがちに言うライラさんは、苦笑いしながら頭を掻かいた。

　会って数日でケンヤ達と打ち解けたような口調になっていた彼女の敬語には、どことなくぎこちなさが感じられていた。

　ゲーム内なら誰も咎とがめる人はいないだろう。少なくとも俺は気にならない。

　ライラさんの装備も軽剣士っぽい物から、鎖くさり帷子かたびらと、その上にアーマーという騎士ナイトのような出いで立たちになっていた。

　背中にはなんとも重そうな大剣が背負われており、以前会った時とは印象がガラリと変わっているように思える。

「あれ、前まで俺と同じ片手剣だったよね？」

「……うん！　でも職業が剣士だと技能スキルが変化したり技が増えたりするの！　大剣はその派生かなー」

　彼女が話しやすい環境にするため試しに敬語を使わずに話してみると、ライラさんは吹っ切れたように笑顔を見せる。

　派生か……全然知らない要素だが、知っていて当然の予備知識なのだろうか？

「だ、ダリアちゃん。進化したんですね」

「ええ、金太郎丸と同じようにレベル十になった際に進化しましたよ。っていうか、よく気が付きましたね」

「はい……角の形とか全然違うので」

　角の形か、よく見ているんだなこの子。

　驚いたように聞き返した俺に、はにかみながらクリンさんは答える。

　確かに、角も変化したといえばしたが……。

「……俺、全然気が付かなかった」

　鈍にび色いろのフルプレートメイルに身を包んだケンヤがショックを隠しきれない様子でダリアを見ると、ダリアは定位置から身を乗り出してあかんべーをして見せた。

　あ、ケンヤ嫌われたな。

「駄目ですよケンヤさん。女の子は髪型だったり服装だったりの変化に気付いてもらいたい生き物なんです」

「ケンヤ、女心がわかってないなー」

「ふふふ」

　女子からの集中砲火を受け、打たれ強いはずの盾役ケンヤが一瞬にして崩くずれ落ちる。

　前までは揶揄からかう側だったケンヤも、いつの間にか力関係が逆転していたようだ。

　女は強し──だな。

「そう言えば、ギルド立ち上げる話はどうなったんですか？」

「はい。ギルド自体の登録と土地の購入は済んだので、後はコツコツお金を貯ためて家を建てるだけですね」

　楽しみです。と、クリンさんは白いローブを揺らしながら、腕の中で眠る小こ熊ぐま《金太郎丸町中verバージヨン》をひと撫なでした。




　露ろ店てんで会えればと思ってはみたが、紅葉もみじさんやオルさんの姿は見当たらない。

　おそらく、ここのどこかにいるのは間違いないものの、人が多すぎて判別がつかない。

「あれ。おはようダイキ君。ダリアちゃん」

「おはようございます、銀ぎん灰かいさん」

　そこに、複数人のプレイヤーを引き連れた銀灰さんが現れた。

　ライラさんよりも金属部分が多い鈍色の鎧よろいと背中に背負う西洋の盾。

　胸の紋章はギルド【Coatコート ofオブ Armsアームズ】の証あかし。

「銀灰さんもこのイベントに？」

「うん。ギルドの副マスとはいえ僕も一介のゲーマーだ。ゲームイベントには極力参加したいよ」

　聞けばCoat of Armsもギルドのメンバー達を六人ずつに分けてイベントに参加するらしい。

　銀灰さんがどの程度のレベルなのかさえ知らないものの、大手ギルドとなれば相当手て強ごわそうだ。





　　　＊　＊　＊






　──時刻は午前九時五十九分。

　多くのプレイヤーが固かた唾ずを呑のんで時計台を見守る中、時計の針が動き、それは起こった。




　上下に揺れる冒険の町、そしてゴゴゴという大きな地鳴り。

　時計台が音を立てながら地面へと沈んでいき、石でできたような階段が地下へ伸びていく。




【巨大迷宮インフィニティ・ラビリンスに移動しますか？】

［ Yes　/　No ］




　目の前に現れた半透明のパネルが迷宮へと誘いざなう。

　周りを見ると、早くも多くのパーティが迷宮へと転移していくのが見える。




　──行くか。




　迷わずYesを選択すると同時に、転移が始まる。

　石造りの暗い階段を降りていくようなムービーの後に、俺たちは洞どう窟くつ内に立っていた。

　洞窟特有のジメジメは感じない。むしろ空気が乾いているようにも思える。




【ここは巨大迷宮インフィニティ・ラビリンスの腹の中。足を踏み入れたら最後、攻略するか死ぬまで出ることはできない。支給された道具を駆使し、道を探し、宝を見つけ、出口を探せ】




　現れたのは半透明のパネル。

　読み終えると同時に消え、本格的にイベントが始まった。

　とりあえずは、さっき書いてあった通り《支給された道具》とやらを出せばいいか。

　アイテムボックスを開くと、確かに中には見慣れない道具が二つ入っていた。

　一つは消費アイテムの【巨大迷宮インフィニティ・ラビリンスの地図】、もう一つが破棄交換不可の【お宝レーダー】だ。

　レーダーが重要アイテムだとして、地図が消費アイテムなのはなんでだろう？

　とりあえず使ってみないことにはわからないが……。

　地図を選択し使用すると、右下にあったミニマップに変化が生じた。

　先ほどまでミニマップは冒険の町を表示していたが、今は俺の周囲だけではあるがマッピングされた新しいフィールドを表す地図になっている。

　──マップ追加用のアイテムか。確かに消費アイテムならボックス内も圧迫されない。

　表示されるのは俺が回った場所に限るようで、とても地図と言える代物ではない気がしたが、まあいいだろう。自分の足で開かい拓たくして地図にしていくと解かい釈しやくしておく。

　お宝レーダーは首にかけられるように紐ひもが通してあったので、念のため具現化させ、かけておくことにする。

「しかし……誰もいないとは」

　洞窟の中に、俺の声が虚むなしく木こ霊だました。

　皆が皆、別々のスタート地点に飛ばされたのか、俺とダリアがいるこの小部屋のような場所に他のプレイヤーはいない。

　いたらいたで、即戦闘というのも考えられるから幸運といえば幸運だ。

　迷宮内部は不思議と明るく視界は良好。

　道幅もかなり広くとられているため、戦闘にもそれほど支障はないと思われる。

「とりあえず進んでみないと始まらないな」

　ダリアも新しいフィールドにワクワクしている様子で、小刻みに揺れてはしゃいでいた。けれども自分の足で歩く気はないようで、俺たちはいつものスタイルで洞窟内の探索を開始したのだった。




　しばらく歩いていると、ミニマップに分かれ道が現れ、視界にもその分かれ道が見て取れた。

　Ｙ字路ではなくＴ字路的な分かれ道だ。

　どちらも、先が見えないほどに長く続いている。

　──こういうギャンブル的というか、運試しみたいな構造は得意だぞ。

　いや、得意ってなんだよと自分でも思ったものの、二択で迷った時に直感を働かせて選ぶケースは日常生活でも多い。

　右にしろ左にしろ、考えて選ぶ場合、様々な心理状態が作用するとされているため法則とかは全部無視だ。

　なんとなくで、左に行ってみることにする。

　ミニマップには一つ奥の道なども映り、所々に行き止まりも用意されていることがわかる。まあ、俺たちのスタート地点がそうだったように、誰かのスタート地点という可能性もあるが……。

　このイベントの目的は《攻略》とあったから──ボス的な何かを倒す、もしくは最も高価な宝を見つける──このどちらかだと俺は思う。

　無いとは思うが、単純に出口がポンと設置してあるっていうパターンも想定されるが……これはナンセンスすぎる。

　せめてボスとかを付近に配置するのが理想だと思うが……。

　ともあれ、行き止まりがハズレかと言えば否だろう。

　お宝レーダーというものがある以上、この迷宮のどこかにお宝があり、隠されている。

　宝箱がある場所なんて、ボス部屋、隠し部屋、行き止まりの先の三つくらいだろ。

　──まあ、偏見だけど。と、あれこれ考えながらも足を進めていく。

　その後、いくつかの分岐した道を考えなしに歩いていると、ミニマップに初めて見る赤い点が映し出された。

　その赤い点は微妙に動いているため、宝箱の可能性は低い。が、そうなるとモンスターかプレイヤーということになるな。

《このイベントで死ぬと一時間のペナルティが課せられる》

　宝物を探すのもイベントの内容であるため、ライバルとなるプレイヤー同士手を取り合う事は不可能だろう。

　つまり、プレイヤーと出会えば、ほぼ間違いなく戦闘になる。

　この赤い点。数は一つだけだし、進むとも引き返すともとれない動きをしているが。──まあ、だいたい予想はつくけど。

　気にせず足を進めると、視界の先にゼリー状の小さな何かが道を這はっているのが見える。

　鑑かん定ていで情報を見てみるか。

【ブルースライム Lv．11】

　ファンタジーで連想する敵ランキングで一位に輝きそうな、ほとんどのＲＰＧ系ゲームでお馴な染じみのスライムが現れた。

　迷宮内に現れるモンスターはレベル五～五十とあったので、こいつは比較的弱い部類のモンスターなのだろう。俺が剣を抜くより先に、ダリアが発動した闇矢ダークアローによって貫かれたスライムは、破裂音と共に光を散らして消え去った。

　──仕事が早いよダリアちゃん。

　ともあれ、今の戦闘でアイテムボックス内にはスライムの素材が入った。

　今の所、このゲームでスライムと出会ったのは初めてだ。

　もしかしたら、迷宮限定のモンスターということもあり得る。

　となれば、紅葉さんやオルさんに喜ばれそうだな。

　そして視界の右上あたりに現れた【獲得Ｐ / 00008】というゲージだが、モンスター討とう伐ばつに伴ともなって増えるゲージなのかもしれない。

　宝物を手に入れても上がるようなら、迷宮攻略の貢こう献けん度どといった所か。

　なんにせよ、まだまだ序盤も序盤、どんどん攻略を進めていこう。




　無事、イベントモンスターとの初戦闘を終えた俺たち。

　ダリアは魔力回復技能スキルの恩恵で既にＭＰが満タンになっているため、特に回復することもなく足を進めていく。

　マッピングも順調で──良いのか悪いのかは不明だが今の所行き止まりで足止めを受けることも無かった。

「お？」

　首にさげていたお宝レーダーが緑色に点滅しはじめる。

　試しに引き返してみると、その光は薄く小さくなり、進むにつれ光が大きく濃くなっていくのが見てとれた。

　──要するにこれで宝物の位置を割り出せってことだよな。

　宝物に近付くだけ、光が強くなるわけだ。

　なんだかワクワクしてきた。

　俺たちは点滅の指示に従い、早足で道を進んでいく。丁度よくミニマップにはプレイヤーやモンスターを表す点は存在していない。

　もしかしたら、モンスターの湧わく頻度は低いのかもしれないな。と、軽く推測を立てておいた。

　──右に、左に、右に、また右に。

　くねくねと複雑な道を歩きながらも、お宝レーダーの光がどんどん大きくなっていくのを感じながら進む。

　もはや深ふか緑みどり色いろとなったレーダーの光に誘われ進むと、視界の先に開けた空間があるのが見えた。

「って、待て待て」

　夢中で足を進めていた自分を制止するようにして、頭を左右に振る。

　レーダーに引っ張られているわけじゃないので、俺が足を止めればいいだけの話だが……。

「──注意力が散漫だな」

　はやる気持ちに支配され、ミニマップの方に注意が向いてなかったことに気付き、気合いを入れ直す。

　落ち着いて再度、見る。

　ミニマップには目の前の部屋を表す、通路よりも幅広の空間が映し出されている。そして、中心にある少し大きな赤点も、はっきりと表示されていた。

　どうやら、たどり着いたら即お宝ゲット。なんて、美う味まい話にはならないようだ。

　レーダーの反応からして、この部屋に宝物があるのは明白なんだが。

　ゆっくり部屋に向かって歩くと、徐々に徐々に、赤点のシルエットが露あらわになっていく。

「ゴブリンってやつか？　……ブスだなあ」

　コッソリと岩陰から覗のぞくようにしてソレを確認してみるも、あまりの醜しゆう悪あくさに、ついつい口が悪くなっていた。

　赤点の正体は、豚ぶたのような顔と人間の体を合わせ持つ魔人。












　メニュー画面に備え付けられた鑑定機能で調べてみると、そこには【オーク Lv．９】と表示された。

　──ゴブリンじゃなくオークね。

　見た目もさる事ながら、防具も武器も貧相だなあ。

　豚鼻を鳴らしながら部屋内を徘はい徊かいするオークは、何で汚れたのかは知りたくもないが、茶色く汚れた腰布と血の付いた棍こん棒ぼうだけを装備している。

　なんにせよ、とても強そうには見えないが……。




　道と部屋との境界線のようなラインを越えると、先ほどまで俺に気付いてもいなかったオークが、涎よだれを撒まき散らしながら棍棒を振り回し向かってきた。

「『隼はやぶさ斬ぎり』」

　──すかさず迎え撃つ。使うは対象の元へと一気に移動し攻撃できる技、隼斬り。

　距離があるとはいえ臨戦態勢だったオークだが、俺が一気に距離を詰めたことが理解できていないのか、反応できずにいる。

　敵にかける情けはない。

　隼斬りによる一ひと太た刀ちは、オークの腹を切り裂いた。

　苦しそうな悲鳴を上げたオークが光となって四散する。

　──レベル差もあるし仕方ないか。と、スライムに続く戦闘の呆あつ気けなさに不完全燃焼である。

　オークがいた場所には先ほどまで無かった小さな木製の箱が置かれ、それに近付けたお宝レーダーが、これでもかというほど光を放っていた。

　ふむ──鍵かぎとかは、無さそうだな。

　そしてオークとの戦闘で右上の数字が【獲得Ｐ / 00012】に増えていることに気付く。

　これで宝物を開けた後、数字が変化していれば貢献度には宝物が関係すると言えよう。

　ここで《開錠》等の技能スキルが必要なんて出たら非ひ難なん轟ごう々ごうだよな。と考えながら膝ひざをつき、小さな木箱を開いた。

【技術の指輪】#緑箱

　つけると少しだけ手先が器き用ようになる。

　器用値＋４

　中身は……あまりレア度は高くなさそうだが、器用値が上がるなら有難く着けさせてもらおう。そのまま左手の人差し指に指輪を装備し、立ち上がる。

　初の宝箱は可愛い品が出たものの、守護するモンスターも相応の強さに設定されているのかもしれない。と、予測を立てる。

　右上の数字には【獲得Ｐ / 00019】とあり、宝物を開ける前と後で数字が変わっていたため、これは宝物の入手等も含む《イベント全体の貢献度》と言えるだろう。

　これがもっと強いモンスターなら数字は更に上昇するだろうし──レア度の高い宝物も然しかりだ。

　見た所、この部屋は行き止まりではなく先がある。

　とりあえずはこのまま進んでみるとしよう。




　しばらく道なりに歩いて行くと、十字路が現れた。全て初めて通る道なので、マップは参考にならない。

「ダリア、どこがいいと思う？」

　退屈だろうとダリアに振ると、ダリアはスッと正面の道を指差した。

　俺も人の事は言えないが、特に考えがある風でもない、直感だろうなと苦笑い。

　それからいくつかの分かれ道もナビゲーターダリアの指示の元、俺たちは迷宮を進んでいく。

「ダリア、ここはどっちに……っ!?」

　──ふと、ミニマップを見た俺の目にある情報が飛び込んできた。

　俺たちが歩いてきた道の後ろから、六つの青点がかなりのスピードで近付いてきていたのだ。

　赤点がモンスターだとするなら、青点が意味するのは……プレイヤー。

「ダリア、逃げるぞ」

　二対六で勝てるなんて自うぬ惚ぼれてはいない。接触すれば勝機は別として戦わざるを得ないものの、避けられる戦闘は全力で避けるのが吉だ。

　何も考えず、左の道へ走り出すと、後ろの青点達のスピードが上がる。

　その中でも二つの点は特にスピードが速く、このままでは、じき追いつかれる。

「──おいおい、噓うそだろ」

　引き返す選択肢はないが……どうやら、進むわけにもいかなくなったらしい。

　突如、前方に現れた個体は、先のスライムやオークといった可愛いレベルではなかった。その見た目からして、圧倒的な格上であることがビリビリと伝わってくる。

【メタル・スパイダー Lv．37】

　文字通り、鋼の体を持った八本足の蜘く蛛も。

　不気味な液体が滴したたる鋭い顎あごをカチカチと鳴らしながら、無謀にも自ら向かってくる獲物達俺とダリアへ敵視ヘイトを向け、既に臨戦態勢に入っている。

　──低レベルモンスターが二体来たと思えば、ちょうど良いを通り越して化け物が出てきてしまった。

　糸を張って巣を作り、獲物がかかるのを待つ自然界のハンター、蜘蛛。

　木々の間や目立たない所に巣を作る彼等が、道の真ん中という大胆な場所に巣を構えていいのだろうか。

　道を塞ふさぐように巣を張り巡めぐらせているメタル・スパイダー。

　後ろのパーティが意図して蜘蛛を使ってライバルを減らしているとすれば、それもそれで厄介だ。頭の良い司令塔がいる。数の差もあり、引き返しても勝機は薄い。

「となれば──強行突破！　ダリア！」

　ダリアが足の速い二人に闇霧ダークミストと影縛りシヤドウバインドを発動し、視界と足を奪う。

「『飛ひ閃せん剣けん』」

　その間に、俺は通路左側に飛閃剣を放ち蜘蛛の巣を断ち切ろうと図る──が、メタル・スパイダーは自らの体でそれを弾き飛ばした。

　できた。一瞬の勝機が！

　ダリアの火炎地獄インフエルノが巣に炸裂。続くように隼斬りで、通路右側へ一気に距離を詰め切り裂き、突き抜ける！

　体を逆サイドに振られたメタル・スパイダーは火炎地獄インフエルノにより一瞬の隙を見せた。

　そして奴が隼斬りに気付いた頃には、俺たちは既に、巣の向こうだ。

　巣まで鋼で作られていたら、駆け抜けるどころか細切れだったが、飛閃剣から巣を庇かばったという行動から、違うと確信するのに時間は必要ない。

　火炎地獄インフエルノにより溶け出した巣を切るのは容易たやすかった。

　メタル・スパイダーは自らの巣を壊された腹いせに、目の前まで迫ってきていたパーティに狙ねらいを定め、襲いかかる。

「うわぁぁぁ!!」

　後ろから響く断末魔の声を聞かないようにしながら、一心不乱に逃げる。

　ともあれ、あの巨体であのスピード……後ろから追われていたら、間違いなく逃げ切れなかった。向こうのパーティに向かってくれたのは幸運だったな。




　なんとか事無きを得た俺たちは、気を取り直して探索を再開する──と、今度はレーダーが黄色く光った。

　色に何か意味があるのか？

　さっきは緑色だったけど。

　黄色い光は現段階でも既に強く光っている。ということは、結構近い場所にある──という意味だろう。

　そのまま、レーダーを頼りに歩いて行くと、左と前方に道が分かれていた。

　レーダーは左を強く指している。

「さて、次は何が出るかな」

　先ほど出会った化け物でもレベルは三十七。そしてこの迷宮で出るモンスターの最大レベルは《五十》だ。

　もはや戦う事すらできずに殺される可能性もある。

　少しばかりビクビクしながら左の道を覗くと、少し奥、見える範囲に木箱が置いてあった。

「──お？　モンスターもいないな」

　守護するモンスターの不在なんてパターンもあるのか。《当たり》ってやつだな？

　ならばさっさと回収だな。と、木箱に近付いたその時──足元から無数の槍やりが飛び出してきた！

「……っ!?」

　完全に気を抜いていた。

　見事に数本体を貫通したが、グロ的な状態ではない。

　が、今のでＬＰが十五パーセント程削れていた。

　……モンスターだけじゃなく罠わなまであるのかよ。こりゃ骨が折れそうだな。

　してやられた。と、回復薬を飲みながら木箱に近付く。

　万が一、罠があっても解除の仕方はわからないので、念入りに叩いて確認した後、恐る恐る木箱を開く。

【不思議な石】#イベントアイテム

　中に不思議な力が込められている。

　と、中のアイテムはなんの変哲もないただの石ころ。一応、消費アイテム扱いらしい。

　──なるほど、宝物には装備以外にも色々入ってるんだな。

　しかし、これは内容的にはハズレじゃないか？

　まあなんにせよ、罠があるという事がわかっただけでも十分な収穫だ。

　レベル五十の化け物を配置するくらいだ、即死級の罠も普通にあるだろうな。

　俺のように何も知らずに罠に引っかかり、それが即死級で一撃死に戻りだったら災難だよな。もしかしたら既に何人かはそれでペナルティになってるかもしれないが──。

　ダリアが共にいる以上無駄な死は避けたい。

　罠は最大限に注意したほうがいいな。







　無事に宝物を入手した俺たちは最初の通路から見て直進。つまり、左の道へと進んでいく。

　メタル・スパイダーを使って挟み撃ちを仕掛けてきたパーティは、ミニマップには映っていない。まとめてメタル・スパイダーにやられたか、諦あきらめて引き返したか……。

　彼らの目的の真意はなんだったのだろうか。

　確かにプレイヤーが減れば宝物の競争率が減るのはわかる。が、それだけでしかない。なんらかの手段で待ち伏せしていたとしても、限られた時間を費やしてまでする行動かといえば、微妙な所だろう。

　──考えても無駄か。

　なんにせよ、ランダムに出てくるモンスターは序盤も終盤も関係ない。この先スライムのような弱いモンスターとしか出くわさない可能性もあれば、メタル・スパイダーのような格上と出会う可能性もある。

　戦うにしろ逃げるにしろ、万全の状態で臨むのが適切だろう。

　先の逃走で消耗したダリアにＭＰ回復薬を渡し、レーダーの反応を頼りに進む。

　──と、再びレーダーに反応があった。

「ん？　……こっちのほうだな」

　先の二つとは違った色──白色の反応を示すレーダーに従い、未いまだ全ぜん貌ぼうを見せない迷路を彷徨さまよう。

　これだけの広さだ、冒険の町が溢れるほどのプレイヤーとの遭遇率が低いのも頷うなずける。

「お、ここだここ……だ？」

　俺たちが通路を進むにつれて、ミニマップが開拓されていくのはわかる。

　現に、元来た道なら全て表示されている。が、

「ここ、やけに広くないか？」

　先に開けた空間があるのはミニマップからみて明らかだが、今までは部屋に入る前には既に部屋の全貌は見えていた。

　しかし部屋の入り口付近に来ても、ミニマップは部屋の全貌を映しきれていない。当然、目視でも部屋の内部は確認できるものの、薄暗くて奥まで見ることができない。

　けれども、白色の光を放つお宝レーダーは激しい反応を見せ、この部屋にある宝物の存在を肯定している。

　──この広い空間から宝物を探す。ってだけじゃないんだろうなあ。

　ミニマップにはモンスターを表す赤点も、プレイヤーを表す青点も表示されていない。

　尻込みしていても仕方がない、か。

　罠を十分に警戒しつつ、部屋に入った……いや、入ってしまった。

「!?」

　──明らかな異変に、思わず身構える。

　部屋を囲うように灯ともされる、不気味な紫色の松たい明まつ。

　そして地鳴りと共に聞こえてくるのは、威い嚇かくするような獣の唸うなり声ごえ。

　中央に灯るは、松明と同色の巨大な炎──そして、炎がゆっくりと形を変える。

　強きよう靭じんな四肢としなやかな尻尾しつぽ、蝙蝠コウモリのような羽を広げ、開かれた口に並ぶ刃物のような鋭い牙きば。

　炎を反射するように光沢を放つ黒い鱗うろこに、挑俺戦た者ちを値踏みするように向けられた黄色の目まなこ。

　そして強者だけが持つ──存在感プレツシヤー。

　ファンタジー世界におけるモンスターの代表格にして頂点。

【ブラック・ドラゴン Lv．50】#BOSS

　呼吸の度に吐き出される紫色の炎も相まって、思わず俺は一歩後ずさりしている事に気が付いた。

　一瞬でも目を離せばたちまち消されてしまうような、言いようのない恐怖とともに駆け巡るのは、確立された〝絶望の色〟。




　──勝てない。




　レベル差を痛感したのは勿もち論ろん、メタル・スパイダーの時以上の戦せん慄りつを覚えた。

　それは巨大な体たい軀く然り、全身が凶器のような構造然り、威圧感然り。

　たった一度、目があっただけで悟ってしまう数字以上の実力差。しかし、

「何もせずに……ってのは勿もつ体たい無ないよな」

　逃げ腰ながらも、俺が戦う意思を見せると、ダリアも続いて足元に降り立つ。

　──その差は歴然、しかしやる気は十分。

　──魂が震える程の大だい咆ほう哮こうと共に、ブラック・ドラゴンが動き出す。

　かくして、格上の咆哮によって戦いの火ひ蓋ぶたは切られた。

　四肢から発生した紫色の炎が体を伝って口元に集まり、隕いん石せきのごとき威力を孕んだ紫し炎えんが放たれた。

「回避一択かよ！」

　挨あい拶さつ程度の攻撃も、俺たちからしたら災害そのもの。盾弾きシールドパリイなんて付け焼き刃ではどうしようもない程の〝暴力〟を前に、俺は全ての力を回避に回した。

　ダリアを抱きかかえ、足元を抜けるようにしてブラック・ドラゴンの後ろ足に隼斬りを発動──紫炎をやり過ごすと同時に先制攻撃を与える。

「おいおい……」

　冗談のような光景に、俺は二度目の絶望を覚えた。

　一撃が入ると敵のＬＰが表示される。

　──その数、計七本。

　そして隼斬りによって与えられたダメージ量は、一本目の三パーセントにも満たない。

　──物理防御が高い。そんな次元じゃない。

　気持ちを切り替え、鼓こ舞ぶ術じゆつによる四つの強バ化フを発動し、野性解放を使う。

　ダリアはブラック・ドラゴンの足元に火炎の海フレイムフイールドを使用し、黒の破壊核ブラツクコアを放った。

　避ける素振りも見せぬブラック・ドラゴン、そして被弾。

　──減ったＬＰは、一本目の八パーセント程。

　唯一の救いは攻撃がある程度通るという一点か……それでも討伐に至るには途と方ほうもない時間を要すると想像できる。

　ブラック・ドラゴンが体に紫炎を纏う。俺たちは後ろ足から大きく距離を取るが、相手の攻撃は尚も続く。

「ダリア！　防御魔法！　『鋼はがねの闘とう志し』」

　ダリアを後ろに背負う形で盾を構える。しかし、Criticalクリテイカルを受ける確率を減らす鋼の闘志は、純粋な防御技じゃない。ダリアの火壁フアイアウオールと闇膜ダークバリアが張られ、俺たちにできる最大防御が完成した。

　が、身に纏った紫炎がブラック・ドラゴンの胴部で円を描き、拡散──衝撃波に乗った紫炎の波が押し寄せる。

　火壁フアイアウオール、闇膜ダークバリアは衝撃波を受けただけで消滅し、俺の体は紫炎に包まれた。

　ビートル・シールドも、火属性には弱い。

「──ごめん」

　瞬く間に俺のＬＰが消滅、続くダリアのＬＰも一瞬にして消滅した。













　気がつくと、俺おれは冒険の町のポータル前に立っていた。

　既に多くのプレイヤーが死に戻りをしたらしく、露ろ店てんは復活ペナルティを受けたプレイヤーと、不参加組のプレイヤー達で賑にぎわっている。

　──傍そばにダリアはいない。

　自身の死も初めて経験したはずだが、ダリアが死んだ事実の方がやはり心にくる。

　初めて死なせてしまった時ほど気持ちにモヤモヤはないものの、やはり〝死なせてしまう〟罪悪感と、申し訳なさで気が滅め入いった。

　……うだうだ言ってても仕方がないか。

　早くダリアを召しよう喚かんして、一時間後に備えよう。





　　　＊　＊　＊






　再度召喚を済ませたダリアを定位置に装備した俺は、露店を見て回っていた。

　──ダリア再召喚に伴ともない、ダリアを全力で抱きしめてる間に向けられた、他プレイヤーからの視線は忘れよう……。

　なんにしても、俺たちは負けたのだ。

　とはいえ、俺もダリアもブラック・ドラゴン相手に怖おじ気けず動けたのは及第点だろう。

　潜もぐっていた時間は二時間程度。

　早々に退場した運の悪いプレイヤーたちが再び迷宮に潜りだす頃だろうか？

　まあ、二時間程度で追い出された俺たちもそこそこに運が悪いと言えよう。

「お、なんだダイキ。早くもリタイアか？」

「いやー、ボコボコでしたよ」

　悪戯いたずらな笑みを浮かべたオルさんが、装備の調整を進めながら話しかけてくる。

「儲もうかってますか？」

「当たり前だろう。ここら一帯の露店全部がイベント価格だよ」

　価格の釣り上げを客である俺に言うのはどうかと思うが、オルさんたち生産職クラフターの目もく論ろ見み通り、イベントによってかなり繁はん盛じようしているようだ。

　その後、迷宮内での出来事を話すと、オルさんはメタル・スパイダーとブラック・ドラゴンに興きよう味み津しん々しんだった。

「スライムの素材も初めて見たが、そんな高レベルモンスターなんぞ、最前線のフィールドボス以上じゃねえか」

「ちなみに、いくつくらいなんですか？」

「銀ぎん灰かいの奴が言うには、今攻略しているフィールドのボスで二十五だそうだ」

　一つ目鬼サイクロプスや剣闘士の石像ストーンゴーレムのレベルは十五なので、最前線組が攻略しているボスも相当強いと予想がつく。

　しかしブラック・ドラゴンはそれをはるかに上回る五十である。

「勝てないわけですね」

「いやいや、ダイキよ。俺はこれはチャンスだと思うぜ？」

「チャンス？」

　半ば諦あきらめたように肩を落としつつ言う俺に対し、オルさんは意外にも同情ではなく、まるで鼓こ舞ぶするような口ぶりで語り出す。

「ああ、考えてもみろよ。運営が初のイベントとしてこしらえたモンスターだ。お披ひ露ろ目めってノリで凶悪モンスターを出したのなら枕まくらを濡ぬらすしかないが……俺は倒せるもんだと思うぜ」

　持論を展開するオルさんは至って真剣な表情で続ける。

「普通に考えてレベル五十のモンスターを正面から倒せるプレイヤーなんていない、少なくとも現状のJAPANサーバーにはな」

　そこまで聞いて、俺は仮説を交えながら、呟つぶやくように聞いてみた。

「宝物の中に、それらを倒すための武器がある……と？」

「武器というかなんというか。期間限定アイテムとかよ、入ってるかもしれないだろ？　現に、イベント専用の獲得ポイントなんて宝物に入ってるくらいだしよ」

　俺の言葉にオルさんは満足気に答えながら、俺が持ち帰ってきた情報や、独自に集めた情報を交えつつ、俺の仮説を肯定した。

　──確かにな、一理ある。

　レベル五十のモンスターをやり過ごして宝物を集めるイベントなら、倒せないように設定してあるのも頷うなずける。

　しかし、レーダーの反応はブラック・ドラゴンに向いていた。

　現に、オークを倒した時も、宝物を守るオークを倒したから宝物が出現したのだ。

　──つまり、倒さなければ宝物は手に入らない。しかし、サービス開始一週間で倒せるレベルのモンスターではない。

「そうですね……俺が参加できるのは精々今日の夜までですし。迷路をぐるぐるしてるより目的を絞ったほうが楽しめそうです」

「そうこなきゃな。まあ、宝物を探しまくってアタリが出るに越したことはないんだろうが」

「なんにせよ、問題はどうやってブラック・ドラゴンのいる部屋に戻るか。そして、倒す鍵かぎとなるアイテムを見つけるか……ですね」

　イベント中の目標は決まった。

　後はそれをどうやって遂すい行こうするかだ。

　正直なところ、前者はブラック・ドラゴンまでの道筋をミニマップが映してくれていれば可能性はある。が、後者は雲を摑つかむような話だ。手がかりすらない。

「ランダムでスタートってなるようだし、ブラック・ドラゴンの部屋よりかなり遠くに飛ばされたら厳しいな。本当に、今日一日を費やす気持ちで臨むしかないが」

　顎あご髭ひげをしゃりしゃりと弄もてあそびながら唸うなるオルさん。

「俺としてはリベンジできるなら、一日を費やしても構わないです。……とりあえずアイテムについては、駄目元ですが友人に聞いてみようと思います」

「おう。俺のほうでも客なり銀灰なりにそれとなく聞いてみるよ。まあなんだ、健闘を祈る」

　ケンヤ宛あてにメールを送り、レストランへ入る。

　俺もダリアも料理による強化が切れていたし、昼飯を食べに一度ログアウトする前にこちらで食事するのも変な話だが、ペナルティ解除にはまだ時間がかかる。

　注文した品であるステーキセットを、一心不乱に食べるダリア。

　負けたストレスを食事で晴らしているのか、リベンジに燃えているのか、量・スピード共にいつも以上だった。

　食事の後、一度ログアウトしてリアルの食事を済ませる。

　そして再度ログインすると、なぜか雨う天てんさんからメールが返ってきていた──ケンヤに代筆を頼まれたらしい。

「へえ、獲得ポイント百八十四！　なかなか飛ばしてるな」

　雨天さんからのメール内容には俺への返信と共に、近況報告が添そえられていた。

　イベントフィールドでのログアウトはアバターが残るので、交代でログアウトして昼を済ませている。現在は雨天さんとクリンさんが留守番している。などなど、

「……稀まれに、用途不明の石のような物をモンスターが落とすようです……これか？」

　用途不明の石のようなアイテム。先ほど俺も一つ入手しているが、イベント終了時に何かと交換できるとか……いや、それだと獲得ポイントと重複するような。

　なんにしても、何らかの意味を持つアイテムであるとは予想できる。しかし……運営も、もう少しは詳細を教えてくれてもいいのに……とは思うが。




　再び迷宮へと潜った俺たちは、まず初めにマップを開いて迷宮の全体像を見る。

　前回開拓した部分だけ小さく道が表示されているものの、現在地とは少し離れている。

　行けない距離ではない──無論、今日一日を費やす覚悟であれば。

「とりあえず、ブラック・ドラゴンがいる方角に向かってみるか」

　マップをミニマップに切り替え、前回開拓した道、ブラック・ドラゴンがいる部屋の方に歩き出した。

　マップで見る限り、ブラック・ドラゴンの部屋から近からず遠からずの距離に飛ばされた俺たちは、他のプレイヤーが宝探しとポイント集めに躍やつ起きになってる間、倒せるかもわからない格上のいる部屋に向かっている。

　勝てる勝てないは置いておいて、オルさんの言う〝勝てるモンスターであるという可能性〟には同意見だ。

　そして、用途不明のアイテム。これもかなり臭い。

　──なにより、負けたまま引き下がれない。

　ミニマップを頼りに、十字路を右に行く。ミニマップには赤点も青点もなく、レーダーにも反応はない。

　現在の俺の獲得ポイントは十九。

　それにしても同時刻に始めたケンヤ達は相当稼いでいたな。ポイントに関してはパーティで一ひと括くくりされるため、条件は俺と変わらない筈はずなんだが……。

　Ｔ字路を左へ進む。

　聞くのを忘れたが銀灰さんの進行具合も少し気になるな。ギルド単位で参加している最前線組の彼等なら、既にブラック・ドラゴン級のモンスターを倒しているかもしれない。

　現在攻略しているというボスのレベルからしても、可能性はかなり低いとは思うが……。

　──ミニマップの方に反応があった。

　見ると赤点が二つ、この先の道を塞ふさいでいるのがわかる。周囲に青点は無い。

「ダリア、格上相手だったとしても情報が欲しい。戦うことになる」

　ごめんな。と言う前に、頭を撫なでられた。どうやら、了りよう承しようしてくれるようだ。イベントが終わったらまた、思う存分飯を食べさせてやるとしようか。

　剣を抜き身にしつつ赤点に近付くと、袋を背負った小さなネズミ型モンスターが二匹、通路をちょろちょろと移動しているのが見える。

【ラビリンス・ラット Lv．10】

　どうやら格上ではなさそうだ。

　俺は一匹に狙ねらいを定め、飛ひ閃せん剣けんを発動。

　同時にダリアも闇矢ダークアローを展開し、もう一匹の体を突き刺した。

「随ずい分ぶんと呆あつ気けないなあ」

　レベル差を考えれば妥だ当とうとも言えるが、あまりにも歯ごたえがない。

　低レベルと高レベルの差が極きよく端たんすぎて、マトモな戦闘ができてないのがもどかしい。

　ともあれ、一瞬にして戦闘は終了したものの、ラビリンス・ラットが居た場所にキラキラとした二つの光が残っているのが見える。

　──手に取り、確認。

【獲得ポイント［小］】

　貢こう献けん度どポイントに百追加される。

　おお！　これは紛れもなくアタリだ！

　ラビリンス・ラットは俗に言うラッキーモンスターなのかもしれないな。

　そしてもう一つは。

【不思議な石】#イベントアイテム

　中に不思議な力が込められている。

「またこれか……」

　雨天さんのメールにもあった用途不明の石。

　これで二つ目だが、説明がなさすぎて何に使うのかすら不明だな。

　何はともあれ、思わぬ獲得ポイントの増加に顔を緩ゆるませると、ダリアが『集中しろ』とばかりに頭を叩たたいてきた。

　足を進めながら、具現化させた不思議な石を叩いたり齧かじったりしていると、レーダーの方に反応があった。

　青色の光だ。またしても違う色か……。

　ミニマップで言えば、プレイヤーを表す色なんだが流石さすがにこれは関係ないか？　向かった先に空の箱と大勢のプレイヤーとかいたら洒落しやれにならない。

　とかなんとか、心の中でぼやきつつも、レーダーの反応に従って歩く。

　都合のいいことに、ブラック・ドラゴンまでの距離は徐々に詰められている。

　レーダーが指し示す先には右と正面に道があり、正面の方へ反応は向いているようだった。

　足を踏み入れる──フリをして、地に足をつけてすぐ引っ込める。すると、

「──うっわ、はは……」

　その場所には巨大な落とし穴が出来上がっており、下には槍やりの先端と、犠ぎ牲せい者しやだろうか？　夥おびただしい量の骨が待ち構えていた。

　古典的な罠わなだが非常に恐ろしい、落ちればダメージ＋閉じ込められる寸法か。

　落とし穴が閉じる。念のため、二、三回確認してみるも沈黙している。

　一度で終わりの罠なのか？

　とりあえず大きく助走をつけ、飛び越えるようにして落とし穴の罠をクリアーする。が、

「ちょ！」

　盛り上がった岩の壁が、俺を押しつぶそうと動き出す。

　その一瞬の揺れに反応し、咄とつ嗟さに飛とび退のいたのが功こうを奏そうし、サンドイッチは免まぬかれた。

　──落とし穴に続いてサンドイッチか、なかなかにエグい。

　即死するのかどうかは確認したくもないが、足元から槍が突き出すだけの罠に、先に引っかかっておいて良かったと胸を撫で下ろす。

　一度罠を経験していなければ、何の警戒もなしに落とし穴に落ちていたことだろう。

　特にサンドイッチなんて一撃ゲームオーバーも大おお袈げ裟さじゃない。

　もし仮に罠に嵌はまったとしても、ダリアと俺は一心同体だから、簡単に再スタートが切れるけれど、これがプレイヤー六人で構成されたパーティの場合、欠けた人員はどうしているんだろうか。

　脱落したメンバーを見捨てて先に進むのか、それともわざと死んで再スタートを切るのか……。

　雨天さんからのメールには誰か一人だけ死んだとか、その手の情報は無かったな。無事だといいが──。
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　二つの罠をやりすごした俺は、目の前に部屋があることに気がついた。

　ミニマップで確認すると、既に全ぜん貌ぼうが見えている。ということは、あまり大きくない。

　部屋内には犬のような狼おおかみのような、電撃を纏まといながら佇たたずむ獣が、足を踏み入れた俺たちに攻撃の意を示している。

【ライトニング・ドッグ Lv．24】

　レベルで見れば相当な強敵。その上小型となれば、敏びん捷しよう値もなかなか高そうだ。

「いくぞダリア」

　盾と剣を構える俺と、定位置から降り立ち杖つえを向けるダリア。

　ライトニング・ドッグはそれを攻撃開始の合図だと悟り、放電しながらこちらへ飛びかかってきた。

　すかさず盾弾きシールドパリイの構えを取る──が、何かを察し、背中に嫌な汗が流れ、すぐに回避行動へと移る。

「『猛もう攻こうの布ふ陣じん』『鉄てつ壁ぺきの布陣』『疾しつ風ぷうの布陣』『降こう魔まの布陣』『野や性せい解かい放ほう』」

　強バ化フをありったけ重ねると、ダリアはそれらを待っていたかのように杖を振るう。

　火炎弾フレイムボールが二発、ライトニング・ドッグに迫るも、自身の身体に雷を落とし、超スピードでそれを避ける。

　速い──正直、目で追うのがやっとだ。

　電撃の線と残像を残しながら部屋を駆けるライトニング・ドッグ。

　ダリアもスピードのある闇矢ダークアローで追撃を図るも、一向に当たる気配はない。

　攻撃を当てない事には始まらない、か。

　感電覚悟で、ライトニング・ドッグに向け隼はやぶさ斬ぎりを発動。

　隼斬りを使った俺はライトニング・ドッグを上回る速度で接近し、剣を振るう。

「っく！」

　攻撃は通った。

　しかし、奴の体に纏わりつく電撃に触れると、微量だがダメージ判定があるようだ。

　斬きり飛ばされたライトニング・ドッグは一回転し体勢を整え、怒りを露あらわにする。

　そこにダリアがすかさず火炎の海フレイムフイールドを発動。俺とライトニング・ドッグの周囲の床を炎の地面へと塗り変える。

　何かを感じ取ったライトニング・ドッグは炎から逃げるため大きく退くが、ダリアは連続して火炎の海フレイムフイールドを展開していく。

「……なるほど。歩けば歩くほどダメージを受ける火炎の海フレイムフイールドで敵の動きを制限するわけか」

　あっという間にフィールド全すべてが炎に埋まり、逃げ場を失ったライトニング・ドッグは敵視ヘイト値の上がったダリアへ襲いかかる。

「やらせん！　『磁石盾マグネツトシールド』」

　今にもダリアに食いつきそうなライトニング・ドッグと盾を銀色の線が繋つなぎ、空中にいたライトニング・ドッグは盾の方へと吸い寄せられる。

　──追いつけないなら、引き寄せればいい。

　ライトニング・ドッグは吸い寄せられるままに標的を俺に変更し、電撃を纏う。

　もう一度ダメージ覚悟でやるしかない。

　盾弾きシールドパリイ発動に伴い技術者の心得が反応。ライトニング・ドッグに、拡大と縮小を繰り返す光が出現する。

　──速い。やはり器き用よう値が足りていないか。

　ガツン。という鈍い音と共に盾弾きシールドパリイは失敗に終わり、雷の牙きばが俺の肩を貫く。

「っが……！」

　減ったＬライフＰポイントが二十七パーセント程度で済んだのは、奴の攻撃力自体の低さか、俺の耐久値の高さ故か──。

　状態異常の気絶スタンは五秒間相手を動けなくする凶悪な効果を持つ。ライトニング・ドッグは俺に嚙かみ付いたまま、首を左右に振ってしつこくダメージを与えてくる──が、ダリアの魔法を察知し、素早く飛び退いた。

　目の前を黒色の球体が横切る。

「すまんダリア！」

　今のでダリアのＭマジツクＰポイントが二十パーセントを切るも、野性解放に伴う感覚のマヒで、ＭＰを気にする素振りも見せず、次々に闇矢ダークアローを放っていく。

　ライトニング・ドッグは炎の地面で着実にダメージを受けていくものの、闇矢ダークアローを最小限の動きで避けている。

　──チャンスだ。

　俺は一気にダリアへ駆け寄りＭＰ回復薬を二つ浴びせ六十五パーセントまで回復させつつ、自分のＬＰの回復も済ませる。

　少々乱暴だが、野性解放時のダリアは攻撃以外の行動を取らない以上、やむをえない。

「『磁石盾マグネツトシールド』」

　敵視ヘイトは常に俺に向けておく必要がある。再び俺の盾に引き寄せられてくるライトニング・ドッグは、爪つめに電撃を集め飛びかかってきた。

　──今度こそ！

　技術者の心得によりタイミングを知らせる光が出現するも、やはり明滅の速度は速い。

「これならどうだよ！　『気絶殴打スタンバツシユ』」

　──弾はじくのではなく殴る。

　盾で殴打することで相手を気絶状態にさせる、新しく覚えた技だ。

　相手の顔の位置がちょうど盾と被かぶるタイミングで裏うら拳けんの要領で盾を繰り出す。

　顔に盾の攻撃が入ったライトニング・ドッグは「ギャン」という悲鳴と共に吹き飛ばされた。これで奴は気絶状態。

　気絶によって動けないライトニング・ドッグは火炎の柱に飲み込まれた。

　オーバーマジックによって威力の上がった火炎柱フレアーは、ライトニング・ドッグのＬＰを大きく削る。

　小技小技で削っていたが、ダリアの大きな攻撃が入ったのはこれが初である。

　残り三十％程まで一気に減ったライトニング・ドッグのＬＰを見るに、敏捷特化ならではの耐久値の低さが窺うかがえる。

「ラスト！　畳み掛けるぞ！」
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　光となり爆散するライトニング・ドッグと入れ替わるように現れた宝箱。

　思いもよらぬ強敵との戦闘に、息を整える。

　──ブラック・ドラゴンへのリベンジする以前に、ここは格上の強敵が蔓延はびこる迷路の腹の中。油断は禁物だ。と、再度気合いを入れ直す。

　連戦になるとマズイ。

　先にダリアへＭＰ回復薬を一つ渡し、自分のＬＰも回復させる。

　回復薬にはまだ余裕はあるものの、ライトニング・ドッグのような苦戦必至の敵が後五、六体でも立て続けに出現すれば、ブラック・ドラゴンと戦うどころではなくなってしまう。

「──無事撃破だな」

　勝てる範囲のモンスターで運が良かったと言えるだろう。

　小さな勝利に喜びながら、剣先で宝箱をつつく。

　簡単だが（これしかできない）罠の確認を済ませると、膝ひざをついて宝箱を開けた。




【熟練冒険者の靴くつ】#青箱

　かつて迷路に挑んだ熟練の冒険者の靴。高い性能をもつ。

　特殊技能スキル『地形ダメージ減少』

　敏捷値＋13

　器用値＋10

　分類：足装備




　裏がスパイクのようにトゲのある、靴よりもブーツに近いその装備は、特殊技能スキルという初めて見る要素を備えていた。

　まずステータスに関かかわる値あたいだが、魔ま石せき生成や採さい掘くつ術じゆつ、錬れん成せい術じゆつや弾きパリイを行う上で必要な器用値に加え、移動速度に直結する敏捷値も上がる。

　数値的には多くないものの、注目すべき点は特殊技能スキルだろう。

　地形ダメージ減少は文字通りダリアの火炎の海フレイムフイールドのようなフィールドダメージを減少してくれるという縁の下の力持ち的な技能スキルだと推測できる。

　勿もち論ろん、パーティメンバーである俺にダリアの技のダメージは無いが、今後火炎の海フレイムフイールドのような特殊な技を使う敵が現れた時に重宝するだろう。

　そして、この特殊技能スキルの扱いだが、俺たちプレイヤーの所持できる十個の技能スキルとは別の扱いになるようだ。

　故に、熟練冒険者の靴を装備しても他の技能スキルが控えに置かれる事は無かった。

　この追加要素……特殊技能スキルの内容次第で強大なアドバンテージを生む可能性がある。もしもこの先、生産職クラフターの人がこの特殊技能スキルを付属できるような技術を身につけたりしたら、通常装備の価値は一気に落ちるぞ。





　　　＊　＊　＊






「ダリア！　そっちにいった！」

　その後、通路に出現したラビリンス・ラットを追いかけながら、視界右上の獲得ポイントを確認する。

【獲得Ｐ / 00349】

　ラットのドロップもあったが、実はこのラット自体、かなりのポイントを孕はらんでいたのだ。ライトニング・ドッグや宝物でもポイントは入り、俺の獲得ポイントは相当量上がっていた。

　ケンヤ達のポイントが高かった理由はコレだろう。そしてそのラットから不思議な石が落ちた訳だ。

「ナイスだダリア！」

　素早く逃げるラットをダリアが闇矢ダークアローで撃ち抜いた。

　今の戦闘で二体のラットを倒したわけだが、やはり獲得ポイントが高い。

　計算してみると、ポイントの上昇値がライトニング・ドッグと同等だった。

　遭そう遇ぐう率も思ったほど低くない。

〝そしてラット達は、高確率で石を落とす〟。

「しかし、こうなるとプレイヤーの目的がかなり分散するだろうな」

　剣を収めながら、プレイヤーの動きを考える。

　──ボスを倒そうと躍起になっているプレイヤー。

　──宝物に旨うま味みを見み出いだし、ひたすらに宝探しを続けるプレイヤー。

　──ターゲットをラビリンス・ラットに絞ってポイントを稼ぐプレイヤー。

「なんにせよ、ラット狩りをするくらいなら……」

　──プレイヤーを狩るほうが良い。

　いくつポイントを奪えるのかまでは不明だが、終盤になるにつれ、プレイヤーがもつポイントはどんどん膨れていくからだ。

　実際、運営はＰプレイヤーｖ対Ｐプレイヤーを最初から煽あおっていたし、ラットの存在はそれに拍はく車しやをかける起爆剤の役目だろうか。元々、プレイヤー狩りをメインとしていたパーティが、これにより更に増える可能性があるな。







　しばらく歩いていると、レーダーではなくマップのほうに反応があった。

　モンスターを表す赤点ではない。

　プレイヤー、それもパーティを表す六つの青点が、この先の道からこちらへ向かってくる。

「……逃げるぞ。ダリア」

　後のちにあるトーナメントに向けての対人練習、そしてポイントも魅力だが、今はブラック・ドラゴンへのリベンジが最優先だ。

　降りかかる火の粉は払うつもりではあるが、わざわざ戦闘に飛び込む必要もない。

　こんな所で足止めされてはたまらない。

　先の道はちょうどＹ字路になっている。敵のパーティは左から来ているなら……。

「右に逃げる！」

　ぶらぶらさせているダリアの足を、振り落とさないように握にぎりながら一気に駆ける。

　熟練冒険者の靴によるステータス補正も相あいまって、心なしかいつもより速く感じる。

　六つの青点も、俺が逃げ出したのを察したのか、スピードが上がった。

　やはり、俺たちを狙って向かってきている。

「右！　いや、真まっ直すぐ！」

　右の道の先に赤点を見つけ、すぐさまルートを変更。

　──しかし後ろのパーティ、なかなかに速い。

　おもむろに、ダリアが後ろに向かって何かを発動。

　そしてその何かに弾き飛ばされた先頭のプレイヤーが悲鳴を上げる。

「ナイス判断！　攻撃じゃなく影縛りシヤドウバインドでドミノ倒しを狙っても面白いぞ」

　俺の言った通り、ダリアが影縛りシヤドウバインドを使ったのか、後ろから「てめえのせいで！」「足がもつれたんだよ！」と、喧けん嘩かするような声が聞こえてくる。

　なんとなく、ダリアが楽しんでいるのがわかった。

「にしても……ついてないな」

　敵さんを遊んでやった俺たちだったが、今度は遊ばれる番が来たらしい。

　俺とダリアが着いた先は、プレイヤーが既に攻略した後の、行き止まりの部屋だった。

　ゾロゾロと此方こちらへ歩いてくる相手は合計六人。

　二人が前衛職で四人が後衛職だというのが、装備でなんとなくわかった。

　ケンヤのようなフルプレートメイルに身を包み、顔まで鉄に包まれた槍やり持もち盾役タンクと大きな槌つちを持った男。

　本のような物を広げ、手を添えてこちらを見据えている魔法使いの女に、杖を構えた男女が三人。本を持つ女だけ白っぽい装備だが……まさかな。

「見逃してくれませんか？　行きたい場所があるんですよ」

「馬鹿言え。魔法ぶっ放しといてそりゃ聞かねえぜ」

　ぐうの音も出なかった。横に立つダリアが舌を出している。

「あれ、幼よう女じよ神がみ様さまじゃね？」

「実物初めて見た。可か愛わいい……」

　なにやら後衛組がこそこそ話しているものの、どの道逃してはくれなそうだ。

「獲得ポイントが欲しいんでね。二対六でフェアじゃないのはわかっているけど、その人数で迷宮に挑んだ自分たちを恨うらんでくれ」

「それに関してどうこう言うつもりはないですよ。後日あるトーナメントの練習だと思えば、お互い勉強になると思います」

　そうだな。と、槌を持つリーダー格のプレイヤーが頭を掻く。そして、盾役タンクがじりじりと距離を詰めてきているのが見えた。

　数は向こうが有利だが、陣形を崩す方法はわかる。あとはダリアの判断に任せるか。

「『隼斬り』」

　俺は初手を取ることができる隼斬りを、本を持つ女魔法使いに対し発動する。

「……っえ？」

　──唖あ然ぜん。

　正にその言葉がぴったりな顔で、一瞬で目の前に現れた俺を見ている本の魔法使い。

　悪いが容赦はできん。

　すかさず気絶殴打スタンバツシユで頭を殴打。

　訳も分からないだろう本の魔法使いはたちまち気絶スタンになる。

「明アキラ！　岩がん山ざん王おう、何してる！」

　混乱するパーティ。槌の男が盾役タンクに指示を飛ばすが、盾役タンクはダリアと俺とを見比べ困惑していた。

　幸運なことに──彼らは対人に慣れてないようだ。

　さしずめ、何かに焦って少し前にプレイヤー狩りを始めたんだろう。

　そのまま青の閃剣ブルー・ソードで、ローブの上から切り上げる。

　そして、ダリアの闇の四重奏ダークカルテツトが発動した。

　後衛組全てを巻き込むように立ち上る黒紫色の柱が、絡まり、捻ねじれ、爆発する。

　元々耐久値の低いだろう後衛組のＬＰが半分以上減り、本の魔法使いに至っては風前の灯ともし火びだ。

　返す刃やいばで黄の閃剣イエロー・ソードを発動し、本の魔法使いが砕けたガラスのように散る。

　そのまま、鼓舞術の四つの強バ化フと野性解放を使い、次の標的を杖の魔法使いに切り替える。

「『俺が守る！』……なんでだ!?」

「馬鹿！　プレイヤー相手に挑発技が通用する訳ないじゃない！」

「そういう事」

　相手に悟られないように言い放つも、どうやらそういうわけでもなさそうだ。敏捷値がガクッと下がったように重圧ヘヴイが体にかかり、動きに制限がかかる。

　足首まで沼に嵌はまったような感覚。他の部分は通常通りに動く事からして、単純に移動速度減少の効果しかないようだ。

　プレイヤーに対する挑発の効果がコレなんだな。が、あっちはどういうわけだか、対人への効果まで把握できていないらしい。

　杖の魔法使いは大きな雷の玉を杖の先端に蓄たくわえ俺めがけて放つも、ダリアによる闇霧ダークミストによる暗闇目隠しと沈黙魔法封じで技が解除され、俺の二閃剣ダブル・ソードの餌え食じきとなった。

「っこの！」

　ナイトランスだったか？　盾役タンクが円えん錐すい型がたの槍を突き出し、次なる攻撃を阻そ害がいしてくる。

　ダリアは槌の男に捕まったようで、にらめっこ状態になっている。

「これで奇襲は終わりだ！　残念だったな！」

「煽り抜きで言いますが、台詞せりふが三下っぽすぎませんか」

「黙れ！」

　挑発の効果を理解しきれていない点といい、台詞といい、もしかしたらこの盾役タンク、なりはでかいが年齢は高くないのかもしれない。

　たとえステータスが高いとしても動かすのはプレイヤー本人だ。戦闘における駆け引き、騙だまし合い、その未熟な部分に付け入る隙がある筈。

「終わり？　終わったのはあっちのリーダーの方ですよ？」

「なに!?」

　俺の言葉を正直に信じた盾役タンクが、俺から視線を外した。

　──よそ見は命取りだ。

「隙あり」

　終わったも何も、向こうではダリアが絶賛戦闘中だ。

　いずれにせよ、ダリアの火力を受け切れるとは思えないが。

　後ろでは後衛組が薬でＬＰを回復しているらしく、魔法による援護はない。

　勘に頼ったが思った通り、本の魔法使いが回復役ヒーラーだったようだ。後衛組は予ヒ想ー外ラのー事不態在で攻撃すべきタイミングを回復に充ててしまっていた。

　盾役タンクに向かって盾突進シールドタツクルを放ち、後衛組もろとも押し倒す。そして俺たちに背を向けるようにしてダリアと対たい峙じする槌の男に隼斬りを使う。

「なっ!?」

　やる事は一緒。回復役ヒーラーにやったように、気絶殴打スタンバツシユで隙を作ると、ダリアがすかさず火炎柱フレアーで焼き払う。

　前衛職といえど耐久値に大きく振ってはいない。野性解放や鼓舞術もあって、恐ろしい威力となっているダリアの魔法を受け、槌の男が砕け散った。

　後衛組の魔法が飛んでくるものの、冷静さを欠いた攻撃に凄すごみはない。

　ダリアを抱え、数発をやり過ごしている間に、抱えられたままダリアが杖を振るう。

　後衛組が火炎柱フレアーによって一撃で葬ほうむり去さられ、残すは盾役タンク一人となった。

「えっ？　えっ？」

「レベル差があったのかもしれないが、一撃ってなあ……」

　味方としては心強いが、敵からしたら凶悪の一言に尽きるだろう。……いずれにせよ。

「一時間後、また再挑戦してみてくださいね」

　盾役タンク一人では、止められない。
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　盾役タンクの体が砕け散る様を見送り、俺は堪たまらずその場に座り込む。

　──初の対人戦だった。

　二対六で勝てたことの喜びよりも、自分の運の良さに喜んだ。

　あれが対人経験の多い高レベルパーティならやられていた。そう確信した結果が、この冷や汗の正体だろうか。

　奇襲としての隼斬り。そして気絶殴打スタンバツシユから撃破までの流れ。

　回復役ヒーラーが呆あつ気けにとられている間に倒せたのは、覚悟の差と戦力差による慢まん心しんによるもの。

　玉砕覚悟とまではいかないまでも、反撃の一つや二つは受ける、最悪ここでやられる覚悟での先制攻撃。続く連続攻撃を、無傷で放てたのがでかい。

　相手も冷静さを欠かなければ、対応も難しくなかったろうに。

　それ以降の相手の乱れっぷりは目も当てられないが、事前に〝盾役タンクが死んだ場合〟と〝回復役ヒーラーが死んだ場合〟、最低でもこの二つの対応策は練っておくべきだろう。

　そしてこれは後々自分に言い聞かせるための教訓ともなる。

　パーティを倒した結果、得られたのは獲得ポイント二百七。これが全部だったのか半分なのかはわからないものの、二対六のハンディキャップマッチの報酬としては安い。

　──なにがラットよりプレイヤーを狩ったほうがいいだ。と、余裕のあった過去の自分の意見を否定する。

　なんにせよ、無事に切り抜けられたのは大きいな。戻ってルートを正すとしよう。




　しばらく進んでいると、視界に小さな光が映った。が、レーダーやマップには反応がない。

「うん？　っていうか、これは……」

　マップで辺りに点が無いのを確認し、装備を見習いピッケルに持ち替える。

　すると、小さかった光が大きくなり、その周りにも無数の光が現れた。

　まさかの採掘ポイント。

　確かに戦闘ばかりだとイベントに参加した非戦闘職のプレイヤーにとって旨味が少ない。これは採掘技能スキル持ちのプレイヤーへのご褒美だろう。

　見かけていないが採取部屋もどこかに存在するのかもしれないな。

　なんにしても、これはラッキーだ。気付いてよかった。

　ピッケルを振り上げると、技術者の心得により光の拡大縮小が始まる。

　こちらも弾きパリイと同じように、採掘の難しい場所だと光の速さが変わるようだが……うん、なんとか掘れそうだな。

　イベント用の採掘ポイントなのか、なかなか掘り辛いものの、戦闘とは違ってミスしてもデメリットは発生しない。

「つまんないのは我慢してくれよ。ダリアのオヤツはこうやって生み出されるんだぞ？」

　足をぶらぶらして退屈であることをアピールしてくるダリアだったが、イベントフィールドでの採掘は是非やっておきたい。魔石でも食べさせて我慢してもらおう。

　マップの確認も忘れずにしばらく掘り続ける。久方ぶりに採掘術のレベルがぐんぐん上がるのを感じつつ、出てくる石たちに目を通した。

【ラビリンス・メタル】

　巨大迷宮インフィニティ・ラビリンスの内部でのみ採掘可能な金属。融点が高く、加工には高い技術を要求されるものの、鉄よりも硬度が高い。

　採掘できたのは不思議な石と、このラビリンス・メタルのみ。

　説明を見る限り、このラビリンス・メタルというのは鉄を超える金属なのだろう。

　オルさんや紅葉さんが喜びそうなアイテムだな。

　──そして、ここでも不思議な石か。

　採掘術のレベルが上がるのと、アイテムがどんどん採れるのとでテンションが上がっていた俺は、十五分間ピッケルを振り続けた。

　ぷちぷちを潰つぶすような、クセになるような感覚にやられてしまったようだ。

　痺しびれを切らしたダリアが暴れ出したため、なくなく採掘術を断念する。

　ダリアが止めなければ延々とやり続けられたな……。

　ラビリンス・メタルは合計三十四個。不思議な石は前のと合わせてこれで合計二十七個だ。

　鉱こう石せき類は十個でインゴット化できるし、インゴットが三つもあれば武器とアクセサリーを作ってもらえると思う。

　思わぬ収穫にホクホクな俺はピッケルを仕舞い、アイテムボックスで存在感を放つ不思議な石を一つ具現化させた。

　ゴルフボール程度の青い石。

　店売りの魔石にも似ているものの、こちらは軽石のような軽さだ。

「これが二十七個も……何に使うのやら」

　全部具現化すればダリアと石遊びができそうだ。

　──石遊びってなんだ。

　レーダーに反応があった。

　目標の部屋へは着実に近付いてきているものの、当然ながら迷路となれば、なかなかたどり着けない。

　黄色い光を放つレーダーに従い、赤点と青点に注意しながら足を進めて小部屋に着く。

　中には宝箱がぽつんと置いてあるだけで、モンスターの姿も、モンスターを表す赤点も無いようだった。

　罠も……ないのか。レーダーの光の色と関係があるのか？

　片や強いモンスターに守られ、片や部屋にそのまま放置だし。

　今の所、レアっぽいアイテムが入っていたのは青色の光の時。緑色と黄色の宝箱には大したものが入っていなかった。

　となると、今回もそんなに期待できるアイテムは入ってないかもしれない。

　──宝箱に近付く。

「ん？　やけにデカイ箱だな……」

　まあいいや。と、更に近付こうと足を進めた瞬間。

　──突然、宝箱が炎の柱に包まれた。

「ダリア？」

　突き出した杖が視界に映る。

　誰がどう見てもダリアが宝箱に攻撃したように思えるが……。

　変化はすぐに起こった。

　宝箱からは真っ黒い悪魔のような手が生え、ギザギザの牙きばが生え並ぶ。ガチャガチャとけたたましい音を立てながら宝箱だった物が襲いかかってきた。

　人食い宝箱!?　定番ちゃ定番だが……。

　人食い宝箱は間髪容いれずに放ったダリアの黒の破壊核ブラツクコアに撃ち抜かれ、粉々となった。ヤツが消えた場所に、普通のサイズの宝箱が転がる。

　……危ない所だった。ダリアが攻撃していなければ普通に近付いてたな。レーダーにも赤点は現れなかったし。

『しっかりしろ』と、言わんばかりに頭を叩くダリアに「ぐうの音もでません」とヘコヘコしつつ、宝箱を恐る恐る開ける。




【看かん破ぱ光こう弾だん】#人食い箱

　使うと部屋にある仕掛けを曝さらけ出す聖なる光を生み出す。

　分類：消費アイテム




　ふむ。

　要するに、人食い宝箱とか罠の類たぐいを見破る事ができるわけか。

　これは使えそうだな。

　それにしても、宝箱に擬ぎ態たいするモンスターまで用意されてるとはな……。




　右、右、真っ直ぐ、左……。

　ついつい早足になるのを抑えつつ、辺りを注意しながら進んでいく俺のマップは、最後の右折によって遂ついに繋がった。

　ここまで来るのに要した時間は約三時間。

　比較的近い場所に転移したはずだったのに、これほどの時間彷徨さまようことになるとは思っていなかったな。

「ここは……メタル・スパイダーがいた場所か」

　同じような道ではあるが、ミニマップを見ればなんとなくわかる。

　数時間前、パーティに追われ、蜘く蛛もをやり過ごした長い直線に、やっとの思いでたどり着いた。

　そして、しばらくミニマップに従い歩いて行くと、レーダーが白く光り始める。忘れもしない、あの場所を示している。

「……リベンジマッチだ」

　その部屋は、やはり今まで回ってきたどの部屋よりも広かった。

　改めて見ても違和感は大きい。

　ダリアは既に俺の傍で部屋の中央を見据えている。

　時刻は午後六時四十分。

　ペナルティと移動時間を考えても、三度目の挑戦は厳しい。

　回復薬は潤沢だ。勿論、戦いになればだが。

「ダリア。普通に戦っても勝てない相手だという事は百も承知だ。……けど、泣き寝入りなんて嫌だぞ俺は。必ず一矢報いてやろう」

　──たとえ勝てなくとも。

　──最後の一言は、口に出さずに飲み込んだ。

　もし勝てなければ、誰かに倒してもらうだけだ。

　潔いさぎよく、知るだけの情報と座標を託たくそう。

　そのためにも、ここで全てを出し切るぞ俺は。

　部屋に向かい、看破光弾を使う。ブラック・ドラゴンを撃退するための罠があれば、これに反応する筈だ。

　──しかし結果は、部屋の周囲に採掘ポイントのような小さな光が灯るだけ。

　一撃死を誘発するような、落とし穴や釣り天てん井じようの類は無いようだった。

　採掘ポイントも仕掛けと言われれば微妙なラインだが……。

　そしてあの場所は確か、松たい明まつのある位置だよな。

　なんにせよ、残りの手札は不思議な石のみである。

　俺は最後の希望を胸に、小さな光へと走った。

　松明に紫炎が灯ると、その小さな光が全て消える。

　つまりは、看破光弾は松明に反応しただけ、という結果になる。

　不思議な石をどう使う？　投げるか？　それともバリアのような効果を発揮してくれるのか？

　中央に紫炎が集まると、徐々に竜の姿へと形作られていく。

「何か……ん？」

　紫炎の灯る松明の後ろから、小さな光が漏れているのに気がついた。

　目を凝らすと、松明の裏には小さな丸い窪くぼみが存在していた。

　ブラック・ドラゴンは完全に姿を具現化させ、獲物である俺とダリアに顔を向けた。

　口の中に紫炎が渦巻き、巨大な火の玉を形成していく。

　──当たれば即死。終わるのは一瞬。

「もうこれしか考えられないっての！」

　俺はヤケクソ気味になりながら、不思議な石を窪みに嵌はめ込んだ。

　ブラック・ドラゴンの口が開かれる。
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　ブラック・ドラゴンの苦しげな鳴き声につられ、顔を上げた俺たちの目の前には異様な光景が広がっていた。

　松明の後ろから伸びてきた青白い鎖が、ブラック・ドラゴンに巻き付き締め上げる。

　ブラック・ドラゴンは口から首までを鎖に縛しばられもがいていた。

「これが仕掛け……誰が気付くって言うんだよ」

　運営に悪態を吐きつつも、俺の口元は緩んでいる。

　──勝利の活路が開けたのだ。

　俺は鼓舞術の『疾風の布陣』を発動し敏捷値を上げつつ、次の松明まで駆けた。

　広い部屋をぐるっと囲むように存在する松明から察するに、全ての窪みに不思議な石を嵌め込む必要があると考える。

　二つ目、三つ目の鎖が飛び出しブラック・ドラゴンの左前脚、後脚に巻き付いた。

　七本あるＬＰバーも目に見えて減っているのがわかる。

　──いける！　勝てるぞ！

　続く四つ目の鎖へと移動する俺たちに、暴れるブラック・ドラゴンの尻尾しつぽが迫る。俺たちへの攻撃という明確な意思はないものの、当たれば即死級のダメージは想像に難くない。

「っく！」

　ダリアを抱くようにして地面に伏ふせると、遅れて巨大な尻尾が頭上を通過する。そのまま壁を叩いた尻尾が三本目の鎖を断ち切り、身体への負荷が軽くなったブラック・ドラゴンが更に暴れ出す。

　──と、具現化して握っていた不思議な石をダリアがひったくるように奪い、逆走するように三本目の鎖の仕掛けまで駆け出した。

「外れた鎖を再度付けるつもりか……？」

　自ら進んで危険地帯へと走る小さな後ろ姿を、思わず追いかけようとして踏みとどまった。

　──ダリアは既に、死ぬ覚悟ができているように見えた。

　第二波の尻尾が振るわれる。

　俺は四つ目の鎖を解放した後、地面に伏せる。

　ダリアの名を呼ぶも、壁を叩く尻尾の音で掻き消された。

　三本目の鎖の仕掛けがある壁は無残にも破壊され、松明の炎が弾け飛ぶ。四本目の鎖は左後脚を拘束するも、尻尾を封じなければまた破壊されてしまう。

　五本目の鎖へと向かう俺を、叩き潰すかのように尻尾が振り下ろされ──。







　再生した三本目の鎖が、ブラック・ドラゴンの尻尾を縛った。







　五本目の鎖を解放するため駆けながら、三本目の鎖へと目を向ける。

　尻尾の一撃で絶望的だと思ったが──。

　壁にもたれるようにして、ボロボロになったダリアが俺を見つめていた。

　直撃を免れたのか、僅わずかにＬＰが残ったのか、なんにしても強運の持ち主である事に変わりない。

　あの状況下で、よくぞ鎖を解放した！

　お前が繋いでくれたバトンは俺がしっかり受け取ったぞ。

　尻尾が拘束されたブラック・ドラゴンに攻撃する手立てはない。苦しげに唸るブラック・ドラゴンに向け、六本目の鎖。七本目の鎖を解放していく。

　ジャラジャラと、まるで意志を持つかのように射出される鎖が、それぞれ右の前脚・後脚に絡みつき、ブラック・ドラゴンの四肢の自由を奪う。

　──そして最後の鎖、八本目の鎖がブラック・ドラゴンの翼つばさに絡みつく。

　青白い鎖に巻かれたブラック・ドラゴン。

　辛うじてドラゴンのシルエットはわかるものの、強きよう靭じんな鱗うろこに覆われた体表は見えない。

　鎖の塊へと姿を変えたドラゴンは叫ぶ事すら許されず、動く事すら叶かなわない──。















【邪悪なる力『竜』を封印しました】




　──唐突にアナウンスが流れ、目の前のブラック・ドラゴンが鎖と共に地中へと沈んでいく。

　そして、どこからともなく現れた《人型の光》がブラック・ドラゴンに剣を突き立て、地表に波紋を残しながらその体を完全に沈ませた。

　松明の火は紫から赤へと変わり、部屋の奥には光を放つポータルが現れる。

　……終わったのか？

　まともな戦闘にならなかったから釈しやく然ぜんとしないが……。

「ダリア！」

　それよりもダリアだ。

　彼女の元へ駆け寄ると、ダリアは人形のように力なく壁に寄りかかりながら俺の顔を見上げた。心なしか誇らしげなその顔に、感極まって泣きそうになるのを抑える。

　回復薬を与えつつ、感謝と共に抱きしめた。

　この娘こはどうしてこんなに勇ゆう敢かんなのだろう。

　俺は何度助けられたかわからない。

　ＬＰが回復して元気になったのか、ダリアが俺の首横をよじ登りながら定位置へと移動した。





　　　＊　＊　＊






　部屋の中央には宝箱が置かれてあり、俺たちは討伐報酬を貰もらいに宝箱へと向かう。

　装飾の豪ごう華かなその箱は、以前引っかかりそうになった人食い箱に近い大きさを持っている。

「ここで人食い宝箱はないよな？」

　そんな設定にしたら興きようざめだろうと苦笑しつつ、宝箱を開けた。




【熟練冒険者の魂】#封印報酬/白箱

　かつて迷路に挑んだ熟練の冒険者の魂。長い冒険の終わりに、力の結晶へと姿を変えた。

　技能スキル『統率者の心得』

　分類：消費アイテム




　特殊技能と違い、こちらはどれかの技能スキルを控えに入れる必要があった。

　本来の技能スキルの在り方だが、これはこれで戦闘に不要な技能スキルを控えに入れれば問題ないだろう。

　取得券とは違い、指定技能スキルとなるとレア度は高いのかもしれない。

　ここでしか手に入らない──という可能性も、無くはない。

　詳細を見てみると、統率者の心得は所持者がパーティリーダーの時に限り、そのリーダーを除いたパーティ全体のステータスを上昇させる強バ化フを与えるという強力なものだった。

　召喚獣はパーティに含まれるため、同時にダリアのステータスも上がる。

　肝心の上昇率だが、リーダーを除くパーティメンバーの数により効果が変わるらしく、二人の場合だとステータスが一・一二倍になるようだ。一人頭＋○・○二されると仮定すると、最大六人でステータス一・二倍となる……野性解放に次ぐ、いや、野性解放を超える性能だろうか？

　この所有者が死んだ時、パーティメンバー全員も同時に死ぬというリスクも孕んでいるものの、元より俺がやられればダリアも共倒れとなる。召喚士の俺としては大きな問題にならない。

　──これは早速適応すべき技能スキルだろう。

　討伐ではないため素材は手に入らなかったものの、経験値は入ったようで俺もダリアも仲良く二つレベルアップしていた。

　かくして、リベンジに成功した俺たちだったが──沈んでいったドラゴンはどうなったのだろうか？　あの人型の光は？　後の伏線なのだろうか……。

　時刻は午後八時十七分。もうひと頑張りできなくもないが、ダリアに無理させてしまったし、俺自身も疲れた。それに無事終わる事ができて、かなり満足していた。

「じゃあ……帰るか。ダリア」

　出現したポータルに手をかざし、俺たちの初めてのイベントは幕を閉じたのだった。









































　コンビニ弁当を食べ進めながら、俺おれは何を見るでもなく屋上からの景色を眺めていた。

　謙けん也やは有休取得でこの場には居ない──ライラさん達と、イベントが終わった後の打ち上げでもしている頃かもしれないな。

　Frontierフロンテイア Worldワールドの初イベントが終わり、掲けい示じ板ばんは宝箱や中身の宝物、モンスターや素材についての感想や評価で盛り上がっている。

　なんでも、獲かく得とくポイントの高さで競うランキングも存在していたらしいが……ついさっき知った俺は、意識低い系プレイヤーと言える。

　今日の午前十時までとはいえ、二日目にログインしていない俺には無む縁えんだとは思うが、ランキングに応じて報ほう酬しゆうなども用意されているとのことだ。

　大型ギルドの副マスでもある銀ぎん灰かいさんなら、もしかしたら貰もらっているかもしれないな──会った時にでも聞いてみようか。

　マップの進行度としては数パーセントも開かい拓たくできていなかった気がするものの、新しいモンスターやアイテム、ＰｖＰやボス戦。俺にとっては、なかなかに内容の濃いイベントだったと言える。

　ブラック・ドラゴン封印でレベルも上がった事だし、報酬として新しい技能スキルも増えた。ダリアとの連れん携けいの幅が広がるな。

　いつものように黒の缶コーヒーを開けた所で、同どう僚りようである椿つばきが弁当を持って現れた。

「お茶出しは終わったのか？」

「うん、帰ったよ。あー緊きん張ちようした」

　紙パックのいちごミルクにストローを突き刺しながら、椿はげんなりとした表情で息を吐つく。

「うちの会社で一番器量がいいって評判なんだぞ。名めい誉よある役目だよ」

「それ、誰が言ってた？」

「吉よし原はら課長代理」

　でたー。と、興きよう味みなさそうに言いながら、彼女はぱくりとストローを咥くわえた。

「おっ！　手作り弁当とは女子力高いね」

「まーね。あれこれ考えるの好きだし」

　可か愛わいらしい弁当箱に詰まった、なんとも女性らしい少量のオカズ。

　彼女は、その日の気分で弁当を作ってくる。

　俺が弁当を覗のぞきながら感心したように褒ほめると、椿は満まん更ざらでもなさそうな声色で、いただきますと食べだした。

　──それから話は椿の好きな料理やバイクなどの趣味の話題へと移り、他愛のない会話が続く。

「──私はスキーよりもスノボーかなー。慣れるまでは難しいけど、思うように滑すべれるようになると楽しいし」

「スキーもスノボーも、どの道リフトが鬼き門もんなんだよな。俺一人だけ下りのリフトになる所だったし」

「あれは笑った！」

　非常にアクティブな彼女とは、会社の仲良し達も含めてよく遊びに出かける。まあ、バイクやサーフィン等に付き合える人は数が限られてしまうが……。

「またどっかに遊びにでも行くか？　三月じゃスノボーは時期的にギリギリか」

「んー、いや、しばらく遊びは控えるんだ」

「珍めずらしいな」

「いや、だってゲーム買ったしさ。お陰でボンビーガールだよ」

　文句とは裏腹に、楽しげにケタケタと笑う椿。俺や謙也が勧すすめたから買ったのだろう。

　なんにせよ、思い切ったな。

「それに、戦うばっかりじゃなくて、ペット飼かったり山登りしたりも出来るみたいだしさ」

「植物育てたり釣りとかもできるからな。まあ楽しみ方は人それぞれだけど、ゲーム内は現実と遜そん色しよくないからきっと驚くぞ」

「楽しみ。今日届くからやり方教えてよ。帰ったら電話する」

「もちろん」

　帰宅した俺は夕食を済ませ、風呂に入ってからストレッチを始める。ゲームと携けい帯たいは繋つなぐ事ができるため、椿からの電話はゲーム内で取ればいいか。

「っし、やりますか」

　家事を全すべて終わらせた俺はベッドに横たわり、ゲームを起動した。




　──ログインすると、鬼のような数のフレンド申請が飛んできていた。

　この前とは比較にならない程、数が多い。

「いや、何が……」

　とりあえずはメールの確認だ。フレンド申請とメールが別にできるのは有難いな。

　運営とケンヤ……銀灰さんからも来てるぞ？

　運営のメールから開くか。




【第一回運営イベント結果】03/02/19:14

　おめでとうございます。

　あなたは《巨大迷宮 インフィニティ・ラビリンス》の獲得Ｐランキングにおいて優秀な成績を収めました。順位に応じて報酬が授与されます。

　ランキング一位報酬【職安からの推すい薦せん状じよう】




「……ランキング一位？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出た。

　──獲得Ｐで俺が一位？

　……考えられるとしたら、ブラック・ドラゴンの撃退と宝箱のポイントだが……さてはコレが鬼のようなフレンド申請の原因か？

　となればケンヤや銀灰さんからのメールはそれを案じての内容かもしれないな。

「あ、ダリアこんばんは」

　別に忘れていたわけじゃないが、存在をアピールするかのように足をつつくダリアと挨あい拶さつを交かわし、定位置に装備した状態で報酬の内容を確認した。

【職安からの推薦状】#ランク一位報酬

　ジョブクラスチェンジの際に選べるクラスが増える。

　分類：消費アイテム

　至ってシンプルな内容のアイテムだが、何かのタイミングでジョブが《クラスチェンジ》する可能性が記述されている。

　ダリアたち召しよう喚かん獣じゆうが進化したように、俺たちの職業も進化する可能性があるということだ。

　そしてこのアイテムは、その進化先の選択肢を増やしてくれるらしいが──その場面になってみないとわからないな。

　ともあれ、ランキング一位報酬とあればなかなかにレアな物なのだろう。

　続いてケンヤのメールを開くと、フレンド申請を拒否する方法、そして報酬の内容が気になるという内容が書かれていた。

　──彼らには後で会いに行くとしよう。

　銀灰さんのメールは、マスターが一目会いたいそうだから近いうち、可能なら会ってほしいという内容だった。

　好きな事をして遊びたい俺としては、組織として機能するギルドに入る気はないが、銀灰さんの上に立つ人には俺としても興味がある。〝その時は連絡する〟という旨むねを返信した。

　ケンヤに教わったフレンドの拒否設定に苦戦していると、携帯から着信が入った。着信音と共に、視界の隅に半透明のパネルが出現する。彼女の愛犬であるラブラドールレトリーバーの写真と共に【木きの下した椿】という名前が表示され、俺は通話ボタンをタップした。

『もしもし』

　ゲーム外部との通話の音声が、恐ろしくクリアだった事に多少驚きつつも、声の調子を変えぬように応答する。

「よー。無事にゲームは届いたか？」

『届いた。さっき認証スキャン？　っていうのが終わって今から起動するところ』

　認証スキャンとは本人確認も兼ねた、アバターの〝基き礎そ〟となる体を構成する工こう程ていで、認証し終われば、アバターが巨きよ漢かんになろうが女になろうが制限はない。

　極端な話、俺自身が美女になってプレイする事も可能ではあるが、本人の美的センスが問われる部分だろう。

　椿が顔を殆ほとんどいじってしまえば、待ち合わせ場所で会うのも一苦労となる。

「じゃあ俺は開始地点の近くにいるから、ログインしたら声かけてくれ。もし途中でわからない事があったら電話くれよ」

　わかった──とだけ言って電話を切る椿。とりあえず俺のキャラクターの特徴は教えてあるし、なによりダリア目印でわかるだろ。

　それからしばらくして、冒険の町のポータル前で待っていると、女性プレイヤーがログインしてきたのが見えた。

　アイスグリーンの髪を揺らしながら、キョロキョロと辺りを見渡している。

　そして、俺……というか、ダリアを見つけたようで、安心したように駆け寄ってきた女性プレイヤーの顔に、どことなく椿の面影を感じた。

「えっと」

「よう。無事にログインできたみたいだな。まずは自己紹介から。俺のプレイヤー名はダイキ。そしてこのちっこいのが召喚獣のダリアだ」

「……よろしく。私のプレイヤー名は《トルダ》、名前の由来は乗ってるバイクね。ダリアちゃんかな、よろしくね」

　椿……もといトルダは、弓を得え物ものとした戦士職の格好をしていた。

　彼女の口ぶりからすると、非戦闘職にするのだと思っていたが──。

「聞くのは野や暮ぼかもしれないけど、なんで弓？」

「弓にした理由は銃が無かったからなんだけど、私自身、弓道やってるし練習にもなるかなって」

　弦つるをみよんみよん引きながら、笑顔で答えるトルダ。

　確かに、トルダの弓は独特な反そりのある長いタイプで、アーチェリーのような短い弓とは違うようだ。

　気になるのは技能スキルだが……。

　一度メニューを開いてステータスを見せて欲しいと頼み、トルダのステータスを確認した。




　技能スキル

【弓術 Lv．１】【視力強化 Lv．１】【集中 Lv．１】【風属性魔法 Lv．１】【騎き乗じよう術 Lv．１】【罠わな術 Lv．１】【釣り術 Lv．１】【サバイバル術 Lv．１】【木工術 Lv．１】【料理術 Lv．１】




　──ふむ。後半はトルダの好みが色濃く出てる構成だが、罠術やサバイバル術を組み合わせれば狩人ハンター的な戦い方もできそうだな。趣味全開だが、これはこれでＶＲを楽しめる構成とも言える。

「騎乗は乗じよう馬ばか？　馬ば術じゆつもやりたいって言ってたもんな」

　トルダのステータスを眺めながら、騎乗の文字を指でなぞる。

　馬術でも乗馬でもない〝騎乗〟となれば……馬ではない存在の背に乗る事も可能──って技能スキルならロマンだな。

「ちょうどいい技能スキルがあったからね。肝心の馬は自分で買うか、モンスターを手て懐なずけるしかないみたいだけど」

　モンスターを手懐ける……か。

　現在死に技能スキルとなっている《調教術》でも可能なのだろうか？　なんにせよ、トルダはその手の技能スキルを持ってないようなので苦戦するかもしれないな。

「じゃあなんだ、フィールドでも行くか？」

「んー。いや、別にいいよ自由にやりたいし。今日一日は自分のしたい事を色々試してみたいから」

　俺の提案を、トルダはあっさり断った。

　──たくましいな。というか、椿トルダはこういう女なんだよな。

「わかった。まあ俺も謙也も協力は厭いとわないから、遠慮せず連絡くれよ。ってか、釣りとか乗馬とか俺もやりたいし連絡するわ」

「うん。じゃあまた」

　拒否設定によりトルダからフレンド申請は送れないので、俺からのフレンド申請で登録を済ませると、トルダはスタスタとフィールドの方へと消えた。




　彼女としては、一緒にゲームしたいというよりも、一緒のゲームがやりたかったという心情だろうか……なんにせよ、好きにやるのが一番だが。

「じゃあ俺たちはレストランでも行って、規模は小さいけどお疲れ様会でもやるか」

　肉料理もいっぱい頼んでな。と、ダリアの反応を煽あおるように言うと、素直なダリアのお腹なかが鳴った。




　今はまだ二人だけの家族だけど、はるか先の未来では、ものすごく賑にぎやかになっているのかもしれない。

　俺たちの旅は始まったばかり。この先、どんな冒険が待っているのかわからないけれど、召喚獣と一緒に、俺はこの世界を開拓していきたい。













　紅葉もみじさんの店を訪れる客の大多数は、紅葉さんと会話するために足を運んでいる節ふしがある。性別まで自由に変えられるこのゲームでは、全体的に女性アバターの割合が多いとされているが、中身の本当の性別を判断するには言動や仕草から読み取るしかない。

　話を戻すと、紅葉さんの店にやって来る客は紅葉さんとの会話を目的とした人が多く、ただし、その内容は男の俺に介入する余よ地ちがないほど、はっきりとした女性達の会話ということが分かる。結果として、紅葉さんと会話しに来る客は中身も女性という場合が多いと推測できる。

　現実逃避めいた事をあれこれ考える俺にはお構いなしに、紅葉さんを含めた女性陣（大多数が主婦らしい）がダリアを囲んで盛り上がっていた。

　髪かみや頰ほおを触られるダリアは、無表情でされるがままになっている。

「可か愛わいい。可愛いという言葉しか出てこないなあ。本当可愛い」

　基本的にはべた褒ぼめであるが、時々「こんな可愛い子も、扱いは召しよう喚かん獣じゆうだからって宿やど屋やで一緒に寝るのよね？」と、まるで犯罪者を見るような眼めで睨にらんでくる人もいるようで、良からぬ噂うわさは立たせまいと慌ててそれを否定する。

「俺にとってこの子は子供みたいなものですから、そういう感情は湧わきませんよ」

　俺の言葉に女性陣は「それもそうか」と、再びダリアの方へと視線を戻していく。が、なぜかダリアだけは、不満気な顔を向けながら俺の目を見つめてくるのだった。





　　　＊　＊　＊






　Frontierフロンテイア Worldワールドは性別だけでなく、外見までも好きにアレンジする事ができる。人間に限りなく近い《人族》や獣らしい部位を受け継ぐ《獣じゆう人じん族》、機械の体を持つ《機き人じん族》など、ベースとなる種族も含めれば無限大とも言える。

　身長百センチに満たないダリアは背の低い《小こ人びと族》に体形が近いため、町ゆくプレイヤー・ＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターの小人族の女性キャラを見かけるたびに、着ている服や武器はそのままに、ダリアに見立てて似合うかどうかなどを観察するのも面白かったりする。

　姉妹や恋人がいない俺は、女性の気持ちというものに疎うといだろうと自覚してはいるが、女の子が服やアクセサリーにかける情熱は割と理解しているつもりだ。

　職場の同期に何度かショッピングを付き合わされた時も、服の厳げん選せんに驚くほど時間をかけていた事を良く覚えている。

　その流れでいうと、今現在肩かた車ぐるまされているダリアも女の子であるわけで、彼女もまた可愛い服やアクセサリーに興きよう味みがあるのではないかと考えられる。

　召喚されてから現在まで一言も言葉を発さないにしても『これが食べたい』だったり、

『あれじゃ嫌だ』など、俺の頭を叩たたく事で意思表示を行っている事がわかる。

　感情が無いのではなく、単純に会話が不可能というのが正しい見解と言えるだろう。

　──すれ違う小人族の女性を目で追う。

　今の人は戦士風の鎧よろいと盾を装備していたからダリア用の装備の参考にはならない。ダリアに装備させるなら、魔法使い風のローブなどの軽い装備が好ましい。

　肩車するにも、そっちの方が不自由はない。

　──グラマラスなエルフを目で追う。

　今のはローブだったし、装備としてはこちらのほうがダリア向きと言える。

　ただ、人族よりも身長の高いエルフとなると、あまりにも体格差がありすぎて参考にしづらい。しかし、胸元に見えた黒色のネックレスなんか、大人っぽくて綺き麗れいだったな。

「ん？　どうした、ダリア……って、お、おい！　どうしたんだよ！」

　彼女用の装備をあれこれ考えていると、大人しく肩車されていたダリアが急に暴れだした。片手で耳を摑つかみ、もう一方の手で頭を何度も叩いてくる。

　ダリアが暴れる原因に共通するのは、お腹なかが減っている状態が多い。付き合いが長いとは言えないが、まだまだ子供。ご飯を食べれば機嫌がよくなるだろう。

　暴れるダリアを宥なだめながら、近くにあった食事処どころへと足を進める。ダリアもそれを匂においで察したのか、最後に不ふ貞て腐くされたように頭を叩き、鎮ちん静せい化かしたのだった。




　ボックス席へと通された俺はダリアを対面の席へと下ろし、備え付けのメニュー表をダリアの前へと差し出した。無言で見つめるダリアの腹が鳴る。

「あれ？　ダイキさん？」

「だ、ダリアちゃんも。こんにちは！」

　すると偶ぐう然ぜん──食事をしに来たであろうライラさんとクリンさんが俺たちを見つけ、店員と共にやって来た。

「一緒でお願いします」と、店員に伝え、先にダリアの分の料理を注文。二人をダリアを挟むように、正面の席へ座るように促した。




「ケンヤと雨天さんは一緒じゃないんですか？」

　どこかふて腐れたように、むぐむぐと食事をほおばるダリアを、恍こう惚こつの表情で見つめているクリンさんから視線を逸らしつつ、対面に座るライラさんへ聞いてみる。

「ギルドホーム用の材料集めをしてる……ます！　一応、目標としていた金額は集まったので、後はコツコツ材料を買い集めていくだけですね」

「おお、それは楽しみですね！　ホームができたらダリアを連れてお邪じや魔まします」

「お待ちしております」

　ダリアから視線を戻したクリンさんが、クスクスと笑いながら返答した。

　小さくなった金きん太た郎ろう丸まるが、クリンさんの膝ひざ上うえで寝息を立てている。

「ダイキさんは今日、何してたんですか？」

「俺は、ダリアとアクセサリーショップの方に行ってましたね。その後は、ダリアがお腹すいたって暴れたので、食事をしに来たんです」

　俺の言葉に反応したのは、対面にいたダリアだった。

　肉を切り分ける手を止め、両手でバッテンマークを作り、ふるふると頭を横に振っている。

　いや、お腹空すいているだろう。

　ならあの腹の虫は何だったんだ？

「ふふ、ダリアちゃんは違うって言ってるみたいですね。何かあったんじゃないですか？」

「いや、何も無いと思いますけど……アクセサリーショップで女性プレイヤーに囲まれていましたが、様子はいつも通りでしたよ」

　俺の言葉にライラさんとクリンさんは「ふーん」と、意味あり気に目を細めた後、ダリアの方へと体を寄せ、一言二言、内緒話をしているのが見える。












「ダイキさん。ダリアちゃんも、ちゃんと女の子ですからね！」

　と、唐突に言うライラさん。

　何な故ぜかちょっと怒り気味だ。

「え、いや、理解してますよ。可愛い娘みたいな子です」

「そうだけど、そうじゃないっていうか……」

　俺の返しに、ライラさんは釈しやく然ぜんとしないといった声色で呟つぶやきながら、「内緒話は、内緒ですから！」と、再び三人の世界へと戻っていった。




　男子禁制というやつか。

　聞くだけ野や暮ぼだ──と、メニュー表の中からカツカレーを選び、この会議が終わった後に注文する事を決めたのだった。





　　　＊　＊　＊






　ライラさん達と別れ、食事処から出た俺たちは、特にやる事もないと元来た道をのんびり歩いていく。

　若い二人と内緒話をした後も、特にダリアに変化は無かった。

　例によって大量の肉を平らげたダリアは重たいので、帰り道はカロリーを消費するという意味も込めて歩いてもらっている。手は、しっかりと握にぎった状態だ。

「……ん？」

　ふと──ダリアの方へと視線を向けると、何やら町行く人を観察するように視線を動かしている事に気がついた。

　普段は肩車をしているため彼女が何を見ているのか不明ではあるが……なるほど、俺とは違う〝人間〟を観察して普段から何かを考えているのかもしれないな。

　普段肩車している所せ為いで、俺がダリアの見る景色を認知していなかったように、珍しく手を繋つないで歩いている所為で、俺が見下ろしている事にダリアは気付かない。

　ダリアはすれ違う人──特に〝女性〟に熱心に視線を向け、その人と自分とを見比べるように視線を動かしているのが見える。

　身の丈が四メートル程ある巨人族の女性だったり、グラマラスなエルフだったり種族はバラバラ。着ている装備もバラバラだった。




　何を見ているんだ？




　他の女性と自分と、視線の反復を繰り返すダリアを見つめているうちに、何故かライラさんの言葉が再生された。

（「ダイキさん。ダリアちゃんも、ちゃんと女の子ですからね！」）




　女の子、か。




「あら？　ダイキ君、ダリアちゃん！　何か忘れ物？」

　考え事をしていたからか、いつの間にか紅葉さんの店の前まで戻ってきていた。

　紅葉さんの声に反応した女性陣が、再びダリアを取り囲むようにやって来る。

「ダリアちゃん、何してきたのー？」

「お姉さんと遊びに行かない？」

「一緒に写真撮らせて！」

　もみくちゃにされるダリアを眺めていると、紅葉さんが〝スススッ！〟と近付いてくる。

「もしかして、何かお求めかしら？」




　たちまち商人の目になる紅葉さんに苦笑しつつ、こちらへ無言の助けを求めてくるダリアに視線を向ける。




「ちょっとそこまで──デートに」




　俺の言葉に「まあまあ」と、嬉うれしそうな表情をみせる紅葉さん。主婦陣の方は、なにやらざわめいている。




　大きくなったらお父さんのお嫁さんになりたい！




　幼い女の子は、優しい父親に初めての恋をする。それを優しい気持ちで受け止めてあげるのも、親の務めなのだろう。

　君が大人になっていく時間も全すべて、俺も一緒に過ごしていたい。最後まで良いパパであり続けたいというのは、俺の中で大きな目標でもあるのだから。









あとがき






　初めまして、ながワサビ64です。

　好きな小説ジャンルは多々あれど、一番は《冒険物》。広い世界の中、主人公が仲間と共に苦難を乗り越え成長していく──そんな物語が大好きでした。

　だからなのか、よく夜寝る前に空想した自分だけの物語で冒険してます。そういう人、結構居ると思います。

『Frontierフロンテイア Worldワールド』は、そんな空想で冒険した物語のうちの一つで、ゴールにたどり着いた……つまり、空想物語での数少ない完結作品でした。

　完結した作品は脳内設定を頼りに文字に書き起こし骨組みを作っていくのですが、結局完成するのはどこかで見た物語ばかり。ＷＥＢサイトに掲けい載さいするまでには至りません。

　そんな私に執筆するキッカケをくれたのは《ダリア》の存在でした。

　単純なゲーム内キャラの一つではなく、感情を持ち、自分の意思で考え動き、主人公と共に成長していく一人の人間として書いてみた結果、キャラが立った気がしました。もはや直感でしたが、そこから投とう稿こう、連れん載さい、書籍化に至ります。

　私を拾ってくれたファミ通文庫様、そしてキャラや世界に色と形を与えてくれた橘たちばな由ゆ宇う様、本当にありがとうございました。




　最後に、この小説を買っていただいた読者の方へ。

　書店にて、ふと視界に入って購入に至った・表紙絵に心を射抜かれた・タイトルを見て興味がわいた・ＷＥＢから見ていた──と、色々な読者様がこの本を買い、読んでくださっていると思います。本当に本当に、ありがとうございます。しつこいくらいの感謝の言葉を届けたいです。

　もはや、あとがきを読者様への感謝の言葉だけで終わらせようと思っていましたが、流石さすがにくどくなりそうなので止やめました。一応それっぽく作品についても語っておきました。

　掲載後、連載から書籍化に至るまで、ＷＥＢ版にて熱心に応おう援えんしてくれた読者様が居てくれたからこそ、今こうして素晴らしいイラストも付き、値段も付いて商品化する事ができました。また、何かの要素に惹ひかれ、書店やインターネットで買ってくれた読者様が居てくれるからこそ、小説執筆を止めることなく物語が書き続けられています。

　最後まで読んでいただき、ありがとうございました。私はこれからも、夜の空想物語の世界を冒険しつつ、完結目め指ざして頑がん張ばります。




　それでは、またお会いしましょう。
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